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講 演  

買
、
贈
与
、
物
権
遺
贈
（
－
e
g
a
t
u
m
 
p
e
r
≦
．
n
d
i
c
a
t
i
O
n
e
m
）
、
等
々
 
 

本
稿
の
対
象
と
す
る
論
題
は
、
古
典
期
ロ
ー
マ
法
の
法
学
者
達
の
理
論
に
お
け
る
時
効
取
得
E
r
s
i
－
2
亡
n
g
と
そ
の
要
件
に
同
じ
く
連
関
す
 
 

カ
ウ
サ
 
る
多
数
の
問
題
に
我
々
を
導
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
時
効
取
得
「
原
因
」
E
r
s
i
t
z
u
n
g
s
・
C
a
u
S
a
、
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
法
 
 

研
究
文
献
に
い
わ
ゆ
る
「
使
用
取
得
正
原
因
」
ぎ
s
t
a
c
a
u
s
a
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
は
、
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
間
で
長
年
に
わ
た
り
多
数
の
論
争
、
 
 

（
1
）
 
対
立
す
る
見
解
を
生
む
源
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
重
す
ぎ
る
荷
を
背
負
い
込
ま
ず
、
ま
た
読
者
に
あ
ま
り
多
く
の
忍
耐
を
強
い
な
い
よ
う
 
 

に
す
る
こ
と
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
論
題
を
二
つ
の
観
点
で
限
定
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ま
ず
こ
こ
で
は
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
通
例
の
時
効
取
得
を
問
題
と
す
る
。
つ
ま
り
、
有
効
な
取
得
原
因
E
r
w
e
r
b
s
g
r
u
n
千
売
 
 

一
節
 
序
論
お
よ
び
編
成
 
 

カ
ウ
サ
 
 

時
効
取
得
要
件
に
お
け
る
「
原
因
」
 
の
意
義
骨
 
 

－
 
古
典
期
ロ
ー
マ
法
研
究
 
－
 
 

が
占
有
獲
得
B
e
s
i
t
z
e
r
w
e
r
b
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
常
 
 

エ
リ
ッ
ク
・
ポ
ー
ル
 
 

西
村
重
雄
 
訳
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講 演  

に
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
出
発
点
を
と
る
の
で
、
自
ず
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
が
取
得
原
因
欠
如
の
場
合
に
善
意
獲
得
者
に
時
効
取
 
 

（
2
）
 
得
を
許
し
た
事
例
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
取
得
原
因
が
あ
る
と
誤
想
し
た
場
合
に
法
学
者
の
何
人
か
が
例
外
的
に
時
 
 

（
3
）
 
効
取
得
を
許
し
た
事
例
で
あ
る
〔
い
わ
ゆ
る
〕
権
原
誤
想
P
u
t
a
t
i
ま
i
t
e
－
問
題
も
除
外
さ
れ
る
。
〔
更
に
〕
「
相
続
人
」
取
得
時
効
の
特
例
 
 

（
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
〔
『
法
学
提
要
』
〕
二
巻
五
二
－
五
八
節
）
お
よ
び
、
↓
使
用
取
戻
」
亡
S
弓
e
C
e
p
t
i
O
（
同
、
二
巻
五
九
－
六
一
節
）
も
同
様
で
 
 

あ
る
。
ま
た
、
T
i
t
e
言
r
O
S
u
O
「
自
己
物
〔
時
効
取
得
〕
権
原
」
T
i
t
e
－
p
r
O
S
O
－
u
t
O
「
弁
済
〔
時
効
取
得
〕
権
原
」
に
つ
い
て
も
付
随
的
 
 

に
言
及
す
る
に
止
ま
る
。
「
使
用
取
得
」
u
s
亡
C
a
p
i
O
の
原
則
事
例
が
解
明
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
変
則
事
例
の
意
義
を
正
確
に
把
握
し
、
宣
の
特
 
 

自
性
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
よ
り
簡
単
で
あ
る
〔
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
〕
。
 
 
 

「
使
用
取
得
」
の
〔
以
上
の
限
定
を
加
え
て
〕
残
つ
た
問
題
領
域
を
更
に
狭
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
本
稿
は
依
然
と
し
て
広
い
問
題
群
 
 

の
中
で
私
が
最
重
要
と
考
え
る
三
つ
の
問
題
に
限
定
す
る
。
そ
の
第
一
は
「
使
用
取
得
」
に
お
け
る
「
（
正
）
原
因
」
（
i
u
s
t
a
）
c
a
u
s
a
の
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
概
念
内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
言
う
ま
で
も
な
く
根
本
周
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
が
そ
れ
に
級
く
次
の
二
つ
の
問
題
を
解
く
鍵
 
 

カ
ウ
サ
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
［
す
な
わ
ち
］
一
方
で
は
、
「
使
用
取
得
」
に
お
け
る
「
原
因
」
c
a
u
s
a
と
「
善
意
」
b
O
n
a
f
i
d
e
s
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
 
 

題
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
問
で
見
解
が
完
全
に
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
第
二
の
問
題
は
他
方
で
［
次
の
］
第
三
の
問
題
に
導
く
事
と
 
 

カ
ウ
サ
 
な
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効
取
得
要
件
の
体
系
の
中
で
「
原
因
」
と
「
善
意
」
は
正
確
に
は
相
互
に
そ
も
そ
も
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
 
 

の
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
が
以
下
の
論
究
の
中
心
と
な
る
三
つ
の
問
題
領
域
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
の
序
節
の
あ
と
こ
れ
に
応
じ
て
三
節
に
分
け
ら
れ
る
（
二
 
 

－
四
節
）
。
三
つ
の
問
題
領
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
数
個
の
命
題
を
立
て
、
利
用
可
能
な
法
史
料
を
土
台
と
し
て
理
論
的
分
析
に
よ
り
そ
れ
ら
 
 

の
命
題
を
証
明
し
、
説
明
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
最
重
要
の
第
一
の
問
題
領
域
（
二
節
一
款
－
十
一
款
）
に
お
い
て
、
関
係
命
題
の
論
証
の
 
 

（
4
）
カ
ウ
サ
 
た
め
法
史
料
中
枢
軸
と
な
る
五
法
文
に
つ
い
て
立
入
っ
て
論
ず
る
。
〔
次
い
で
〕
「
原
因
」
と
「
善
意
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
命
題
の
 
 

あ
と
学
説
桑
纂
〔
以
下
学
と
略
称
〕
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
の
詳
細
な
論
究
を
行
う
（
三
節
一
－
四
款
）
。
古
典
期
時
効
取
得
要
件
の
体
 
 70（3・104）614   



講 演  

一
款
 
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
の
研
究
文
献
、
体
系
書
、
教
科
書
に
お
い
て
古
典
期
の
時
効
取
得
権
原
E
r
s
i
t
z
u
ロ
g
S
t
i
t
e
－
す
な
わ
ち
「
使
 
 

用
取
得
（
正
）
原
因
（
権
原
）
」
 
（
i
u
s
t
a
）
c
a
u
s
a
（
t
i
t
已
u
s
）
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
ロ
ー
マ
法
史
料
に
即
 
 

応
せ
ず
、
縫
っ
て
不
正
確
で
欠
陥
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
ロ
ー
マ
法
研
究
者
間
に
お
い
て
学
説
対
立
を
招
き
、
ま
た
、
「
使
 
 

（
5
）
 
 

用
取
得
」
領
域
で
の
こ
の
概
念
と
そ
の
正
確
な
意
義
に
関
す
る
多
数
の
問
題
を
生
み
出
し
た
主
原
因
で
あ
る
。
 
 
 

二
款
 
〔
従
来
の
〕
 
ロ
ー
マ
法
研
究
で
考
え
ら
れ
て
い
る
「
使
用
取
得
正
原
因
」
ぎ
s
t
a
c
a
u
s
a
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
は
法
史
料
中
の
全
く
異
 
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
 

な
る
二
つ
の
「
原
因
」
概
念
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
 
〔
の
「
原
因
」
〕
を
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
は
そ
の
理
論
お
よ
び
用
語
上
、
根
 
 

本
的
に
区
別
し
た
の
に
対
し
、
ロ
ー
マ
法
研
究
者
は
単
純
に
同
じ
も
の
と
考
え
た
。
「
買
主
と
し
て
〔
占
有
〕
」
p
r
O
e
m
p
t
O
r
e
よ
う
な
時
効
 
 

カ
ウ
サ
 
 

カ
ウ
サ
 
 

取
得
「
原
因
」
を
、
取
得
「
原
因
」
E
r
w
e
r
b
s
・
C
a
u
S
a
で
あ
る
「
売
買
」
e
m
p
t
i
O
の
用
語
上
の
言
い
換
え
と
不
当
に
も
見
な
し
て
い
る
。
 
 

こ
の
こ
と
が
、
「
使
用
取
得
」
 
に
関
す
る
今
日
の
学
説
に
お
け
る
大
部
分
の
問
題
の
震
源
で
あ
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
三
款
 
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
に
と
っ
て
は
、
「
原
因
に
基
づ
き
使
用
取
得
す
る
」
u
s
亡
C
a
p
e
r
e
 
e
舛
C
a
u
S
a
と
い
う
表
現
に
お
け
る
 
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
「
原
因
」
 
（
時
効
取
得
原
因
E
r
s
i
t
z
u
n
g
s
g
r
u
ロ
d
な
い
し
時
効
取
得
植
原
と
し
て
の
「
原
因
」
）
 
は
、
「
原
因
に
基
づ
き
受
領
す
る
 
（
又
は
）
 
 

カ
ウ
サ
 
 

引
渡
す
」
a
c
c
i
p
e
r
e
＼
t
r
a
d
e
r
e
e
H
C
a
u
S
a
 
（
取
得
原
因
な
い
し
取
得
権
原
E
r
w
e
r
b
s
t
i
t
e
－
と
し
て
の
「
原
因
」
）
 
と
は
全
く
異
な
る
意
味
を
 
 

有
す
る
。
〔
ロ
ー
マ
の
〕
法
学
者
達
の
判
断
、
理
由
、
命
題
に
現
れ
る
こ
の
区
別
は
、
と
く
に
個
別
の
時
効
取
得
権
原
の
多
く
の
専
門
用
語
 
 

系
に
つ
い
て
の
若
干
の
命
題
を
述
べ
本
稿
を
閉
じ
る
 
（
四
節
一
款
－
七
款
）
。
 
 

二
節
 
第
一
問
題
領
域
。
「
使
用
取
得
（
正
）
 
原
因
」
 
の
内
容
 
－
 
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
の
理
解
 
 

命
 
 
題
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講 演  

の
中
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
多
数
の
個
別
の
時
効
取
得
権
原
の
例
が
、
「
使
用
取
得
す
る
」
亡
S
u
C
a
p
e
r
e
と
結
合
し
て
、
 
 

例
え
ば
「
買
主
と
し
て
」
p
r
O
e
m
p
t
O
r
2
、
「
受
贈
者
と
し
て
」
p
r
O
d
O
n
a
t
O
、
「
嫁
資
と
し
て
」
p
r
O
d
O
t
e
、
「
弁
済
と
し
て
」
p
r
O
S
O
－
u
t
O
 
 

と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
取
得
原
因
は
「
受
領
す
る
」
a
c
c
i
p
e
r
e
（
r
e
c
i
p
e
r
e
）
 
又
は
「
引
渡
さ
れ
る
」
t
r
a
d
i
と
結
合
し
て
「
売
 
 

買
原
因
に
よ
り
」
e
H
C
a
u
S
a
e
m
p
t
i
O
n
i
s
、
「
贈
与
原
因
に
よ
り
」
e
舛
d
O
n
a
t
i
O
n
e
、
「
嫁
資
原
因
に
よ
り
」
d
O
t
i
s
n
O
m
i
ロ
e
（
d
〇
t
i
s
c
a
u
s
a
｝
 
 

i
n
d
O
t
e
m
）
、
「
債
務
原
因
に
よ
り
」
d
e
b
i
t
i
c
a
亡
S
a
（
引
渡
さ
れ
保
持
さ
れ
る
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
多
数
の
関
係
法
文
史
料
が
存
在
す
 
 

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
度
た
り
と
も
「
売
買
原
因
に
基
づ
き
使
用
取
得
す
る
」
ざ
u
c
a
p
2
r
2
e
舛
 

と
し
て
引
渡
す
」
☆
t
r
a
d
e
r
e
 
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
と
い
っ
た
表
現
に
出
会
わ
な
い
理
由
は
時
効
取
得
権
原
と
取
得
権
原
は
理
論
的
に
ち
が
っ
た
 
 

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
 
 

四
款
 
個
別
の
p
r
？
T
i
t
e
－
（
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
）
 
お
よ
び
一
般
的
‖
補
充
的
な
T
許
－
p
r
O
 
S
u
O
（
「
自
己
物
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
 
 

権
原
）
 
は
、
「
使
用
取
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
と
結
合
し
て
、
あ
る
占
有
特
質
B
e
s
i
t
z
q
u
a
－
i
f
i
k
a
t
i
O
n
を
示
し
、
そ
れ
は
複
数
の
要
件
 
 
 

－
 
取
得
権
原
、
占
有
の
暇
庇
な
き
こ
と
お
よ
び
「
善
意
」
 
－
 
を
備
え
た
占
有
、
換
言
す
れ
ば
、
取
得
時
効
占
有
E
r
s
t
i
t
z
u
n
g
s
b
e
s
i
t
z
 
 

を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
取
得
時
効
権
原
は
、
占
有
獲
得
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
、
そ
れ
故
〔
時
間
的
に
〕
占
有
獲
得
の
後
に
の
み
 
 

存
在
す
る
特
別
の
占
有
特
質
で
あ
る
。
「
買
主
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
の
よ
う
な
時
効
取
得
権
原
（
以
下
簡
略
に
p
r
？
T
i
t
e
－
 
 

〔
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
ニ
、
末
尾
解
説
参
照
）
 
は
、
「
売
買
」
の
よ
う
な
取
得
権
原
と
は
理
論
的
に
明
ら
か
な
特
徴
に
お
い
 
 

て
区
別
さ
れ
る
。
本
節
五
－
七
款
 
（
時
効
取
得
権
原
に
つ
き
）
、
同
八
－
九
款
 
（
取
得
権
原
に
つ
き
）
 
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
特
徴
に
つ
い
て
 
 

更
に
詳
細
に
論
ず
る
。
 
 
 

五
款
 
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
は
獲
得
さ
れ
た
占
有
に
関
す
る
。
 
 

一
項
 
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
は
、
占
有
獲
得
な
し
に
は
存
在
し
え
な
い
。
既
に
述
べ
た
 
（
四
款
）
 
よ
う
に
、
そ
れ
〔
＝
 
 

「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
↓
i
t
e
－
〕
は
占
有
獲
得
に
よ
り
始
め
て
成
立
し
、
占
有
獲
得
の
後
に
存
続
す
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
常
に
、
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講 演  

占
有
が
既
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
獲
得
行
為
に
は
全
く
関
係
し
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
そ
れ
は
「
善
意
」
「
悪
意
」
あ
る
い
 
 

（
6
）
 
は
、
「
暴
力
で
」
5
．
「
隠
秘
に
」
c
－
a
m
「
容
仮
に
よ
り
」
p
r
e
c
a
r
i
O
の
よ
う
な
そ
の
他
の
占
有
特
性
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
従
っ
て
、
 
 

ロ
ー
マ
法
史
料
中
占
有
獲
得
お
よ
び
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
関
連
の
多
数
の
法
文
中
に
、
「
買
主
と
し
て
（
又
は
）
嫁
資
と
 
 

し
て
引
渡
す
」
ゴ
a
d
e
r
e
 
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
2
〉
p
r
O
 
d
O
t
e
あ
る
い
は
「
買
主
と
し
て
（
又
は
）
嫁
資
と
し
て
受
領
す
る
」
≠
a
c
c
i
p
e
r
e
 
p
r
O
 
 

e
m
p
t
。
r
e
－
p
r
。
d
。
t
e
と
い
ぅ
た
表
現
に
出
会
わ
な
い
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
邑
は
従
っ
て
 
 

特
定
の
占
有
の
種
類
A
r
t
e
ロ
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
は
占
有
を
さ
ま
ざ
ま
な
「
と
し
て
 
 

〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
↓
i
t
e
－
に
従
っ
て
細
分
し
、
こ
れ
ら
の
権
原
に
よ
り
特
徴
を
示
さ
れ
た
占
有
を
時
々
「
占
有
の
種
類
」
g
e
n
e
r
a
 
官
s
．
 
 

S
e
S
S
i
O
n
u
m
と
呼
び
、
よ
り
頻
繁
に
は
「
占
有
の
亜
種
」
s
p
e
c
i
e
s
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
i
s
と
呼
ん
で
い
る
（
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
幸
三
法
 
 

文
二
一
項
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要
』
二
巻
五
二
、
五
六
節
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
一
〇
章
二
法
文
）
。
 
 

（
7
）
 
 
二
項
 
「
使
用
取
得
」
に
つ
い
て
の
ロ
ー
マ
法
の
周
知
の
定
義
も
、
獲
得
さ
れ
た
占
有
を
基
本
的
時
効
取
得
要
件
と
し
て
前
提
し
て
い
る
。
 
 

こ
の
こ
と
は
「
占
有
継
続
」
c
O
n
t
i
n
u
a
t
i
O
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
i
s
と
い
う
用
語
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
占
有
」
p
O
S
S
e
S
S
i
O
と
は
、
 
 

獲
得
さ
れ
た
占
有
を
想
定
し
て
い
る
場
合
に
の
み
占
有
の
継
続
B
e
s
t
a
n
d
と
言
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
獲
得
行
為
を
想
定
し
て
い
る
 
 

場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。
最
後
に
、
こ
の
考
察
は
、
「
…
…
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
p
r
O
…
…
と
い
う
法
文
中
に
大
量
に
み
ら
 
 

れ
る
表
現
と
一
致
す
る
。
「
使
用
取
得
」
の
定
義
に
照
応
し
て
、
「
…
…
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
は
、
「
…
…
と
し
て
の
占
有
」
p
O
S
S
e
S
S
i
O
 
 

p
r
O
を
獲
得
し
、
そ
の
占
有
が
一
年
又
は
二
年
存
続
す
る
こ
と
に
よ
る
所
有
権
取
得
の
過
程
く
O
r
g
a
ロ
g
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
の
み
理
 
 

解
さ
れ
る
。
 
 
 

六
款
 
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
は
数
種
の
特
質
を
備
え
た
占
有
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
8
）
 
一
項
 
〔
前
述
の
〕
「
使
用
取
得
」
定
義
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
占
有
は
特
質
を
備
え
た
占
有
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
の
理
論
に
よ
 
 

れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
占
有
は
、
「
正
原
因
」
 
 

売
買
あ
る
い
は
贈
与
の
よ
う
な
取
得
原
因
 
 

を
要
件
と
す
る
自
主
占
有
で
は
足
ら
な
い
。
 
 
70（3・107）617   



講 演  

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

そ
の
定
義
、
お
よ
び
「
…
…
と
し
て
の
使
用
取
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
p
r
O
類
型
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
↓
i
t
e
－
は
、
時
効
取
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
得
占
有
す
な
わ
ち
、
数
種
の
要
件
〔
特
質
な
い
し
特
性
〕
を
備
え
た
占
有
m
e
h
r
f
a
c
h
q
u
a
－
i
f
i
z
i
e
r
t
e
n
B
e
s
i
t
N
を
基
礎
と
す
る
。
 
 
 

二
項
 
時
効
取
得
占
有
は
い
ず
れ
も
、
ま
ず
も
っ
て
占
有
意
思
と
事
実
的
支
配
に
よ
り
表
わ
さ
れ
る
占
有
獲
得
を
要
件
と
す
る
。
こ
の
こ
 
 

と
を
前
提
と
し
て
、
〔
さ
ら
に
〕
「
買
主
」
取
得
時
効
占
有
は
売
買
を
要
件
と
す
る
自
主
占
有
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
占
有
が
「
塀
庇
な
 
 

く
」
s
i
n
e
喜
i
O
か
つ
「
善
意
」
で
獲
得
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
多
数
の
法
文
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
と
 
 

こ
ろ
で
あ
る
。
塀
庇
な
き
こ
と
に
つ
き
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
五
法
文
、
バ
ー
ビ
ニ
ア
ー
メ
ス
、
同
巻
八
章
八
法
文
以
上
二
法
文
 
 

、
 

ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
 
 

連
結
、
ウ
ル
ピ
ア
」
⊥
メ
ス
、
学
、
四
巻
二
章
一
四
法
文
二
項
「
善
意
」
に
つ
き
、
ユ
ー
リ
 
 

お
よ
び
一
項
、
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
、
学
、
三
五
巻
∵
童
⊥
一
〇
法
文
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
。
 
 
 

七
款
 
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
↓
i
t
e
－
は
取
得
時
効
占
有
の
特
性
を
示
す
占
有
特
質
の
総
括
と
解
釈
さ
れ
る
。
一
般
概
念
「
使
用
 
 

取
得
原
因
（
権
原
）
」
も
こ
れ
と
同
じ
。
 
 

一
項
 
〔
ロ
ー
マ
の
〕
法
学
者
達
の
専
門
用
語
で
は
、
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
3
・
T
i
t
e
－
は
、
そ
の
占
有
が
時
効
取
得
占
有
と
し
て
 
 

適
格
で
あ
る
と
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
（
本
節
六
款
）
。
そ
れ
は
特
質
を
備
え
た
占
有
の
特
性
を
表
示
す
る
の
で
あ
る
か
ら
「
と
し
て
 
 

〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
そ
の
も
の
を
占
有
特
性
表
示
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
複
数
の
要
件
を
備
え
た
特
定
の
種
類
 
 

の
占
有
、
す
な
わ
ち
、
取
得
時
働
占
有
の
特
性
を
示
す
の
で
、
「
と
し
て
苫
有
〕
」
権
原
p
r
。
1
T
i
t
e
】
を
総
括
的
占
有
特
性
表
示
と
理
解
し
 
 

う
る
。
そ
れ
は
、
い
く
つ
か
の
個
別
的
占
有
特
性
（
「
正
原
因
」
、
「
正
当
に
」
も
し
く
は
「
鞍
痕
な
く
」
、
．
「
善
意
」
）
を
あ
る
個
別
の
「
と
し
 
 

て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
も
し
く
は
補
充
的
＝
一
般
的
な
「
自
己
物
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
T
i
t
e
－
p
r
O
S
u
O
の
も
と
に
ま
と
め
る
。
 
 

一
般
的
時
効
取
得
原
因
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
法
史
料
中
の
「
使
用
取
得
原
因
（
権
原
）
」
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
 
 

こ
の
も
と
に
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
蒜
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
ユ
ー
リ
ア
ト
メ
ス
、
 
 

学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
、
パ
ウ
ル
】
ス
、
学
、
同
巻
四
章
二
法
文
一
項
）
。
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（
9
）
 
講
 
常
に
時
間
的
に
も
先
行
す
る
。
法
史
料
に
お
い
て
こ
の
こ
と
は
と
き
お
り
強
調
さ
れ
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 

ニ
款
 
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
に
お
い
て
も
、
上
位
概
念
で
あ
る
「
使
用
取
得
原
因
」
c
a
u
s
a
亡
S
u
C
a
p
i
O
n
i
s
に
お
い
て
 
 

も
、
当
該
占
有
が
時
効
取
得
占
有
に
必
要
な
占
有
要
素
す
べ
て
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
 
（
本
節
四
款
、
七
款
一
項
）
。
こ
れ
 
 

ら
の
占
有
要
素
 
－
 
「
正
原
因
」
、
「
正
当
に
 
（
塀
痕
な
く
）
」
「
善
意
」
I
は
、
時
効
取
得
権
原
の
構
成
部
分
な
い
し
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

時
効
取
得
権
原
は
そ
れ
故
、
こ
れ
ら
の
占
有
要
素
が
す
べ
て
揃
っ
て
 
〔
は
じ
め
て
〕
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
の
一
つ
、
例
 
 

え
ば
占
有
獲
得
の
．
「
暇
庇
な
き
こ
と
」
を
欠
く
と
、
時
効
取
得
権
原
は
存
在
し
え
ず
、
そ
の
結
果
、
時
効
取
得
が
成
立
し
え
な
い
こ
と
と
な
 
 

る
 
（
バ
ー
ビ
ニ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
八
章
八
法
文
）
。
 
 
 

三
項
 
最
後
に
、
上
述
の
個
々
の
占
有
要
素
は
相
互
に
法
理
論
上
全
く
独
立
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
法
的
に
独
立
の
要
素
で
あ
り
、
法
学
者
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
基
準
に
よ
り
検
討
評
価
す
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
〔
つ
ま
り
〕
占
有
意
思
並
び
に
事
実
的
物
支
配
、
取
得
原
因
、
占
有
の
戦
痕
な
き
こ
と
、
取
得
者
の
善
意
は
相
互
に
無
関
係
 
 

な
基
準
に
よ
り
そ
の
特
性
に
応
じ
て
精
査
さ
れ
る
。
 
 
 

八
款
 
取
得
原
因
。
そ
の
特
徴
的
要
素
。
 
 

一
項
 
取
得
権
原
に
は
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
が
持
つ
特
徴
（
本
節
五
－
七
款
）
 
の
ど
れ
ひ
と
つ
も
な
い
。
こ
の
こ
と
 
 

は
、
売
買
、
贈
与
、
物
権
遺
贈
、
等
々
の
如
き
取
得
原
因
が
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
邑
と
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
 
 

と
に
由
来
す
る
。
獲
得
さ
れ
た
占
有
の
特
性
を
表
示
す
る
占
有
特
質
で
あ
る
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
↓
i
t
e
－
と
は
異
な
り
、
取
得
 
 

原
因
は
法
理
論
上
、
占
有
（
獲
得
）
 
と
全
く
独
立
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
見
解
と
は
反
対
に
、
こ
の
こ
と
は
自
主
占
有
E
i
g
e
n
・
 
 

b
e
s
i
t
z
の
取
得
原
因
す
べ
て
に
妥
当
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
強
調
す
べ
き
で
あ
る
。
取
得
原
因
は
占
有
獲
得
に
無
関
係
に
成
立
、
存
続
し
、
 
 

法
学
者
達
は
、
占
有
と
は
独
立
の
、
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
た
基
準
に
従
っ
て
、
そ
れ
が
有
効
か
否
か
を
判
断
す
る
。
 
 
 

二
項
 
こ
の
特
徴
が
次
の
第
二
の
特
徴
と
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、
取
得
原
因
は
占
有
獲
得
に
論
理
的
に
先
行
す
る
の
み
な
ら
ず
殆
ん
ど
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三
項
 
古
典
期
法
学
者
達
が
し
ば
し
ば
売
買
、
贈
与
に
つ
い
て
日
常
用
語
に
従
っ
て
「
売
る
・
買
う
」
完
ロ
d
e
r
e
＼
e
m
e
r
e
な
い
し
「
贈
 
 

る
・
贈
ら
れ
る
」
d
O
n
a
r
e
＼
d
O
n
a
r
i
〔
と
い
う
表
現
〕
で
、
一
語
で
も
っ
て
、
取
得
原
因
と
占
有
供
与
B
e
s
i
t
z
完
r
S
C
h
a
f
f
u
n
g
な
い
し
占
有
 
 

獲
得
を
表
現
す
る
こ
と
と
上
記
の
特
徴
と
は
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
用
語
法
か
ら
、
古
典
期
法
学
者
達
は
取
得
原
因
と
占
有
獲
得
を
理
 
 

（
1
0
）
 
論
的
に
必
ず
し
も
常
に
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
誤
っ
た
推
論
で
あ
ろ
う
。
理
論
と
用
語
法
を
混
同
す
べ
き
で
な
い
。
 
 
 

四
項
 
最
後
に
注
記
す
べ
き
は
、
取
得
原
因
に
関
し
て
は
常
に
、
占
有
取
得
B
e
s
i
t
z
e
ユ
a
ロ
g
u
n
g
に
よ
り
所
有
権
取
得
の
十
分
な
理
由
と
 
 

な
る
、
一
つ
の
個
別
の
取
得
要
件
事
実
が
問
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
買
、
贈
与
、
物
権
遺
贈
、
嫁
資
設
定
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
と
は
反
対
に
、
こ
の
取
得
原
因
に
対
応
す
る
、
占
有
特
性
表
示
と
し
て
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
は
複
数
の
占
有
要
 
 

素
を
含
む
（
上
記
本
節
七
款
一
項
）
。
例
え
ば
、
「
プ
ー
プ
リ
キ
ウ
ス
訴
権
」
a
c
t
i
O
 
P
u
b
－
i
c
i
a
n
a
に
お
い
て
、
「
買
主
と
し
て
」
p
r
O
 
 

へ
‖
）
 
e
m
p
t
O
㌃
占
有
し
た
と
主
張
す
る
者
は
、
有
効
な
売
買
を
立
証
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
原
因
に
基
づ
き
、
つ
ま
り
、
売
主
の
協
力
の
も
 
 

と
に
（
「
顆
庇
な
く
」
）
、
占
有
を
得
た
こ
と
を
も
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
五
法
文
 
 

（
下
記
本
節
一
一
款
二
項
参
照
）
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
買
主
で
ま
た
占
有
者
で
も
あ
る
が
、
「
買
主
と
し
て
」
p
r
O
e
m
p
t
O
r
e
占
有
し
て
 
 

い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

九
款
 
取
得
原
因
（
「
引
渡
正
原
因
」
「
占
有
正
原
因
」
「
取
得
正
原
因
」
）
概
念
の
内
容
 
 
 

ロ
ー
マ
の
法
秩
序
が
取
得
原
因
と
し
て
い
か
な
る
過
程
な
い
し
事
情
て
m
s
t
a
n
d
を
そ
の
都
度
認
め
た
か
は
関
係
法
史
料
か
ら
推
論
さ
れ
 
 

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
得
原
因
は
更
に
法
史
料
で
見
ら
れ
る
類
型
予
す
な
わ
ち
、
「
引
渡
（
正
）
原
因
」
（
i
u
s
t
a
e
）
 
c
a
u
s
a
e
t
r
a
d
i
t
i
O
ロ
i
s
、
 
 

「
占
有
（
正
）
原
因
」
（
i
u
s
t
a
e
）
 
c
a
u
s
a
言
O
S
S
i
d
e
n
d
i
、
「
取
得
（
正
）
原
因
」
（
i
u
s
t
a
e
）
 
c
a
u
s
a
e
a
d
q
u
i
r
e
ロ
d
i
に
細
分
さ
れ
う
る
。
 
 

一
項
 
「
引
渡
正
原
因
」
概
念
の
豊
富
な
法
史
料
に
照
応
す
る
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
物
の
「
引
 
 

渡
」
t
r
a
d
i
t
i
O
に
よ
り
自
主
占
有
を
得
さ
せ
、
さ
ら
に
（
可
能
な
ら
ば
）
所
有
権
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
是
認
す
る
事
情
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
 
 

事
僧
は
極
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
事
実
を
含
む
。
売
買
の
場
合
は
こ
の
事
情
は
売
買
契
約
c
O
n
t
r
a
C
t
u
S
完
n
d
i
t
i
O
＼
e
m
p
t
i
O
自
体
の
中
に
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ヽ
ヽ
 
 

ぁ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
場
合
は
、
両
当
事
者
が
合
意
し
て
い
る
移
転
目
的
穿
e
r
t
r
a
g
u
n
g
s
z
w
e
c
k
、
す
な
わ
ち
、
「
贈
与
目
的
」
 
 

d
O
n
a
n
d
i
c
a
u
s
a
、
．
「
嫁
資
設
定
目
的
」
d
O
t
i
s
c
a
u
s
a
ゝ
O
t
i
s
n
O
邑
n
e
こ
ロ
d
O
t
e
m
、
「
貸
与
目
的
」
c
r
e
d
e
ロ
d
i
c
a
u
s
a
が
「
正
原
因
」
と
な
 
 

る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
お
よ
び
、
例
え
ば
「
目
的
故
の
供
与
」
d
a
t
i
0
0
b
r
e
m
の
場
合
に
も
、
自
主
占
有
の
獲
得
さ
ら
に
は
（
可
能
な
ら
 
 

ば
）
 

（
合
意
約
束
）
」
c
O
n
完
n
t
i
O
（
p
a
c
t
u
m
）
が
成
立
し
て
い
る
も
の
に
存
す
る
。
「
引
渡
」
そ
の
も
の
は
こ
の
事
情
中
に
含
ま
れ
な
い
。
ロ
ー
 
 

（
1
2
）
 
マ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
問
答
契
約
債
務
の
弁
済
の
場
合
は
、
「
弁
済
」
s
O
－
u
t
i
O
で
も
「
通
式
な
履
行
行
為
」
d
i
e
 
O
r
d
n
u
n
g
s
m
琶
．
 
 

（
1
3
）
 
g
e
E
r
f
E
－
u
n
g
s
g
2
S
C
h
旨
で
も
な
く
、
現
実
に
存
在
す
る
債
務
な
い
し
両
当
事
者
が
存
在
す
る
と
考
え
た
債
務
（
d
e
b
i
t
u
m
）
が
「
正
原
 
 

因
」
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
ロ
ー
マ
法
理
解
と
異
な
る
。
〔
従
来
の
〕
 
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
見
解
は
 
 

（
1
4
）
 
法
史
料
に
即
応
せ
ず
、
分
析
に
耐
え
え
な
い
も
の
で
、
そ
れ
自
体
で
自
己
矛
盾
で
あ
る
。
 
 

（
ほ
）
（
1
6
）
 
 
二
項
 
「
占
有
（
正
）
原
因
」
の
概
念
お
よ
び
は
る
か
に
広
い
「
取
得
（
正
）
原
因
」
の
類
型
は
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。
 
 

あ
る
物
の
占
有
取
得
に
よ
り
自
主
占
有
、
さ
ら
に
（
可
能
な
ら
ば
）
所
有
権
が
取
得
さ
れ
る
こ
と
を
是
認
す
る
事
情
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
で
 
 

も
ま
た
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
事
実
が
問
題
と
な
る
。
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
、
原
始
的
占
有
取
得
の
場
合
に
、
占
有
獲
取
 
 

B
e
s
i
t
2
e
r
g
r
2
i
f
u
ロ
g
に
よ
り
自
主
占
有
お
よ
び
所
有
権
が
取
得
さ
れ
る
こ
と
を
是
認
す
る
事
情
で
あ
る
。
例
え
ば
カ
ー
サ
ー
な
ど
の
ロ
ー
マ
 
 

（
望
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
8
）
 
法
研
究
者
の
見
解
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
〔
占
有
〕
獲
取
そ
の
も
の
が
「
正
原
因
」
と
な
る
の
で
な
く
、
当
該
物
の
法
的
状
況
、
 
 

す
な
わ
ち
、
そ
の
物
が
「
放
棄
物
」
r
e
s
p
r
。
d
e
r
e
－
i
c
t
a
h
a
b
i
t
a
で
あ
る
、
と
か
「
無
主
物
」
r
e
s
n
u
〓
i
亡
S
で
あ
る
と
か
、
家
外
相
統
人
の
 
 

未
だ
占
有
し
て
い
な
い
「
相
続
財
産
目
的
物
」
r
e
s
h
e
r
e
d
i
t
a
r
i
a
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情
が
「
正
原
因
」
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
 
 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
で
も
「
正
原
因
」
が
占
有
獲
得
と
独
立
か
つ
そ
の
以
前
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
例
外
な
く
妥
当
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
三
項
 
取
得
原
因
に
つ
い
て
の
〔
前
記
一
項
、
二
項
の
〕
二
つ
の
内
容
記
述
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
は
、
占
有
獲
得
そ
の
も
の
は
決
し
て
 
 

カ
ウ
サ
 
 

「
（
正
）
原
因
」
、
す
な
わ
ち
、
自
主
占
有
獲
得
お
よ
び
所
有
権
取
得
を
是
認
す
る
事
情
、
の
要
素
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
取
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得
原
因
〔
こ
そ
〕
が
自
主
占
有
の
取
得
を
根
拠
づ
け
あ
る
い
は
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
〝
引
渡
″
な
い
し
〝
占
有
獲
取
″
そ
 
 

講
 
の
も
の
を
根
拠
づ
け
る
事
情
の
一
要
素
と
考
え
る
こ
と
は
背
理
で
あ
る
。
 
 

一
〇
款
 
本
節
二
－
九
款
命
題
の
補
完
お
よ
び
ま
と
め
 
 

「
と
し
て
〔
占
有
〕
取
得
」
権
原
p
r
O
↓
i
t
e
二
占
有
特
性
表
示
）
と
取
得
原
因
（
占
有
と
は
独
立
の
取
得
要
件
事
実
）
の
相
違
は
以
上
 
 

か
ら
三
種
の
仕
方
で
可
能
と
な
っ
た
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

一
項
 
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
が
時
効
取
得
権
原
と
取
得
権
原
を
区
別
し
た
こ
と
を
我
々
は
す
で
に
確
認
し
た
。
二
つ
の
「
原
因
」
概
念
が
 
 
 

存
在
し
、
そ
れ
は
法
学
的
範
疇
、
要
素
、
機
能
に
お
い
て
、
さ
ら
に
ま
た
大
抵
は
、
用
語
法
で
も
異
な
る
。
「
使
用
取
得
」
領
域
に
お
い
て
 
 

カ
ウ
サ
カ
ウ
サ
 
 
「
原
因
」
に
言
及
す
る
と
き
は
、
い
ず
れ
の
「
原
因
」
概
念
に
関
す
る
も
の
か
を
読
者
に
正
確
に
示
す
こ
と
が
将
来
的
に
は
ロ
ー
マ
法
研
究
 
 
 

者
に
対
し
て
期
待
さ
れ
よ
う
。
今
日
の
文
献
で
は
、
両
概
念
の
混
清
に
よ
っ
て
多
数
の
不
明
瞭
お
よ
び
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 
二
項
 
〔
本
研
究
に
よ
り
〕
は
じ
め
て
時
効
取
得
権
原
と
し
て
の
「
原
因
」
の
概
念
内
容
の
法
史
料
に
即
応
す
る
記
述
が
可
能
と
な
っ
た
。
 
 
 

ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
は
、
実
際
、
専
門
的
一
般
概
念
で
あ
る
時
効
取
得
権
原
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
正
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
は
こ
の
概
念
の
も
と
に
、
ロ
ー
マ
法
研
究
文
献
の
中
で
普
通
「
使
用
取
得
正
原
因
」
龍
i
u
s
t
a
 
c
a
u
s
a
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
と
 
 
 

名
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
全
く
違
っ
た
も
の
を
理
解
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
本
節
一
款
で
示
唆
し
た
激
し
い
論
争
の
対
象
と
な
っ
た
二
つ
 
 
 

の
問
題
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
〔
こ
と
に
な
る
〕
。
〔
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
〕
明
確
な
一
つ
の
概
念
が
存
在
し
た
が
、
統
一
的
用
語
、
 
 
 

専
門
的
表
現
を
持
た
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
研
究
者
は
［
今
ま
で
］
概
念
と
用
語
、
理
論
と
言
葉
遣
い
を
正
確
に
区
別
し
な
か
っ
た
〔
と
い
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

え
る
〕
。
上
位
概
念
た
る
時
効
取
得
権
原
は
法
史
料
中
に
は
、
「
使
用
取
得
が
生
ず
る
原
因
」
c
a
u
s
a
q
u
a
m
u
s
u
c
a
p
i
O
S
e
富
i
t
u
r
（
ユ
ー
リ
 
 
 

ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
同
章
四
法
文
三
項
）
「
使
用
取
得
の
正
原
因
」
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
 
c
a
u
s
a
m
 
 
 

i
u
s
t
a
m
（
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
同
幸
三
三
法
文
三
項
）
、
「
使
用
取
得
原
因
」
c
a
u
s
a
u
s
亡
C
a
p
i
O
ロ
i
s
（
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
 
 

カ
ウ
サ
 
 
文
一
項
）
「
原
因
に
基
づ
き
使
用
取
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
e
舛
C
a
u
S
a
（
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
同
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
、
ウ
ル
ピ
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ア
ー
メ
ス
、
学
、
六
巻
二
章
一
一
法
文
四
項
）
 
と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
る
。
の
ち
に
は
「
（
使
用
取
得
）
権
原
」
t
i
t
u
－
u
s
（
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
）
 
 

〔
と
い
う
表
現
〕
 
で
も
時
と
し
て
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
O
】
T
i
邑
が
示
さ
れ
た
 
（
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
五
巻
三
章
一
三
法
文
一
 
 

項
、
四
一
巻
九
章
一
法
文
序
項
、
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
同
巻
三
章
四
六
法
文
、
勅
法
彙
纂
〔
以
下
勅
と
略
〕
 
七
巻
三
四
章
四
法
文
 
 

（
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ー
メ
ス
、
マ
ク
シ
ミ
ア
ー
メ
ス
両
帝
）
。
ロ
ー
マ
法
研
究
文
献
に
み
ら
れ
る
瀞
i
u
s
t
a
c
a
u
s
a
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
（
「
使
用
取
 
 

得
正
原
因
」
）
 
と
い
う
表
現
は
こ
れ
に
ぴ
っ
た
り
同
じ
形
で
は
法
史
料
中
一
度
も
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

三
項
 
最
後
に
、
二
つ
の
「
原
因
」
概
念
の
こ
の
区
別
に
よ
っ
て
、
従
来
の
ロ
ー
マ
法
研
究
文
献
に
見
出
さ
れ
る
よ
り
も
正
確
な
、
取
得
 
 

カ
ウ
サ
 
 

原
因
と
し
て
の
「
原
因
」
 
の
概
念
内
容
の
記
述
が
可
能
と
な
っ
た
。
〔
こ
こ
で
は
〕
取
得
原
因
の
用
語
法
に
閲
し
、
所
見
の
一
つ
を
示
す
に
 
 

と
ど
め
る
。
〔
古
代
の
〕
 
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
の
理
論
と
は
異
な
り
、
〔
現
代
の
〕
 
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
売
買
、
贈
与
、
嫁
 
 

資
設
定
の
如
き
、
取
得
原
因
が
時
効
取
得
梅
原
で
あ
り
、
〔
こ
れ
ら
が
〕
時
効
取
得
を
主
張
す
る
際
に
訴
訟
に
お
い
て
も
立
証
さ
れ
る
べ
き
 
 

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
〔
ロ
ー
マ
の
〕
法
学
者
達
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
「
使
用
取
得
す
る
」
u
s
亡
C
a
p
e
r
e
と
結
び
合
せ
て
、
「
売
 
 

買
原
因
に
よ
り
」
e
H
 
C
a
u
S
a
 
e
m
p
t
i
O
ロ
i
s
、
あ
る
い
は
「
贈
与
原
因
に
よ
り
」
e
舛
 
C
a
u
S
a
 
d
O
ロ
a
t
i
O
n
i
s
、
「
嫁
資
原
因
に
よ
り
」
d
O
t
i
s
 
 

（
1
9
）
 
 

c
a
u
s
a
〉
d
O
t
i
s
 
n
O
m
i
ロ
e
と
い
う
表
現
を
一
度
た
り
と
も
使
用
し
て
い
な
い
。
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
が
 
「
買
主
と
し
て
」
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
、
 
 

「
受
贈
者
と
し
て
」
p
r
O
 
d
O
n
a
t
O
「
嫁
資
と
し
て
」
p
r
O
 
d
O
t
e
を
本
当
に
た
だ
単
に
取
得
植
原
の
言
い
換
え
の
表
現
と
し
て
の
み
考
え
た
と
 
 

し
た
ら
、
な
ぜ
上
記
の
表
現
を
避
け
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
ロ
ー
マ
法
研
究
者
は
こ
の
問
題
を
解
い
て
い
な
い
。
 
 
 

四
項
 
ロ
ー
マ
時
効
取
得
権
原
で
あ
る
「
使
用
取
得
原
因
」
 
の
概
念
内
容
に
つ
い
て
の
、
第
一
の
か
つ
最
重
要
の
問
題
に
関
わ
る
我
々
の
 
 

結
論
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

「
使
用
取
得
原
因
」
c
a
u
s
a
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
は
客
観
的
要
素
と
主
観
的
要
素
か
ら
成
り
立
つ
。
ロ
ー
マ
の
理
論
は
、
取
得
原
因
が
先
行
す
る
 
 

こ
と
、
占
有
獲
得
に
暇
庇
な
き
こ
と
と
い
う
要
件
と
並
ん
で
、
取
得
者
の
善
意
も
、
一
体
と
し
て
判
断
さ
れ
る
時
効
取
得
権
原
の
構
成
要
素
 
 

と
見
る
。
こ
の
概
念
上
の
一
体
性
は
、
二
つ
の
因
子
に
負
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、
占
有
獲
得
時
に
こ
れ
ら
の
三
要
素
が
充
足
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さ
れ
る
こ
と
、
他
方
、
占
有
獲
得
に
際
し
そ
れ
ら
が
構
成
す
る
共
同
性
で
あ
る
。
三
つ
の
個
別
の
占
有
特
性
が
対
象
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
法
 
 

学
者
の
理
論
お
よ
び
用
語
法
で
一
つ
の
共
通
の
分
母
、
す
な
わ
ち
、
時
効
取
得
占
有
に
必
要
な
占
有
特
質
、
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
 
 

る
。
こ
の
こ
と
は
法
史
料
に
お
い
て
、
一
方
で
は
、
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
（
個
別
お
よ
び
「
自
己
物
」
p
r
O
 
S
u
O
）
 
に
よ
 
 

り
、
他
方
で
、
時
効
取
得
原
因
と
い
う
一
般
概
念
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
 
（
本
節
一
〇
款
二
項
）
 
に
よ
り
現
れ
て
い
る
。
 
 
 

従
っ
て
ロ
ー
マ
の
法
早
老
達
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
「
買
主
」
時
効
取
得
占
有
を
生
む
の
は
、
売
買
の
よ
う
な
取
得
原
因
の
み
で
は
な
く
、
 
 

占
有
に
つ
い
て
の
三
つ
の
要
件
充
足
で
あ
る
。
取
得
原
因
は
時
効
取
得
権
原
の
第
一
次
的
要
件
を
な
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
一
で
 
 

（
2
0
）
 
 

は
な
い
。
「
売
買
と
引
渡
が
一
緒
に
な
っ
て
」
 
で
は
な
く
、
売
買
、
塀
痕
な
き
こ
と
お
よ
び
善
意
〔
の
三
要
件
〕
 
を
充
足
す
る
時
効
取
得
占
 
 

有
が
、
時
効
取
得
の
そ
の
他
の
要
件
の
存
在
す
る
場
合
に
、
「
買
主
」
時
効
取
得
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

時
効
取
得
権
原
（
「
買
主
と
し
て
」
p
r
O
e
m
p
t
O
r
e
）
 
と
取
得
権
原
（
「
売
買
」
e
m
p
t
i
O
）
 
を
同
じ
も
の
と
取
扱
う
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
見
 
 

解
は
法
史
料
に
沿
わ
ず
、
従
っ
て
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
を
取
得
原
因
の
言
い
か
え
の
表
現
 
 

と
単
純
に
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
と
取
得
権
原
は
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
に
と
っ
て
は
、
相
異
な
 
 

る
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
基
本
的
区
別
か
ら
出
発
し
て
は
じ
め
て
一
連
の
法
文
を
正
し
く
理
解
し
う
る
。
 
 
 

我
々
の
命
題
と
こ
れ
ま
で
の
分
析
は
、
一
般
的
な
確
認
と
考
察
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
き
、
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
O
 
 

・
T
i
t
e
－
お
よ
び
取
得
原
因
に
関
す
る
極
め
て
豊
富
な
法
史
料
が
確
実
な
経
験
的
基
礎
e
i
n
 
f
e
s
t
e
s
 
e
m
p
i
r
i
s
c
h
e
s
 
F
u
ロ
d
a
m
e
n
t
と
信
頼
し
 
 

う
る
出
発
点
を
提
供
す
る
。
い
ま
や
上
述
の
諸
命
題
の
正
当
性
を
若
干
の
重
要
法
文
の
個
別
解
釈
に
よ
っ
で
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
学
説
彙
纂
法
文
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
三
法
文
ニ
ー
項
（
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
と
取
得
権
原
 
 

の
関
係
）
、
同
人
、
同
章
五
法
文
 
（
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
の
構
成
要
素
と
し
て
の
占
有
の
暇
痕
な
き
こ
と
）
、
ユ
ー
リ
ア
ー
 
 

ヌ
ス
、
学
、
同
巻
三
幸
三
三
法
文
序
項
お
よ
び
一
項
（
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
の
構
成
要
素
と
し
て
の
「
善
意
」
お
よ
び
一
 
 

般
概
念
「
使
用
取
得
原
因
」
）
、
同
人
、
同
法
文
三
項
（
「
使
用
取
得
の
正
原
因
」
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
c
a
u
s
a
i
u
s
t
a
の
概
念
）
 
で
あ
る
。
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説
明
 
パ
ウ
ル
ス
は
、
占
有
の
種
類
、
す
な
わ
ち
、
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
に
よ
り
そ
の
特
性
の
示
さ
れ
た
占
有
の
種
類
 
 

は
、
自
分
の
物
で
な
い
物
を
取
得
す
る
法
的
原
因
、
す
な
わ
ち
取
得
原
因
と
同
じ
だ
け
の
数
が
あ
る
、
と
い
う
命
題
か
ら
始
め
る
。
パ
ウ
ル
 
 

ス
は
次
い
で
そ
の
例
を
挙
げ
る
。
「
例
え
ば
」
完
－
u
t
「
買
主
と
し
て
」
「
受
贈
者
と
し
て
」
等
々
（
の
占
有
）
。
そ
の
最
後
の
も
の
と
し
て
、
 
 

（
2
1
）
 
「
自
己
物
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
↓
i
t
e
－
p
r
O
S
u
O
を
挙
げ
る
。
こ
の
段
階
で
は
じ
め
て
、
取
得
原
因
が
明
言
さ
れ
る
が
、
一
つ
の
み
で
な
 
 

く
複
数
〔
の
取
得
原
因
〕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
パ
ウ
ル
ス
は
原
始
的
な
占
有
獲
得
お
よ
び
所
有
権
取
得
の
三
つ
の
ち
が
っ
た
要
件
事
実
を
挙
げ
、
 
 

そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自
己
物
と
し
て
」
占
有
と
な
る
。
［
こ
こ
で
は
単
に
例
が
示
さ
れ
て
い
る
（
s
i
c
u
t
）
に
す
ぎ
な
い
。
学
、
四
一
巻
 
 

一
〇
章
二
法
文
に
こ
れ
よ
り
多
い
目
録
が
み
ら
れ
る
］
。
「
自
己
物
と
し
て
」
占
有
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
陸
上
若
し
く
は
海
中
で
獲
取
し
 
 

Ⅶ
越
冗
 
た
も
の
、
敵
か
ら
戦
利
品
と
し
て
略
取
し
た
も
の
、
ま
た
は
、
自
ら
が
新
し
く
創
出
し
た
も
の
に
関
し
て
で
あ
る
。
〔
こ
こ
で
〕
パ
ウ
ル
ス
 
 

は
、
明
ら
か
に
「
加
工
」
㌦
p
e
c
i
f
i
c
a
t
i
O
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
 
 
 

従
っ
て
「
自
己
物
と
し
て
」
占
有
権
原
B
e
s
i
t
z
t
i
t
e
－
p
r
O
S
u
O
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
別
取
得
原
因
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
対
応
す
を
 
 

特
定
の
名
を
有
す
る
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
植
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
と
い
う
も
の
が
あ
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
補
完
的
⊥
般
的
占
 
 

一
一
款
 
「
使
用
取
得
原
因
」
概
念
の
諸
命
題
を
基
礎
づ
け
る
主
要
法
文
分
析
 
 

一
項
 
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
と
取
得
原
因
は
区
別
す
べ
き
こ
と
 
 
 

パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
三
法
文
ニ
ー
項
（
『
告
示
注
解
』
五
四
巻
）
「
占
有
の
種
類
g
e
n
e
r
a
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
u
m
は
我
々
の
も
の
 
 

で
な
い
も
の
を
取
得
す
る
原
因
と
同
じ
だ
け
の
数
が
あ
る
。
例
え
ば
、
買
主
と
し
て
、
受
贈
者
と
し
て
、
受
遺
者
と
し
て
、
嫁
資
と
し
て
、
 
 

相
続
人
と
し
て
、
加
害
物
委
付
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
自
己
物
と
し
て
、
〔
す
な
わ
ち
〕
、
陸
上
あ
る
い
は
海
中
で
、
も
し
く
は
、
敵
か
ら
 
 

獲
取
し
た
も
の
、
ま
た
は
、
我
々
自
身
が
形
あ
る
も
の
に
し
た
も
の
、
に
つ
い
て
の
如
く
。
結
論
は
む
し
ろ
、
占
有
す
る
種
類
g
e
ロ
u
S
 
 

p
O
S
S
i
d
2
n
d
i
は
唯
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
亜
種
s
p
e
c
i
e
s
が
無
数
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
 
 

70（3・115）625   
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有
特
性
表
示
で
あ
る
「
自
己
物
と
し
て
」
占
有
の
も
と
に
は
、
取
得
原
因
と
し
て
そ
の
基
礎
に
あ
る
全
く
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
事
実
が
含
ま
れ
 
 

る
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。
従
っ
て
、
パ
ウ
ル
ス
は
「
自
己
物
と
し
て
」
占
有
特
性
表
示
が
、
冒
頭
命
題
に
矛
盾
す
る
が
故
に
、
そ
の
命
題
を
修
 
 

正
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
結
論
は
む
し
ろ
」
（
e
t
i
n
s
u
m
m
a
m
a
g
i
s
e
s
t
）
た
だ
一
種
類
の
（
要
件
具
備
の
）
占
有
が
あ
り
、
そ
し
て
「
無
 
 

数
の
亜
種
」
（
s
p
e
c
i
e
s
i
n
f
i
邑
a
e
）
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
た
だ
一
種
類
」
亡
n
u
m
g
2
n
u
S
と
い
う
用
語
は
「
自
己
 
 

物
と
し
て
〔
占
有
〕
」
植
原
T
i
邑
p
r
O
S
u
O
の
み
に
関
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
挙
示
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
2
－
す
べ
て
に
 
 

関
る
の
か
、
の
問
題
が
生
じ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
多
数
の
「
占
有
の
種
頸
」
g
e
n
e
r
a
 
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
u
m
に
代
っ
て
唯
一
の
類
型
（
u
n
u
m
 
 

g
e
n
亡
S
）
た
る
「
正
原
因
に
基
づ
く
占
有
」
p
O
S
S
e
S
S
i
O
e
已
u
s
t
a
c
a
u
s
a
が
あ
る
と
考
え
る
の
か
否
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
答
を
出
さ
 
 

な
い
ま
ま
で
先
に
進
む
。
 
 
 

「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
二
占
有
特
性
表
示
）
と
取
得
原
因
（
占
有
と
は
独
立
の
取
得
要
件
事
実
）
と
を
区
別
し
な
か
っ
た
 
 

が
故
に
、
こ
の
法
文
は
ロ
ー
マ
法
研
究
に
お
い
て
今
ま
で
、
正
し
く
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
〔
従
来
〕
一
般
に
、
パ
ウ
ル
ス
は
 
 

「
取
得
原
因
」
c
a
u
s
a
e
a
d
q
亡
i
r
e
n
d
i
〔
と
い
う
表
現
〕
で
、
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
榛
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
を
考
え
て
お
り
、
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
法
 
 

研
究
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
対
応
す
る
取
得
権
原
、
す
な
わ
ち
売
買
、
贈
与
、
物
権
遺
贈
等
々
の
言
い
換
え
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
 
 

（
2
3
）
 
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
こ
の
誤
解
の
た
め
に
、
解
釈
す
る
者
が
こ
の
法
文
の
急
所
を
逃
す
こ
と
と
な
つ
て
い
た
。
そ
の
ほ
 
 

か
に
、
こ
の
誤
解
か
ら
『
ロ
ー
マ
法
用
語
大
辞
典
』
く
O
C
a
b
u
－
a
r
i
u
m
H
u
r
i
s
p
r
u
d
e
ロ
t
i
a
e
R
O
m
a
n
a
e
に
お
い
て
、
こ
の
法
文
中
の
す
べ
て
 
 

の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
↓
i
t
e
二
用
語
〕
を
誤
っ
た
場
所
に
収
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
大
辞
典
』
に
お
い
て
こ
 
 

れ
ら
す
べ
て
は
「
…
…
と
し
て
取
得
す
る
」
場
a
d
q
u
i
r
e
r
価
p
r
？
…
：
表
現
の
例
証
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
、
 
 

こ
の
法
文
に
も
関
係
法
史
料
の
ど
こ
に
も
見
当
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
パ
ウ
ル
ス
法
文
に
「
…
…
と
し
て
取
得
す
る
」
瀞
a
d
q
u
i
↑
2
r
e
 
 

p
r
？
…
‥
の
用
語
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
ま
た
、
「
…
…
と
し
て
占
有
す
る
」
p
O
S
S
i
d
e
r
e
 
p
r
O
お
よ
び
「
…
…
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
 
 

u
s
u
c
a
p
e
r
e
p
r
O
と
い
う
多
数
例
証
さ
れ
る
用
語
類
型
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
執
筆
者
に
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
人
を
責
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説
明
 
問
答
契
約
債
権
者
あ
る
い
は
買
主
は
、
債
務
者
の
同
意
な
く
し
て
債
務
の
目
的
た
る
物
の
占
有
を
取
得
し
た
な
ら
、
「
強
盗
」
と
 
 

（
2
4
）
 
し
て
占
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
占
有
者
と
し
て
」
p
r
O
p
O
S
S
e
S
S
O
r
e
（
〝
単
な
る
自
主
占
有
者
と
し
て
″
）
占
有
す
る
。
 
 
 

本
法
文
は
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
と
取
得
原
因
を
単
純
に
同
じ
も
の
と
す
る
、
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
見
解
を
極
め
て
明
 
 

確
に
否
定
す
る
。
と
り
わ
け
、
売
買
事
例
の
例
示
は
私
の
命
題
を
極
め
て
良
く
説
明
す
る
。
パ
ウ
ル
ス
は
、
買
主
が
売
主
の
意
思
な
し
に
売
 
 

め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
〔
な
ぜ
な
ら
〕
 
ロ
ー
マ
法
研
究
が
す
べ
て
こ
の
点
で
誤
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
分
析
の
一
般
的
誤
り
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

本
法
文
が
十
分
な
根
拠
も
な
く
修
正
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
の
は
自
然
の
成
行
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
こ
こ
で
立
入
る
こ
と
は
余
計
な
 
 

こ
と
で
あ
る
。
〔
本
法
文
の
〕
内
容
は
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
古
典
期
の
も
の
で
あ
り
、
パ
ウ
ル
ス
に
典
型
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
 
 

法
文
が
 
〔
原
文
の
一
部
の
〕
省
略
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
 
 
 

二
項
 
「
買
主
と
し
て
」
 
（
「
弁
済
と
し
て
」
）
等
々
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
は
占
有
獲
得
の
暇
庇
な
き
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
 
 
 

パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
五
法
文
（
『
告
示
注
解
』
六
三
巻
）
 
「
私
が
あ
な
た
に
問
答
契
約
に
基
き
〔
奴
隷
〕
 
ス
テ
イ
ク
ス
 
〔
を
与
 
 
 

え
る
債
務
〕
を
負
っ
て
い
る
が
私
が
こ
れ
を
〔
未
だ
〕
引
渡
さ
な
い
の
に
、
あ
な
た
が
占
有
を
取
得
し
た
な
ら
、
あ
な
た
は
強
盗
で
あ
る
。
 
 
 

同
様
に
私
が
あ
る
物
を
売
り
未
だ
そ
れ
を
引
渡
さ
な
い
場
合
に
、
も
し
あ
な
た
が
私
の
意
思
な
し
に
占
有
を
取
得
し
た
な
ら
、
あ
な
た
は
 
 
 

買
主
と
し
て
占
有
す
る
の
で
な
く
、
強
盗
で
あ
る
」
。
 
 
 

〔
訳
〕
 
私
は
あ
な
た
に
問
答
契
約
に
基
づ
き
ス
テ
イ
タ
ス
を
負
っ
て
い
る
が
、
あ
な
た
に
 
（
未
だ
）
そ
の
者
を
引
渡
さ
な
か
っ
た
。
あ
な
 
 
 

た
が
そ
の
占
有
を
（
私
の
意
思
な
し
に
）
取
得
し
た
な
ら
、
あ
な
た
は
〝
慮
次
皿
″
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
次
の
場
合
も
あ
て
は
ま
る
。
 

し
私
が
あ
る
物
を
売
り
（
未
だ
）
引
渡
し
て
い
な
い
場
合
に
、
あ
な
た
が
私
の
意
思
な
し
に
そ
の
占
有
を
取
得
し
た
な
ら
、
あ
な
た
は
 
 
 

〝
買
主
と
し
て
″
占
有
す
る
の
で
な
く
〝
強
盗
″
 
で
あ
る
。
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買
目
的
物
の
占
有
に
入
っ
た
な
ら
「
買
主
と
し
て
」
占
有
し
な
い
、
と
強
調
す
る
。
こ
の
判
断
は
「
買
主
と
し
て
」
 
〔
と
い
う
用
語
〕
 
の
意
 
 

味
に
と
っ
て
啓
発
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
有
効
な
売
買
が
あ
り
、
売
買
目
的
物
の
 
〔
占
有
〕
獲
得
者
は
そ
の
買
主
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
 
 

か
わ
ら
ず
、
占
有
す
る
こ
の
買
主
は
、
〝
買
主
と
し
て
″
占
有
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
買
主
と
し
て
」
 
〔
占
有
〕
 
は
専
門
用
語
と
し
て
 
 

技
術
的
意
義
を
持
ち
、
日
常
用
語
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
 
 
 

あ
る
人
が
、
買
い
か
つ
売
買
目
的
物
の
占
有
者
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
「
買
主
と
し
て
」
占
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
占
有
 
 

特
性
表
示
〔
＝
「
買
主
と
し
て
」
占
有
〕
 
は
 
－
 
ち
な
み
に
、
正
当
な
る
自
主
占
有
を
示
す
と
こ
ろ
の
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
0
 
 

1
T
i
t
e
－
す
べ
て
と
同
じ
く
 
－
 
売
買
が
先
行
す
る
こ
と
と
並
ん
で
占
有
獲
得
の
塀
痕
な
き
こ
と
を
も
要
件
と
す
る
。
占
有
は
売
買
を
根
拠
 
 

と
し
て
取
得
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
主
の
協
力
の
も
と
で
 
（
「
引
渡
」
に
よ
り
）
、
あ
る
い
は
、
 
－
 
自
力
に
よ
る
 
〔
占
有
〕
 
 

獲
取
E
r
g
r
e
i
f
u
n
g
の
場
合
は
 
－
 
少
く
と
も
売
主
の
意
思
に
反
し
な
い
こ
と
〔
で
あ
る
〕
。
こ
の
第
二
の
要
件
が
欠
落
す
る
と
、
〔
ロ
ー
マ
 
 

の
〕
法
学
者
達
は
当
該
占
有
を
、
そ
れ
ぞ
れ
取
得
原
因
に
対
応
す
る
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
↓
i
t
e
－
と
は
分
類
し
な
い
、
す
な
わ
 
 

ち
、
こ
の
パ
ウ
ル
ス
法
文
の
土
つ
の
提
示
例
で
い
え
ば
、
「
弁
済
と
し
て
」
な
い
し
「
買
主
と
し
て
」
 
〔
占
有
す
る
も
の
〕
 
と
し
て
は
見
倣
さ
 
 

な
い
。
こ
こ
で
こ
の
二
つ
の
例
に
つ
い
て
言
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
古
典
期
学
者
す
べ
て
の
見
解
に
一
致
す
る
。
こ
れ
に
閲
し
意
見
の
相
違
を
 
 

示
唆
す
る
法
史
料
は
全
く
な
い
。
 
 
 

で
は
、
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
の
要
件
で
あ
る
畷
痕
な
き
こ
と
は
い
つ
存
在
す
る
の
か
。
こ
こ
で
は
 
〔
次
の
よ
う
に
〕
区
 
 

別
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
放
棄
物
あ
る
い
は
未
占
有
相
続
財
産
目
的
物
の
場
合
の
よ
う
に
、
前
占
有
者
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
〔
占
 
 

有
〕
獲
取
（
原
始
的
獲
得
）
 
に
よ
っ
て
常
に
戦
痕
な
き
占
有
を
取
得
す
る
。
〔
こ
れ
に
対
し
て
〕
、
前
占
有
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
引
渡
 
 

（
「
正
原
因
に
基
づ
く
引
渡
」
）
 
に
よ
り
承
継
的
に
、
あ
る
い
は
前
占
有
者
の
同
意
の
も
と
で
 
〔
占
有
〕
獲
取
（
「
先
占
」
O
C
C
u
p
a
t
i
O
）
 
に
よ
 
 

り
、
占
有
が
獲
得
さ
れ
た
時
に
か
ぎ
り
占
有
は
暇
庇
な
く
獲
得
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
八
章
八
法
文
 
 

（
『
質
疑
録
』
 
二
三
巻
）
 
「
受
遺
者
が
引
渡
し
に
よ
ら
な
い
占
有
を
鞍
痕
な
く
し
て
得
た
な
ら
、
受
遺
物
の
使
用
取
得
が
あ
る
」
は
後
者
の
事
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案
例
を
述
べ
る
。
 
 
 

「
暴
力
で
」
あ
る
い
は
「
隠
秘
に
」
獲
得
さ
れ
た
占
有
は
暇
庇
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
巻
二
章
一
四
法
文
二
項
 
 

「
暴
力
を
用
い
た
者
は
〔
単
な
る
〕
占
有
者
と
し
て
占
有
す
る
」
。
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
法
文
、
学
、
四
．
一
巻
一
〇
章
四
法
文
序
項
末
尾
の
言
明
 
 

「
同
一
物
を
自
己
物
と
し
て
占
有
し
、
同
時
に
隠
秘
に
占
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
は
、
他
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
す
 
 

べ
て
に
も
妥
当
す
る
。
ロ
ー
マ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
「
買
主
と
し
て
占
有
し
か
つ
隠
秘
に
」
瀞
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
 
e
t
 
C
－
a
m
占
有
す
る
 
 

こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
三
巻
一
七
章
三
法
文
序
項
（
『
告
示
注
解
』
六
九
巻
）
 
に
お
い
て
「
私
 
 

は
正
原
因
に
よ
り
占
有
す
る
が
あ
な
た
は
暴
力
に
よ
り
あ
る
い
は
隠
秘
に
占
有
す
る
」
と
鋭
く
対
比
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
 
 

か
な
よ
う
に
、
「
正
原
因
に
基
づ
く
占
有
」
p
O
S
S
e
S
S
i
O
e
㍍
i
u
s
t
a
c
a
u
s
a
と
「
不
当
占
有
」
i
ロ
i
u
s
t
a
p
O
S
S
e
S
S
i
O
は
互
い
に
両
立
し
な
い
か
 
 

ら
で
あ
る
。
 
 
 

本
項
冒
頭
の
法
文
に
お
け
る
問
答
契
約
債
権
者
並
び
に
買
主
の
〝
強
盗
と
し
て
″
の
鞍
痕
あ
る
占
有
に
閲
し
、
な
お
次
の
点
を
指
摘
し
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ー
マ
の
法
秩
序
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
で
の
む
き
出
し
の
自
力
に
よ
る
占
有
獲
取
は
法
的
平
和
の
侵
犯
と
な
る
の
 
 

で
、
ロ
ー
マ
の
法
秩
序
は
こ
れ
に
対
し
て
制
裁
を
課
し
た
の
で
あ
る
。
上
述
の
パ
ウ
ル
ス
法
文
で
は
最
も
軽
微
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

有
効
な
取
得
原
因
が
存
在
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
占
有
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
弁
済
と
し
て
〔
占
有
〕
」
な
い
し
「
買
主
と
し
て
〔
占
有
〕
」
 
 

と
は
さ
れ
ず
、
〝
強
盗
″
の
占
有
（
「
占
有
者
と
 

ア
ー
メ
ス
は
、
こ
れ
に
加
え
事
情
に
よ
っ
て
は
、
買
主
に
対
す
る
「
盗
訴
権
」
a
c
t
i
O
 
f
u
r
t
i
を
付
与
す
る
 
（
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
ー
ウ
ル
ピ
 
 

ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
七
巻
二
幸
一
四
法
文
一
項
）
。
最
後
に
、
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
帝
は
、
債
権
者
が
「
債
務
者
の
物
を
債
務
者
自
 
 

身
か
ら
債
権
者
に
引
渡
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
理
由
な
く
t
e
m
e
r
e
占
有
す
る
」
事
例
に
つ
き
、
債
権
者
は
そ
の
債
権
を
失
う
旨
定
め
た
 
 

（
カ
ッ
リ
ス
ト
ラ
ー
ト
ウ
ス
、
学
、
四
八
巻
七
章
七
法
文
及
び
四
巻
二
章
二
l
一
法
文
連
結
）
。
 
 
 

債
務
の
目
的
物
の
占
有
を
自
力
で
獲
取
し
た
債
権
者
は
〝
嶺
盗
と
し
て
″
す
な
わ
ち
、
「
占
有
者
と
し
て
」
占
有
す
る
。
こ
の
占
有
権
原
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は
こ
れ
ま
で
取
扱
っ
て
き
た
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
邑
の
正
反
対
物
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
、
後
者
の
意
味
と
の
対
比
だ
け
 
 

で
も
正
当
に
理
解
さ
れ
る
。
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
．
p
r
O
－
T
i
t
e
－
は
ロ
ー
マ
法
研
究
の
中
で
今
ま
で
は
決
し
て
本
当
に
は
理
解
さ
れ
て
い
 
 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
表
現
〔
＝
「
占
有
者
と
し
て
」
占
有
〕
 
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
こ
の
表
現
は
、
T
と
し
 
 

て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
ヰ
i
t
e
－
の
概
念
内
容
お
よ
び
「
使
用
取
得
原
因
」
概
念
の
探
究
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
〔
い
く
つ
か
の
〕
法
文
中
 
 

に
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
パ
ウ
ル
ス
の
本
法
文
の
論
述
を
、
ロ
ー
マ
占
有
理
論
に
特
徴
的
な
こ
の
占
有
特
性
表
示
に
関
す
る
若
干
の
短
い
言
 
 

及
で
締
め
く
く
り
た
い
。
 
 
 

「
占
有
者
〔
占
有
〕
」
p
r
O
p
O
S
S
e
S
S
O
r
e
権
原
は
、
す
べ
て
の
他
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
O
↓
i
t
e
】
と
の
対
比
で
、
消
極
的
占
有
 
 

特
性
表
示
と
い
い
う
る
。
後
者
は
必
ず
正
当
な
自
主
占
有
、
つ
ま
り
、
取
得
原
因
と
占
有
の
塀
庇
な
き
こ
と
を
要
件
と
す
る
占
有
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

そ
れ
に
対
し
前
者
〔
＝
「
占
有
者
（
占
有
）
」
〕
で
は
、
占
有
意
思
あ
る
占
有
で
は
あ
る
が
正
当
な
自
主
占
有
で
は
な
い
。
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
 
 

ま
な
発
生
原
因
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
法
秩
序
の
承
認
す
る
取
得
原
因
を
欠
く
（
例
え
ば
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
五
巻
三
章
 
 

一
一
法
文
一
項
、
同
、
一
三
法
文
序
項
結
合
）
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
は
、
取
得
原
因
が
暇
庇
あ
る
か
無
効
で
あ
り
、
取
得
者
が
そ
の
こ
と
 
 

を
承
知
し
て
い
る
（
「
知
っ
た
上
で
」
s
c
i
e
n
s
、
例
え
ば
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
同
上
一
三
法
文
一
項
）
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
占
有
が
 
 

塀
庇
な
く
得
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
、
「
占
有
者
と
し
て
」
占
有
す
る
と
言
わ
れ
る
（
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
∵
一
巻
二
章
五
法
文
、
ウ
ル
ピ
 
 

ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
巻
二
章
一
四
法
文
二
項
）
。
 
 
 

最
後
に
、
古
い
時
代
の
法
学
者
の
見
解
で
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
（
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
一
項
）
お
よ
び
ボ
ン
ポ
ト
ニ
ウ
ス
（
学
、
 
 

三
五
巻
一
章
二
〇
法
文
）
が
従
う
も
の
に
よ
れ
ば
、
取
得
権
原
に
基
づ
き
戦
痕
な
し
で
は
あ
る
が
正
当
で
な
い
譲
渡
者
か
ら
「
知
っ
た
上
 
 

（
2
5
）
 
 

で
」
獲
得
し
た
占
有
者
の
占
有
は
、
「
占
有
者
（
占
有
）
」
と
分
類
さ
れ
た
。
時
効
取
得
占
有
の
第
三
要
件
で
あ
か
「
善
意
」
の
み
が
欠
け
て
 
 

い
て
も
、
こ
れ
ら
の
法
学
者
達
は
取
得
権
原
に
対
応
す
る
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ウ
 
 

ル
ピ
ア
ー
メ
ス
（
学
、
五
巻
三
章
三
一
法
文
八
項
）
、
パ
ウ
ル
ス
（
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
）
の
よ
う
計
晩
期
古
典
期
の
学
者
は
こ
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（
2
6
）
 
 

の
見
解
を
も
は
や
採
ら
な
い
。
そ
れ
放
、
「
占
有
者
〔
占
有
〕
」
権
原
は
、
事
実
上
、
時
効
取
得
占
有
を
表
示
す
る
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
 
 

原
p
r
？
T
i
t
e
－
の
否
定
的
対
比
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
「
占
有
者
（
占
有
）
」
植
原
に
は
占
有
意
思
と
並
び
も
う
一
点
後
者
と
の
 
 

共
通
の
要
素
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
他
の
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
と
同
じ
く
、
こ
の
消
極
的
占
有
特
性
表
示
も
、
獲
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
得
済
み
の
占
有
の
特
徴
を
表
示
し
て
い
る
。
法
学
専
門
用
語
に
「
占
有
者
と
し
て
獲
得
す
る
」
骨
a
d
q
u
i
r
e
r
e
 
p
r
O
 
p
O
S
S
e
S
S
O
r
e
と
い
う
表
 
 

瀾
が
見
当
た
ら
な
い
〔
の
は
こ
の
こ
と
に
基
づ
く
〕
。
 
 

一
一
款
三
項
 
「
善
意
」
も
時
効
取
得
権
原
の
構
成
要
素
。
「
買
主
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
お
よ
び
上
位
概
念
「
使
用
取
得
成
立
原
因
」
。
 
 
 

簡
潔
な
二
つ
の
ユ
ー
リ
ア
メ
ス
法
文
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
お
よ
び
一
項
が
、
こ
の
法
学
者
〔
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
〕
 
に
お
い
 
 

て
は
、
「
善
意
」
な
く
し
て
「
買
主
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
T
i
t
e
－
p
r
O
e
m
p
t
O
r
e
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
別
の
表
現
を
 
 

す
れ
ば
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
「
善
意
」
も
ま
た
常
に
こ
の
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
榛
原
p
r
？
↓
i
t
e
－
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
 

ち
ょ
う
ど
ロ
ー
マ
の
法
学
者
す
べ
て
が
占
有
獲
得
の
戦
痕
な
き
こ
と
を
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
の
 
〔
不
可
欠
な
〕
要
素
と
 
 

考
え
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
は
じ
め
の
法
文
か
ら
更
に
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
で
は
、
時
効
取
得
権
原
と
し
て
の
す
べ
て
の
「
と
し
て
 
〔
占
 
 

有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
邑
に
「
善
意
」
が
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
法
文
は
、
法
学
者
達
が
、
〝
時
効
取
得
占
有
で
 
 

あ
る
こ
と
を
示
す
占
有
特
性
表
示
″
と
い
う
技
術
的
意
味
で
の
〝
時
効
取
得
原
因
″
 
（
時
効
取
得
権
原
）
 
と
い
う
上
位
概
念
を
知
っ
て
い
た
 
 

こ
と
を
証
す
る
、
伝
承
法
史
料
中
最
も
古
い
法
文
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
こ
の
法
文
が
重
要
で
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
し
か
し
ま
ず
第
二
の
 
 

法
文
か
ら
説
明
を
始
め
る
。
 
 

ヽ  

一
目
 
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
一
項
（
『
法
学
大
全
』
 
四
四
巻
）
 
「
あ
る
者
が
知
っ
た
上
で
土
地
を
所
有
者
で
な
 
 

い
者
か
ら
買
っ
た
な
ら
、
占
有
者
と
し
て
占
有
す
る
」
。
 
 
 

〔
訳
〕
 
土
地
を
そ
の
所
有
者
で
は
な
い
者
か
ら
、
知
っ
た
上
で
買
い
 
（
そ
し
て
引
き
渡
さ
れ
て
保
持
す
る
）
者
は
、
単
な
る
自
主
占
有
者
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と
し
て
占
有
す
る
。
 
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

こ
の
法
文
は
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
が
古
い
法
原
則
「
何
人
も
自
分
で
占
有
の
原
因
を
自
分
に
有
利
に
変
更
し
え
な
い
」
n
e
m
O
 
S
i
b
i
 
i
p
s
e
 
 

C
a
u
S
a
m
 
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
i
s
 
m
u
t
a
r
e
 
p
O
t
e
S
t
を
扱
う
重
要
な
法
文
の
中
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
関
心
は
こ
の
法
原
 
 

（
2
7
）
 
 

則
で
は
な
く
、
「
買
主
 
（
と
し
て
）
」
占
有
権
原
と
「
善
意
」
 
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
引
用
の
一
文
か
ら
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
に
お
い
て
は
、
 
 

（
2
8
）
 
 

「
買
主
と
し
て
」
占
有
権
原
を
 
〔
占
有
〕
獲
得
者
の
「
善
意
」
 
に
係
ら
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
逆
に
分
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
法
学
者
 
 

は
悪
意
買
主
の
占
有
を
売
買
お
よ
び
鞍
庇
な
き
占
有
獲
得
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
「
買
主
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
 
で
は
な
く
、
「
占
有
者
と
し
て
 
 

〔
占
有
〕
」
と
分
類
す
る
か
ら
で
あ
る
。
う
ま
り
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
は
、
古
典
期
の
他
の
法
学
者
と
は
異
な
り
、
占
有
権
原
B
e
s
i
t
z
t
i
t
e
－
 
 

（
2
9
）
 
 

と
時
効
取
得
権
原
E
r
s
i
t
z
u
n
g
s
t
i
邑
の
区
別
を
し
な
い
。
「
買
主
（
と
し
て
）
」
占
有
権
原
は
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
に
お
い
て
は
、
一
義
的
 
 

な
も
の
で
必
ず
「
善
意
」
 
の
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
〔
そ
れ
だ
け
で
〕
常
に
時
効
取
得
権
原
で
も
あ
る
。
他
の
「
と
し
 
 

て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
妥
当
し
た
こ
と
を
疑
う
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。
 
 

（
3
0
）
 
 

ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
の
こ
の
判
断
を
〝
極
端
″
 
で
あ
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
（
早
期
）
古
典
期
の
他
の
法
学
者
達
も
ま
た
「
と
し
て
 
 

〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
が
取
得
原
因
と
占
有
の
塀
痕
な
き
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
取
得
者
の
「
善
意
」
要
件
を
も
含
む
と
考
え
て
い
た
と
 
 

（
3
1
）
 
 

理
解
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
法
文
、
学
、
三
五
巻
一
章
二
〇
法
文
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
法
文
は
、
あ
る
 
 

人
が
「
候
補
自
由
人
」
か
ら
、
相
続
人
達
の
意
に
反
し
 
（
i
n
ま
t
i
s
h
e
r
e
d
i
b
亡
S
）
 
そ
れ
を
知
っ
た
上
で
 
（
s
c
i
e
n
s
）
、
「
候
補
自
由
人
」
が
そ
 
 

の
自
由
を
得
る
た
め
に
そ
の
人
に
与
え
る
べ
き
と
さ
れ
た
 
（
特
有
財
産
中
の
）
金
員
を
受
領
し
た
 
〔
事
案
〕
 
に
関
す
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
 
 

「
引
渡
正
原
因
」
は
 
（
解
放
）
条
件
の
履
行
目
的
で
あ
る
。
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
は
、
奴
隷
は
自
由
と
な
る
 
（
－
i
b
e
r
q
u
i
d
e
m
f
i
t
）
が
、
受
領
 
 

者
は
そ
の
金
員
を
「
占
有
者
と
し
て
」
占
有
し
、
従
っ
て
相
続
人
達
は
そ
の
引
渡
を
請
求
し
う
る
と
判
断
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
ボ
ン
ポ
ー
 
 

ニ
ウ
ス
と
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
肘
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
言
「
善
意
」
の
関
係
に
閲
し
同
意
見
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
見
解
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は
後
に
な
っ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 
 

こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
法
文
（
三
三
文
一
項
）
 
の
解
釈
か
ら
、
取
得
原
因
と
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
植
原
 
 

p
r
？
T
i
t
e
－
の
区
別
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
重
ね
て
明
ら
か
と
な
る
。
ロ
ー
マ
法
研
究
文
献
に
お
い
て
は
、
こ
の
区
別
を
意
識
せ
ず
に
 
 

カ
ウ
サ
カ
ウ
サ
 
〝
（
正
）
原
因
″
と
「
善
意
」
 
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
法
文
に
閲
し
、
〝
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
の
も
と
で
は
「
原
因
」
 
 

と
「
善
意
」
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
″
が
、
こ
れ
に
対
し
て
パ
ウ
ル
ス
は
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
に
お
い
て
 
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
 

（
3
2
）
 
 

〝
「
原
因
」
と
 
「
善
意
」
を
明
確
に
区
別
す
る
″
と
い
わ
れ
て
も
、
こ
の
こ
と
は
取
得
原
因
と
し
て
の
「
原
因
」
 
の
意
味
に
は
い
ず
れ
に
し
て
 
 

も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
お
よ
び
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
は
、
パ
ウ
ル
ス
や
そ
の
他
の
法
学
者
と
同
じ
様
に
は
っ
き
り
と
、
取
得
 
 

（
3
3
）
 
 

原
因
と
し
て
の
「
正
原
因
」
を
「
善
意
」
か
ち
区
別
し
て
い
る
。
時
効
取
得
占
有
領
域
で
、
売
買
、
贈
与
、
物
権
遺
贈
等
々
の
よ
う
な
取
得
 
 

原
因
を
、
こ
の
〔
時
効
取
得
〕
占
有
に
つ
き
同
じ
く
要
件
と
な
っ
て
い
る
「
善
意
」
（
主
観
的
占
有
要
素
）
 
か
ら
明
快
に
区
別
し
な
い
ロ
ー
 
 

マ
の
法
学
者
が
か
っ
て
存
在
し
た
と
い
う
証
拠
は
た
だ
一
つ
も
な
ぃ
。
 
 

（
3
4
）
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
売
買
に
閲
し
、
買
主
の
「
善
意
」
は
す
で
に
契
約
締
結
の
時
点
で
必
要
で
あ
る
と
す
る
古
い
プ
ロ
ク
ル
ス
学
派
の
見
解
に
 
 

つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
時
間
的
に
同
時
で
あ
る
こ
と
は
 
〔
必
ず
し
も
〕
 
そ
の
両
者
が
理
論
上
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
 
 

い
。
売
買
の
場
合
で
も
、
「
売
買
」
と
「
善
意
」
は
理
論
的
に
全
く
独
立
の
要
素
で
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
法
学
者
達
は
全
く
違
っ
た
基
準
で
 
 

（
3
5
）
 
 

判
断
し
、
訴
訟
で
の
立
証
責
任
役
割
も
そ
れ
ぞ
れ
異
る
。
し
か
し
、
の
ち
に
（
三
節
四
款
）
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
時
効
取
得
原
因
と
し
 
 

カ
ウ
サ
 
 

て
の
「
原
因
」
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
ユ
ト
リ
ア
ー
メ
ス
と
パ
ウ
ル
ス
は
見
解
が
ち
が
う
と
い
う
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
の
主
張
は
当
っ
て
い
 
 

な
い
。
そ
れ
故
、
複
数
の
占
有
要
素
を
含
む
占
有
特
性
表
示
と
し
て
の
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
が
、
時
効
取
得
占
有
の
み
 
 

を
示
す
も
の
 
（
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
の
見
解
）
 
か
、
そ
れ
と
も
、
悪
意
取
得
者
の
「
正
原
因
に
基
づ
く
」
占
有
を
も
示
す
 
 

も
の
か
に
つ
い
て
の
み
、
古
典
期
法
学
者
達
に
お
い
て
見
解
の
ち
が
い
が
あ
っ
た
、
と
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

最
後
に
、
ど
の
時
点
で
「
善
意
」
が
必
要
か
の
問
題
と
の
関
連
で
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
の
本
法
文
に
つ
き
な
お
次
の
点
に
言
及
す
る
。
本
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法
文
で
は
、
「
買
っ
た
」
e
m
e
r
i
t
と
表
現
さ
れ
る
。
「
買
う
」
e
m
e
r
e
と
い
う
単
語
は
、
他
の
個
所
で
も
し
ば
し
ば
あ
る
よ
う
に
こ
こ
で
も
、
 
 

〝
買
い
、
引
渡
を
う
け
て
保
持
す
る
″
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
明
ら
か
に
「
善
意
」
 
の
欠
如
を
売
買
契
約
締
結
時
で
 
 

は
な
く
「
引
渡
」
 
に
よ
る
占
有
獲
得
時
点
で
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
こ
の
用
語
法
は
何
ら
変
る
こ
と
が
な
い
。
ユ
ー
リ
 
 

ア
ー
メ
ス
も
ま
た
こ
の
サ
ピ
ー
ヌ
ス
派
学
説
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
六
巻
二
幸
七
法
文
一
七
項
に
 
 

明
示
的
に
証
さ
れ
る
。
「
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
は
 
『
法
学
大
全
』
七
巻
に
記
し
て
い
る
。
買
っ
た
物
の
引
渡
は
善
意
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
 
 

従
っ
て
も
し
知
っ
た
上
で
他
人
の
占
有
を
得
た
者
は
、
プ
ー
プ
リ
キ
ア
ー
メ
ス
訴
権
を
行
使
し
え
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
使
用
取
得
で
き
な
 
 

か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
、
と
」
。
こ
の
法
文
の
事
実
関
係
は
、
学
説
彙
纂
四
由
巻
か
ら
引
用
の
我
が
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
法
文
に
的
確
 
 

に
対
応
す
る
。
こ
の
引
用
さ
れ
た
 
〔
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
著
作
の
〕
文
章
は
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
が
 
〔
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
〕
学
、
四
一
巻
 
 

三
幸
三
三
法
文
一
項
に
お
い
て
も
、
占
有
獲
得
の
時
点
で
の
「
善
意
」
 
の
不
存
在
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き
信
頼
に
足
る
証
明
を
与
 
 

（
3
6
）
 
 

え
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
目
 
次
い
で
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
の
別
の
文
章
、
す
な
わ
ち
、
同
じ
第
三
三
法
文
の
冒
頭
文
を
論
ず
る
。
「
善
意
」
は
「
買
主
」
時
効
取
 
 

得
権
原
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
時
効
取
得
権
原
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
法
文
か
ら
、
積
極
的
に
明
ら
か
と
な
る
。
 
 

ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
 
（
『
法
学
大
全
』
四
四
巻
）
 
「
善
意
買
主
の
み
な
ら
ず
、
使
用
取
得
が
生
ず
る
の
 
 

カ
ウ
サ
 
 

を
常
と
す
る
原
因
に
基
づ
き
占
有
す
る
者
は
す
べ
て
、
盗
物
で
あ
る
女
奴
隷
の
出
生
子
を
使
用
に
よ
り
自
分
の
も
の
と
す
る
」
。
 
 

〔
訳
〕
 
善
意
買
主
の
み
な
ら
ず
、
時
効
取
得
が
生
ず
る
の
を
常
と
す
る
原
因
に
基
づ
く
占
有
者
は
す
べ
て
、
盗
ま
れ
た
女
奴
隷
の
子
供
を
 
 

時
効
取
得
に
よ
り
自
分
に
取
得
す
る
。
 
 

一
見
す
る
と
、
こ
こ
で
「
買
主
」
時
効
取
得
権
原
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
は
直
ち
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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し
か
し
、
よ
く
考
察
す
る
と
、
こ
の
文
脈
で
の
「
善
意
買
主
」
と
い
う
語
句
は
、
「
買
主
と
し
て
占
有
す
る
者
」
と
し
て
の
み
を
解
釈
す
べ
 
 

き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
〝
善
意
買
主
の
み
な
ら
ず
、
「
…
…
に
基
づ
き
占
有
す
る
者
す
べ
て
」
O
m
n
e
S
 
q
u
i
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

p
O
S
S
i
d
e
n
t
e
琴
…
：
〟
と
い
う
一
般
化
か
ら
推
論
さ
れ
る
。
占
有
す
る
善
意
買
主
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
占
有
し
て
い
る
 
 

買
主
が
時
効
取
得
も
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
買
主
」
時
効
取
得
占
有
者
E
r
s
i
t
z
u
n
g
s
b
e
s
i
t
z
e
r
 
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
の
み
が
問
題
と
 
 

カ
ウ
サ
 
 

（
3
7
）
 
 

な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
確
定
す
る
と
、
今
度
は
、
「
使
用
取
得
が
生
ず
る
の
を
常
と
す
る
原
因
」
c
a
u
s
a
 
q
u
a
m
 
u
s
u
c
a
p
i
O
 
 

s
e
q
u
i
s
O
－
e
t
と
い
う
表
現
の
意
味
も
ま
た
決
ま
る
。
「
買
主
と
し
て
占
有
す
る
者
」
q
u
i
p
O
S
S
i
d
e
n
t
p
r
O
e
m
p
O
t
O
r
e
（
「
善
意
買
主
」
と
い
 
 

カ
ウ
サ
 
 

う
意
味
）
 
と
「
…
…
原
因
に
基
づ
き
占
有
す
る
者
す
べ
て
」
O
m
n
e
S
 
q
u
i
 
p
O
S
S
i
d
e
n
t
 
e
舛
C
a
亡
S
a
…
…
」
 
の
平
行
的
表
現
か
ら
、
こ
の
 
 

カ
ウ
サ
 
 

「
原
因
」
は
、
上
位
概
念
と
し
て
、
「
買
主
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
の
よ
う
な
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
を
指
す
こ
 
 

カ
ウ
サ
 
 

（
3
8
）
 
 

と
が
結
論
と
し
て
引
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
と
同
じ
く
、
「
原
因
」
も
、
時
効
取
得
占
有
の
特
性
を
 
 

表
示
す
る
占
有
特
質
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
、
個
別
の
 
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
梼
原
p
r
？
T
i
t
e
】
と
補
充
的
‖
一
般
的
な
「
自
 
 

己
物
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
T
i
邑
p
r
O
S
u
O
の
両
者
を
あ
わ
せ
含
む
一
般
概
念
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
人
は
、
実
際
に
〝
時
効
取
得
権
原
″
と
い
う
上
位
概
念
を
知
っ
て
い
た
が
、
取
得
原
因
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
 
 

く
、
時
効
取
得
占
有
の
特
性
を
表
わ
す
占
有
特
性
表
示
B
e
s
i
t
z
q
u
a
－
i
f
i
k
a
t
i
O
n
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
手
短
か
に
、
フ
ァ
 
 

（
3
9
）
 
 

ン
・
オ
ヴ
ュ
ン
、
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
一
両
氏
に
見
ら
れ
る
 
〔
本
目
冒
頭
法
文
で
あ
る
〕
学
、
四
一
巻
三
幸
三
三
法
文
序
項
の
「
カ
ウ
サ
」
概
 
 

念
の
誤
解
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
「
カ
ウ
サ
」
を
〝
状
況
″
ぁ
る
い
は
〝
時
効
取
得
状
況
″
と
理
解
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
も
の
で
ぁ
る
。
こ
 
 

の
二
人
の
学
者
は
こ
の
概
念
内
容
を
立
入
っ
て
論
じ
分
析
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
〔
そ
の
著
作
に
お
い
て
〕
時
効
取
得
状
況
〔
と
い
う
表
 
 

現
〕
 
で
、
時
効
取
得
占
有
ま
た
は
時
効
取
得
占
有
者
の
法
状
況
の
み
が
考
え
ら
れ
う
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
c
a
u
s
a
 
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
 
 

カ
ウ
サ
 
 

（
「
使
用
取
得
状
況
」
）
 
の
こ
の
解
釈
は
、
実
際
に
も
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
五
〇
巻
一
六
幸
三
五
法
文
に
お
い
て
証
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
こ
の
 
 

表
現
は
、
原
状
回
復
義
務
の
対
象
物
に
つ
い
て
「
回
復
す
る
」
r
e
s
t
i
t
u
e
r
e
と
結
び
合
せ
て
使
わ
れ
る
 
（
「
使
用
取
得
状
況
も
果
実
も
」
e
t
 
 

70（3・125）635   



講 演  

u
s
u
訂
p
i
O
n
i
s
c
a
u
s
a
m
e
t
f
r
亡
C
t
u
u
m
）
。
ホ
イ
マ
ン
＝
ゼ
ッ
ケ
ル
は
〔
そ
の
『
ロ
ー
マ
法
用
語
辞
書
』
H
a
n
d
－
e
已
k
O
ロ
Z
亡
d
e
n
Q
u
e
〓
e
n
 
 

d
e
s
r
α
m
i
s
c
h
e
n
 
R
e
c
h
t
s
で
〕
こ
の
法
文
中
で
の
表
現
全
体
の
意
味
を
非
常
に
広
く
〝
物
の
利
用
お
よ
び
便
益
す
べ
て
の
総
体
″
と
記
述
 
 

カ
ウ
サ
 
す
る
。
更
に
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
七
法
文
四
項
に
お
い
て
「
使
用
取
得
す
る
状
況
に
あ
っ
た
…
…
と
し
て
も
」
 
 

q
u
a
n
≦
．
S
…
…
i
ロ
2
a
C
a
u
S
a
f
u
e
r
i
t
u
t
u
s
u
c
a
p
e
r
e
t
と
い
う
表
現
に
出
会
い
、
そ
こ
で
は
〝
状
態
″
L
a
g
e
〝
状
況
″
S
i
t
u
a
t
i
O
n
と
い
う
解
 
 

釈
は
す
ぐ
に
分
か
る
。
従
っ
て
、
上
述
の
学
者
が
、
我
法
文
の
「
カ
ウ
サ
」
と
い
う
用
語
も
〝
状
況
″
の
意
味
で
あ
る
と
理
解
し
よ
う
と
し
 
 

カ
ウ
サ
 
た
こ
と
は
分
ら
な
い
訳
で
な
．
い
。
し
か
し
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
の
本
項
冒
頭
法
文
で
c
a
亡
S
a
が
使
用
さ
れ
た
そ
の
特
別
の
文
脈
は
前
記
の
 
 

法
文
と
は
ち
が
う
こ
と
に
、
全
く
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

「
カ
ウ
サ
に
基
づ
き
占
有
す
る
」
p
O
S
S
i
d
e
r
e
e
舛
C
a
u
S
a
と
い
う
表
現
に
お
け
る
「
カ
ウ
サ
」
が
時
効
取
得
占
有
を
指
す
可
能
性
は
一
切
 
 

あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
占
有
状
況
あ
る
い
は
時
効
取
得
占
有
に
基
づ
き
占
有
す
る
と
い
う
の
は
法
的
に
背
理
で
あ
る
。
占
有
は
占
有
に
 
 

ょ
っ
て
特
性
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
な
い
 
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。
あ
る
人
物
が
、
自
分
は
時
効
取
得
占
有
し
て
い
る
、
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
 
 

見
出
す
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
こ
と
は
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
エ
ン
が
、
我
が
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
法
文
 
 

〔
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
〕
に
閲
し
、
し
ば
し
ば
〝
自
ら
を
…
…
 
の
中
に
見
出
す
″
と
表
現
し
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
法
文
に
 
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
「
原
因
に
基
づ
き
占
有
す
る
」
p
O
S
S
i
d
e
r
e
 
e
舛
 
C
a
u
S
a
〔
と
い
う
表
現
〕
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
、
本
当
に
「
の
状
況
に
あ
る
」
e
s
s
e
 
i
n
 
 

〔
a
。
S
a
と
あ
り
、
ま
た
の
ち
に
本
文
に
、
「
原
因
に
基
づ
き
使
用
取
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
e
舛
C
a
u
S
a
〔
と
い
う
表
現
〕
が
出
て
く
る
か
の
 
 

（
4
0
）
 
 

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
文
脈
コ
ソ
最
モ
重
要
ナ
リ
」
。
一
つ
の
単
語
の
、
従
っ
て
「
カ
ウ
サ
」
と
い
う
単
語
に
つ
い
て
も
文
脈
連
 
 

カ
ウ
サ
 
関
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
意
味
は
文
脈
か
ら
の
み
引
き
出
さ
れ
る
。
「
p
O
S
S
i
d
e
r
e
 
e
H
 
C
a
u
S
a
（
原
因
に
基
づ
き
占
有
す
る
）
」
は
、
「
e
s
s
e
 
 

カ
ウ
サ
 
 

i
ロ
C
a
u
S
a
（
そ
の
状
況
に
あ
る
）
」
と
は
同
じ
で
な
い
。
こ
の
単
純
な
事
実
を
上
記
両
学
者
は
看
過
し
て
し
㌢
っ
た
。
し
か
し
こ
の
誤
っ
た
 
 

解
釈
の
根
本
原
因
は
、
明
ら
か
に
、
ロ
ー
マ
法
研
究
が
取
得
原
因
（
自
主
占
有
を
是
認
し
、
そ
の
獲
得
に
先
行
す
る
一
定
の
事
実
）
と
し
て
 
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
の
「
原
因
」
と
、
時
効
取
得
権
原
（
獲
得
さ
れ
た
占
有
の
一
定
の
特
性
表
示
）
と
し
て
の
「
原
因
」
を
区
別
し
な
か
っ
た
こ
と
に
存
す
る
。
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「
私
」
は
、
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
対
し
あ
る
土
地
の
返
還
請
求
訴
訟
を
起
す
こ
と
を
意
図
し
た
。
「
土
地
を
請
求
す
る
」
f
u
n
d
亡
m
p
e
t
e
r
e
と
 
 

い
う
用
語
は
、
「
物
取
戻
訴
権
」
r
e
i
ま
n
d
i
c
a
t
i
O
あ
る
い
は
「
プ
ー
プ
リ
キ
ウ
ス
訴
権
」
を
指
す
。
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
訴
訟
を
避
け
、
「
私
」
 
 

に
占
有
を
明
渡
す
場
合
は
「
私
」
が
時
効
取
得
し
う
る
。
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
日
く
、
「
私
」
た
る
者
は
、
「
使
用
取
得
の
庄
原
困
」
 
 

（
4
1
）
 
 

u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
c
a
u
s
a
i
u
s
t
a
、
す
な
わ
ち
、
法
的
に
認
め
ら
れ
た
時
効
取
得
原
因
を
有
す
る
、
と
。
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
は
こ
の
表
現
で
も
っ
 
 

て
、
同
法
文
序
項
で
の
、
「
使
用
取
得
が
生
ず
る
の
を
常
と
す
る
原
因
」
と
同
じ
く
こ
こ
で
も
ま
た
、
取
得
原
因
で
は
な
く
時
効
取
得
占
有
 
 

の
特
性
を
示
す
占
有
特
質
を
表
示
し
て
い
る
。
「
も
し
彼
が
占
有
を
渡
し
た
な
ら
、
私
が
…
…
有
す
る
」
s
i
…
…
p
O
S
S
e
S
S
i
O
ロ
e
 
C
e
S
S
e
r
i
t
 
 

…
…
h
a
b
e
b
O
と
い
う
表
現
は
こ
の
解
釈
に
決
定
的
に
有
利
で
あ
る
。
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
「
私
」
に
自
発
的
に
占
有
を
譲
り
、
し
か
も
そ
の
 
 

後
に
 
（
「
も
し
〔
占
有
を
〕
渡
し
た
」
s
i
 
c
e
s
s
e
r
i
t
〔
接
続
法
未
来
完
了
形
〕
）
は
じ
め
て
、
「
私
」
は
「
使
用
取
得
原
因
」
を
も
つ
 
（
「
も
つ
 
 

で
あ
ろ
う
」
h
a
b
e
b
O
〔
直
説
法
未
来
形
〕
）
。
時
効
取
得
原
因
は
占
有
獲
得
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
そ
れ
は
、
 
 

（
4
2
）
 
 
－
 
時
効
取
得
占
有
に
必
要
で
三
つ
の
占
有
要
件
を
す
べ
て
含
む
 
－
 
占
有
特
性
表
示
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

占
有
が
塀
痕
な
き
こ
と
と
い
う
前
提
要
件
は
こ
こ
で
存
在
す
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
が
な
く
、
ま
た
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
「
私
」
の
 
 

（
4
3
）
 
 

「
善
意
」
を
明
ら
か
に
前
提
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
時
効
取
得
権
原
が
い
か
な
る
取
得
原
因
に
基
づ
く
か
の
問
題
の
み
が
残
 
 

る
。
そ
の
際
、
占
有
譲
渡
そ
の
も
の
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
「
私
」
の
占
有
獲
得
を
一
つ
の
取
得
原
因
と
し
て
見
倣
す
と
い
う
誤
っ
た
理
論
 
 

こ
の
区
別
を
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
c
a
u
s
a
q
u
a
m
u
s
u
c
a
p
i
O
S
e
q
u
i
s
O
－
e
t
（
使
用
取
得
が
生
ず
る
の
を
常
と
す
る
原
因
〔
と
い
う
表
現
〕
）
 
 

の
意
味
は
理
解
し
え
な
い
。
 
 
 

四
項
 
上
位
概
念
「
使
用
取
得
正
原
因
」
 
 
 

ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
三
項
（
『
法
学
大
全
』
四
四
巻
）
 
「
私
が
土
地
を
請
求
し
よ
う
と
欲
し
た
テ
ィ
テ
ィ
 
 
 

ウ
ス
が
、
私
に
占
有
を
渡
し
た
な
ら
、
私
は
使
用
取
得
の
正
原
因
を
有
す
る
」
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に
出
来
る
だ
け
落
ち
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
取
得
原
因
は
自
主
占
有
獲
得
お
よ
び
所
有
権
取
得
を
是
認
す
る
事
情
で
あ
り
、
こ
の
 
 

〔
占
有
〕
獲
得
に
先
行
し
、
そ
れ
故
、
取
得
原
因
が
こ
の
二
つ
の
要
素
を
基
礎
と
し
て
占
有
（
獲
得
）
 
と
合
体
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
含
 
 

む
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
 
（
本
節
八
款
一
項
、
九
款
三
項
）
。
〔
本
法
文
の
〕
事
実
関
係
の
記
述
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
 
 

と
は
こ
の
特
殊
事
例
に
つ
い
て
も
変
り
は
な
い
。
 
 
 

土
地
に
対
す
る
よ
り
有
力
な
権
利
を
証
明
す
る
用
意
が
「
私
」
に
あ
る
こ
と
は
、
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
対
し
「
対
物
訴
権
」
a
c
t
i
O
 
i
n
r
e
m
 
 

を
提
起
し
ょ
う
と
す
る
意
図
か
ら
推
論
し
う
る
。
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
よ
り
強
い
「
私
」
の
権
利
を
暗
黙
に
承
認
し
て
い
る
こ
と
は
、
訴
訟
に
 
 

至
る
迄
に
土
地
の
占
有
を
放
棄
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
両
当
事
者
の
行
動
の
推
認
か
ら
、
両
当
事
者
は
土
地
に
対
す
る
「
私
」
の
 
 

（
よ
り
強
い
）
権
利
に
つ
い
て
同
じ
見
解
で
あ
る
、
と
結
論
す
る
の
が
許
さ
れ
る
。
両
当
事
者
の
承
認
す
る
、
土
地
に
対
す
る
「
私
」
の
こ
 
 

の
権
利
が
こ
こ
で
は
取
得
原
因
、
す
な
わ
ち
「
私
」
の
自
主
占
有
、
そ
し
て
（
可
能
な
ら
ば
）
時
効
取
得
、
を
是
認
す
る
事
情
と
計
る
。
占
 
 

有
の
鞍
庇
な
き
こ
と
と
「
善
意
」
と
並
ん
で
、
事
実
連
関
の
中
で
黙
示
的
に
含
ま
れ
る
こ
の
取
得
原
因
が
、
時
効
取
得
原
因
の
基
本
的
要
素
 
 

で
あ
り
、
そ
れ
を
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
が
そ
の
判
断
に
お
い
て
「
使
用
取
得
の
正
原
因
」
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
 
c
a
u
s
a
 
i
u
s
t
a
と
表
示
し
た
も
の
で
 
 

あ
る
。
従
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
関
係
体
系
書
、
教
科
書
の
「
i
u
s
t
a
c
a
u
s
a
 
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
（
「
使
用
取
得
正
原
因
」
）
」
と
い
う
用
語
の
唯
一
の
 
 

根
拠
で
あ
る
こ
の
表
現
は
、
ロ
ー
マ
法
研
究
者
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
〝
取
得
原
因
″
と
い
う
意
味
を
支
持
す
る
も
の
で
な
い
、
と
 
 

確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
は
こ
の
法
文
お
け
る
時
効
取
得
権
原
を
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
の
ひ
と
つ
の
名
 
 

で
呼
ん
で
い
な
い
。
た
だ
、
「
自
己
物
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
と
い
う
補
充
的
‖
一
般
的
時
効
取
得
権
原
が
問
題
と
な
り
う
る
だ
け
で
あ
る
。
 
 

こ
の
特
殊
事
例
に
お
い
て
は
他
の
 
〔
時
効
取
得
〕
権
原
は
殆
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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正
閏
題
で
あ
る
。
 
 

（
4
5
）
 
 
 

（
4
4
）
 
 
 

二
款
 
ロ
ー
マ
法
研
究
者
に
お
け
る
相
対
立
す
る
見
解
、
す
な
わ
ち
、
無
連
関
説
（
ス
テ
イ
ン
テ
ン
ク
、
ボ
ン
フ
ァ
ン
テ
、
一
九
三
九
年
 
 

（
4
6
）
 
 

ま
で
の
通
説
）
対
「
善
意
」
 
の
「
正
原
因
」
必
須
要
件
説
（
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
ュ
ン
、
マ
イ
ヤ
ー
・
マ
リ
イ
）
 
は
、
取
得
原
因
（
占
有
と
無
関
 
 

カ
ウ
サ
 
 

カ
ウ
サ
 
 

係
な
取
得
要
件
事
実
）
 
と
し
て
の
「
原
因
」
と
時
効
取
得
権
原
 
（
時
効
取
得
占
有
の
占
有
特
性
表
示
）
 
と
し
て
の
 
「
原
因
」
を
区
別
す
る
場
 
 

合
に
限
り
、
双
方
の
見
解
と
も
正
し
い
。
 
 
 

三
款
 
厳
し
い
対
立
の
解
消
は
、
す
で
に
命
題
二
節
七
款
、
と
り
わ
け
、
同
款
三
項
お
よ
び
一
一
款
三
項
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
取
得
原
 
 

ヽ
ヽ
 
 

カ
ウ
サ
 
 

困
と
し
て
の
「
原
因
」
と
「
善
意
」
は
相
互
に
独
立
の
占
有
要
件
で
あ
り
、
相
互
に
い
か
な
る
理
論
的
関
係
も
も
た
な
い
。
こ
れ
に
対
七
て
、
 
 

カ
ウ
サ
 
 

時
効
取
得
占
有
の
適
格
が
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
の
「
原
因
」
は
「
善
意
」
を
要
件
と
す
る
。
つ
ま
り
、
「
善
意
」
は
時
効
取
得
原
因
、
 
 

つ
ま
り
ノ
「
使
用
取
得
原
因
」
 
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
「
買
主
と
し
て
使
用
所
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
 
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
と
い
う
表
現
に
 
 

お
い
て
、
「
買
主
」
時
効
取
得
権
原
は
「
善
意
」
 
の
要
素
も
ま
た
含
む
。
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
の
間
で
こ
れ
に
つ
い
て
意
見
の
相
違
は
一
切
 
 

な
い
。
晩
期
古
典
期
に
お
い
て
も
そ
の
事
情
に
何
ら
変
更
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

こ
こ
で
は
、
ロ
ー
マ
法
研
究
の
こ
の
論
争
に
こ
れ
以
上
の
詳
細
に
は
立
入
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
連
関
で
の
「
善
意
」
 
に
与
え
ら
る
べ
き
 
 

意
義
を
も
う
一
度
想
い
起
し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
す
で
に
二
節
一
一
款
三
項
（
注
二
八
）
 
に
示
し
た
。
「
善
意
」
が
時
効
取
得
権
原
 
 

カ
ウ
サ
 
 

る
い
は
、
反
対
に
「
原
因
」
は
「
善
意
」
を
要
件
と
す
る
 
 

カ
ウ
サ
 
 

一
款
 
「
使
用
取
得
」
関
連
領
域
に
お
け
る
「
原
因
」
お
よ
び
「
善
意
」
が
理
論
的
に
相
互
に
完
全
に
独
立
の
要
素
で
あ
る
か
否
か
、
あ
 
 

カ
ウ
サ
 
 

三
節
 
第
二
問
題
領
域
。
「
原
因
」
と
「
善
意
」
 
の
関
係
に
関
す
る
ロ
ー
マ
法
研
究
上
の
論
争
 
 

命
 
 
題
 
 

カ
ウ
サ
 
 

「
原
因
」
 
の
一
要
素
と
し
て
の
「
善
意
」
 
 

も
の
か
と
い
う
問
題
は
非
真
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（
4
7
）
 
 
 

長
い
パ
ウ
ル
ス
法
文
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
の
こ
の
項
は
、
我
々
の
論
題
、
と
り
わ
け
、
「
使
用
取
得
原
因
」
 
の
意
義
お
よ
び
 
 

カ
ウ
サ
 
 

「
原
因
」
と
「
善
意
」
の
関
係
の
問
題
領
域
に
と
っ
て
、
多
く
の
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
法
文
は
、
〔
元
来
の
文
の
一
部
が
〕
省
略
さ
れ
 
 

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
容
的
に
は
古
典
期
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
修
正
の
嫌
疑
は
一
切
理
由
が
な
い
。
第
二
文
の
表
現
が
 
 

銘
文
の
如
く
短
い
と
し
て
も
、
言
葉
と
内
容
と
も
に
明
快
で
あ
る
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
か
か
る
法
文
に
つ
い
て
、
従
来
 
 

の
文
献
に
お
い
て
的
確
な
解
釈
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
従
来
占
有
 
 
 

の
一
要
素
で
あ
る
こ
と
が
最
も
明
確
と
な
る
法
文
に
お
い
て
は
、
〝
前
主
 
（
譲
渡
人
）
 
の
所
有
権
あ
る
い
は
譲
渡
権
限
に
対
す
る
信
頼
、
な
 
 

い
し
は
、
そ
の
欠
鉄
に
つ
い
て
の
不
知
 
（
「
他
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
」
n
e
s
c
i
r
e
 
r
e
m
 
a
－
i
e
ロ
a
m
 
e
S
S
e
）
″
と
い
う
意
味
が
問
 
 

題
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
善
意
」
 
の
最
も
一
般
的
で
、
史
料
に
極
め
て
し
ば
し
ば
出
て
く
る
意
味
で
あ
る
。
法
史
料
に
お
い
て
し
ば
 
 

し
ば
、
こ
の
意
味
で
の
「
善
意
」
 
の
欠
如
は
次
の
よ
う
な
形
で
表
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
〝
知
っ
た
上
で
他
人
の
物
を
取
得
す
る
″
 
 

カ
ウ
サ
 
 

（
s
c
i
e
n
s
 
r
e
m
 
a
－
i
e
n
a
m
 
p
O
S
S
i
d
e
r
e
＼
e
m
e
r
e
）
。
こ
の
こ
と
は
、
法
史
料
中
「
原
因
」
と
、
「
善
意
」
 
の
関
係
の
問
題
に
関
す
る
最
重
要
法
 
 

文
で
あ
る
以
下
の
パ
ウ
ル
ス
法
文
に
お
い
て
も
該
当
す
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

カ
ウ
サ
 
 
四
款
 
占
有
「
原
因
」
と
時
効
取
得
「
原
因
」
 
の
相
違
‥
二
種
類
の
占
有
特
性
表
示
 
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
 

パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
 
（
『
告
示
注
解
』
五
四
巻
）
 
「
占
有
原
因
と
使
用
取
得
原
因
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
 
 
 

な
ら
、
あ
る
者
は
買
っ
た
が
悪
意
で
あ
る
、
と
正
当
に
言
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
知
っ
た
上
で
他
人
の
物
を
買
っ
た
者
は
、
使
用
に
よ
り
取
 
 
 

得
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
買
主
と
し
て
占
有
す
る
」
。
 
 
 

〔
訳
〕
 
占
有
原
因
と
時
効
取
得
原
因
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
あ
る
者
が
 
（
実
際
に
）
 
買
っ
た
が
悪
意
で
あ
る
と
い
う
の
は
 
 
 

適
切
な
言
明
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
知
っ
た
上
で
他
人
の
物
を
買
っ
た
者
は
 
（
〝
買
主
と
し
て
″
）
 
時
効
取
得
し
な
い
け
れ
ど
も
、
〝
買
主
と
 
 
 

し
て
″
占
有
す
る
。
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カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
特
性
表
示
と
し
て
の
「
原
因
」
と
取
得
原
因
と
し
て
の
「
原
因
」
を
区
別
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
と
り
わ
け
こ
の
法
文
に
つ
い
て
は
、
 
 

カ
ウ
サ
 
 

正
し
い
な
解
釈
は
「
原
因
」
の
上
述
の
第
一
に
挙
げ
た
解
釈
に
係
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
パ
ウ
ル
ス
お
よ
び
そ
の
他
の
 
 

ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
が
「
使
用
取
得
原
因
」
概
念
に
付
与
し
た
意
味
に
対
す
る
洞
察
を
欠
く
人
々
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
法
文
の
正
確
な
内
容
 
 

を
理
解
し
な
い
ま
ま
碇
終
ら
ざ
る
を
ゝ
ス
な
い
。
 
 
 

そ
れ
故
、
ま
ず
こ
の
学
説
彙
纂
法
文
が
正
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
探
求
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
悪
意
で
あ
る
が
「
正
原
因
に
 
 

基
づ
き
」
獲
得
さ
れ
た
占
有
に
関
す
る
古
典
期
法
学
者
の
論
争
と
の
連
関
で
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
五
巻
三
章
一
三
法
文
八
項
に
も
簡
 
 

潔
に
で
は
あ
る
が
、
立
入
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
あ
と
で
、
占
有
権
原
と
時
効
取
得
権
原
に
つ
い
て
の
ロ
ー
マ
法
理
論
に
閲
し
、
こ
 
 

カ
ウ
サ
 
の
法
文
か
ら
い
か
な
る
結
論
を
引
き
出
し
う
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
答
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
題
は
、
「
原
因
」
と
「
善
意
」
の
関
係
の
 
 

問
題
と
切
離
し
よ
う
の
な
い
仕
方
で
結
び
つ
い
て
い
る
。
 
 
 

本
款
冒
頭
の
法
文
に
お
い
て
正
確
に
は
何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
法
文
の
記
述
は
、
一
般
的
に
表
現
さ
れ
た
見
解
か
ら
始
ま
る
。
 
 

す
な
わ
ち
、
占
有
原
因
は
時
効
取
得
原
因
と
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
見
解
が
悪
意
買
主
の
例
に
よ
り
二
段
構
え
で
、
簡
潔
に
理
由
づ
け
 
 

ら
れ
る
（
n
a
m
）
。
第
一
は
、
売
買
が
あ
っ
た
（
q
u
i
s
 
e
m
i
s
s
e
）
が
悪
意
で
あ
る
（
s
e
d
 
m
a
－
a
 
f
i
d
e
）
と
言
明
す
る
見
解
を
正
当
で
あ
る
 
 

（
4
8
）
 
 

（
完
r
e
d
i
c
i
t
u
r
）
、
と
す
る
。
次
い
で
、
第
二
に
、
こ
の
売
買
事
例
が
冒
頭
命
題
の
説
明
の
展
開
に
役
立
ち
、
末
尾
の
文
は
こ
の
命
題
に
 
 

ぴ
っ
た
り
沿
う
。
す
な
わ
ち
、
知
っ
た
上
で
他
人
の
物
を
買
い
引
渡
し
を
得
る
も
の
は
、
「
買
主
と
し
て
」
（
「
使
用
取
得
原
因
」
c
a
u
s
a
 
 

u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
）
時
効
取
得
し
な
い
と
し
て
も
、
「
買
主
と
し
て
」
（
「
占
有
原
因
」
c
a
u
s
a
p
O
S
S
e
S
S
i
O
ロ
i
s
）
占
有
す
る
。
 
 
 

「
占
有
原
因
」
と
「
使
用
取
得
原
因
」
は
、
相
異
な
る
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
梼
原
p
r
？
T
i
t
e
二
こ
こ
で
は
「
買
主
」
占
有
原
因
と
「
買
 
 

カ
ウ
サ
 
主
」
時
効
取
得
原
因
）
を
指
示
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
相
異
な
る
占
有
特
性
表
示
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
取
得
時
効
「
原
因
」
は
、
 
 

時
効
取
得
占
有
、
す
な
わ
ち
、
取
得
原
因
（
売
買
）
、
鞍
庇
な
き
こ
と
、
善
意
の
要
件
を
備
え
た
占
有
、
の
特
性
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
〔
こ
れ
に
対
し
〕
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
占
有
「
原
因
」
は
、
た
だ
、
取
得
原
因
お
よ
び
鞍
庇
な
き
こ
と
の
み
を
要
件
と
す
る
占
有
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1
す
な
わ
ち
正
当
な
自
主
占
有
で
は
あ
る
が
時
効
取
得
占
有
で
は
な
い
－
－
の
特
性
を
指
す
。
つ
ま
り
、
「
悪
意
」
m
a
－
a
f
i
d
e
s
の
基
準
 
 

に
従
い
、
二
種
の
占
有
権
原
な
い
し
占
有
特
性
表
示
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
冒
頭
命
題
の
理
論
的
本
質
で
あ
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

本
法
文
に
お
け
る
「
原
因
」
〔
の
用
語
〕
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
取
得
原
因
、
つ
ま
ケ
本
例
で
は
売
買
、
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
 
 

明
ら
か
で
あ
る
。
「
買
主
」
占
有
原
因
、
お
よ
び
「
買
主
」
時
効
取
得
原
因
は
双
方
と
も
有
効
な
売
買
を
前
提
と
す
る
。
売
買
と
い
う
取
得
 
 

カ
ウ
サ
 
 

カ
ウ
サ
 
原
因
に
関
し
て
は
、
占
有
「
原
因
」
は
時
効
取
得
「
原
因
」
と
は
異
な
る
、
な
ど
と
は
そ
も
そ
も
言
い
え
な
い
。
従
っ
て
こ
の
法
文
も
ま
た
、
 
 

カ
ウ
サ
 
「
原
因
」
を
、
い
く
つ
か
の
要
件
を
具
備
し
、
上
位
概
念
と
し
て
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
を
含
む
と
こ
ろ
の
、
占
有
特
性
表
 
 

カ
ウ
サ
 
 

示
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
パ
ウ
ル
ス
が
冒
頭
文
で
立
て
た
占
有
「
原
因
」
と
取
得
博
効
 
 

力
ウ
サ
（
4
9
）
 
「
原
因
」
の
ち
が
い
に
納
得
の
ゆ
く
説
明
が
出
来
る
こ
と
と
な
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
従
っ
て
、
「
原
因
」
を
取
得
原
因
と
し
て
解
釈
す
る
可
能
性
は
全
く
な
い
。
冒
頭
の
文
で
は
、
二
種
類
の
占
有
特
性
表
示
が
問
題
と
な
る
。
 
 

し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
本
当
に
的
確
な
の
か
～
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
幸
三
三
法
文
序
項
お
よ
び
三
項
に
つ
き
、
文
脈
か
ら
明
 
 

ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
解
釈
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
た
 
（
二
節
一
一
款
三
項
）
 
が
、
冒
頭
の
法
文
で
も
、
c
a
u
s
a
 
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
を
 
 

〝
時
効
取
得
状
況
″
と
拡
大
し
た
解
釈
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
か
～
 
こ
こ
で
も
ま
セ
、
文
脈
が
冒
頭
文
を
〝
占
有
状
況
と
時
効
取
得
状
 
 

況
は
ち
が
う
″
と
解
釈
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
か
？
そ
の
答
は
、
そ
の
通
り
と
い
う
し
か
あ
り
え
な
い
。
す
で
に
確
認
し
た
 
（
二
節
一
一
 
 

款
三
項
）
よ
う
に
、
〝
時
効
取
得
状
況
″
は
、
時
効
取
福
占
有
む
指
し
う
る
の
み
で
、
同
様
の
こ
と
が
〝
占
有
状
況
″
に
も
妥
当
す
る
。
す
 
 

な
わ
ち
、
こ
の
単
語
に
よ
っ
て
あ
る
決
ま
っ
た
占
有
種
類
が
考
え
ら
れ
得
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
こ
の
種
の
解
 
 

釈
を
排
斥
す
る
文
脈
の
決
定
的
諸
要
素
を
看
過
し
て
い
る
。
〔
ま
ず
第
一
に
〕
最
後
の
文
中
で
の
「
買
主
」
占
有
権
原
郁
決
定
的
で
あ
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 

c
a
u
s
a
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
i
s
（
「
占
有
原
因
」
）
と
い
う
表
現
は
た
だ
こ
の
権
原
に
閲
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
売
買
」
と
い
う
取
得
原
 
 

因
は
連
結
点
と
し
て
は
一
切
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
「
買
主
と
し
て
」
p
r
O
 
e
m
p
t
O
r
e
と
い
う
の
は
占
有
特
性
表
 
 

示
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
カ
ウ
サ
」
は
上
位
概
念
と
し
て
、
占
有
特
性
表
示
と
し
て
の
み
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
な
お
、
今
ま
で
気
付
か
れ
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か
な
っ
た
重
要
な
文
脈
上
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
正
原
因
に
基
づ
く
」
が
「
悪
意
」
 
で
獲
得
さ
れ
た
占
有
の
評
価
を
め
ぐ
る
古
典
期
 
 

学
者
の
論
争
に
、
こ
の
法
文
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

パ
ウ
ル
ス
が
、
こ
の
法
文
で
古
典
期
法
学
者
間
の
あ
る
論
争
に
対
し
そ
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
、
と
い
う
事
実
に
、
従
来
何
ら
注
意
が
 
 

払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
争
点
は
、
「
正
原
因
に
基
づ
く
」
悪
意
取
得
者
の
占
有
の
性
質
を
ど
う
分
類
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
 
 

種
の
占
有
を
否
定
的
に
「
占
有
者
と
し
て
」
 
〔
の
占
有
〕
 
と
分
類
す
る
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
お
よ
び
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
の
見
解
は
、
す
で
に
、
 
 

二
節
一
一
款
三
項
で
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
見
解
が
争
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
自
身
は
そ
れ
を
否
定
し
た
こ
 
 

（
5
1
）
 
 

と
が
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
五
巻
三
幸
一
三
法
文
八
項
か
ら
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
る
。
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
 
 

法
一
項
お
よ
び
本
款
冒
頭
パ
ウ
ル
ス
法
文
に
お
け
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
「
悪
意
」
買
主
が
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
知
っ
た
上
で
他
人
の
 
 

相
続
財
産
を
買
う
者
で
あ
る
。
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
は
、
そ
の
占
有
を
「
占
有
者
〔
占
有
〕
」
と
分
類
す
る
何
人
か
の
学
者
（
q
u
i
d
a
m
）
 
の
見
 
 

解
と
は
反
対
に
、
そ
の
者
は
〝
強
盗
″
で
は
な
い
 
（
n
か
m
O
e
n
i
m
p
r
a
e
d
O
e
S
t
）
 
と
し
、
我
法
文
の
パ
ウ
ル
ス
と
同
じ
く
 
〔
相
続
財
産
の
〕
 
 

（
5
2
）
 
 

買
主
と
し
て
 
（
u
t
e
m
p
t
O
r
u
n
i
く
e
r
i
s
i
t
已
i
s
）
 
と
考
え
る
。
こ
の
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
法
文
の
詳
細
に
こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
。
こ
の
法
文
を
、
 
 

こ
れ
に
関
す
る
法
学
論
争
の
証
拠
と
し
て
、
ま
た
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
〔
本
款
冒
頭
法
文
〕
 
に
お
け
る
パ
ウ
ル
ス
の
態
度
を
位
 
 

置
づ
け
る
そ
の
背
景
と
し
て
の
み
挙
げ
る
 
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。
従
っ
て
、
冒
頭
法
文
に
立
戻
る
。
 
 
 

パ
ウ
ル
ス
の
場
合
に
は
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
と
は
ち
が
っ
て
、
否
定
し
た
見
解
に
対
す
る
批
判
は
表
面
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
 
 

〔
‖
否
定
し
た
見
解
〕
 
に
よ
れ
ば
悪
意
買
主
の
占
有
を
「
占
有
者
（
占
有
）
」
と
分
薫
き
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
 
 

か
し
、
「
な
ぜ
な
ら
あ
る
者
は
買
っ
た
…
…
と
正
当
に
言
わ
れ
る
」
と
い
う
語
句
か
ら
、
パ
ウ
ル
ス
が
反
対
の
意
見
を
持
つ
あ
る
法
学
者
の
 
 

議
論
に
与
み
す
る
こ
と
が
推
論
さ
れ
る
。
「
悪
意
」
買
主
が
「
買
主
と
し
て
」
占
有
す
る
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
判
断
を
、
言
及
の
な
い
「
占
 
 

有
者
」
占
有
特
性
と
の
対
比
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
款
冒
頭
の
法
文
の
議
論
文
脈
で
の
一
 
 

つ
の
本
質
的
特
徴
が
与
え
ら
れ
る
。
法
学
者
間
で
の
論
争
に
対
応
し
て
、
こ
の
法
文
も
ま
た
、
悪
意
取
得
者
の
占
有
に
い
か
な
る
占
有
特
性
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を
与
え
る
べ
き
か
 
－
 
つ
ま
り
、
売
買
事
例
で
は
「
買
主
」
占
有
か
「
占
有
者
」
占
有
の
い
ず
れ
か
 
ー
 
の
問
題
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

っ
ま
り
、
あ
る
特
定
の
占
有
を
ど
の
よ
う
に
分
類
す
る
か
と
い
う
法
的
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
の
中
で
は
、
占
有
「
カ
ウ
サ
」
な
 
 

い
し
時
効
取
得
「
カ
ウ
サ
」
を
〝
状
況
″
ぁ
る
い
は
〝
事
情
″
と
解
釈
す
る
可
能
性
は
全
く
な
い
。
占
有
を
あ
る
占
有
状
況
に
よ
っ
て
分
類
 
 

で
き
な
い
 
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。
「
使
用
取
得
原
因
」
c
a
u
s
甘
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
に
つ
き
〝
時
効
取
得
状
況
″
と
解
釈
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
、
 
 

ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
お
よ
び
三
項
（
二
節
二
款
四
項
）
 
に
お
け
る
「
カ
ウ
サ
」
に
つ
い
て
と
全
く
同
じ
 
 

カ
ウ
サ
 

カ
ウ
サ
 
く
、
自
己
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
結
論
に
よ
っ
て
、
占
有
「
原
因
」
お
よ
び
時
効
取
得
「
原
因
」
を
相
異
な
る
占
有
特
性
表
示
で
あ
る
と
い
う
 
 

上
述
の
概
念
規
定
が
終
局
的
に
確
証
さ
れ
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

我
々
は
次
に
、
占
有
権
原
お
よ
び
時
効
取
得
権
原
に
つ
い
て
、
な
ら
び
に
「
原
因
」
と
「
善
意
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
ロ
ー
マ
法
理
論
に
 
 

閲
し
、
こ
の
法
文
か
ら
ど
の
よ
う
な
帰
結
が
引
き
出
し
う
る
の
か
の
問
題
に
移
る
。
ロ
ー
マ
法
研
究
文
献
に
お
い
て
は
、
パ
ウ
ル
ス
が
こ
こ
 
 

で
表
明
す
る
新
た
な
見
解
の
射
程
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
こ
の
学
説
彙
纂
法
文
に
お
い
て
、
取
得
原
因
と
時
効
取
得
原
 
 

因
の
区
別
が
ロ
ー
マ
法
研
究
の
中
で
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
意
趣
返
し
に
あ
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
〝
時
効
取
得
占
有
を
特
徴
づ
け
る
 
 

占
有
特
性
表
示
″
と
い
う
狭
義
の
「
使
用
取
得
原
因
」
と
い
う
ロ
ー
マ
の
概
念
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ウ
ル
 
 

（
5
3
）
 
 

ス
の
占
有
原
因
と
時
効
取
得
原
因
の
区
別
が
、
理
論
的
お
よ
び
用
語
の
点
で
正
確
に
は
い
か
な
る
帰
結
と
な
る
か
、
も
ま
た
洞
察
さ
れ
な
 
 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
法
文
で
の
言
明
の
射
程
は
、
解
釈
者
何
人
か
が
考
え
た
よ
り
は
る
か
に
狭
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
ボ
ン
ポ
ー
 
 

ニ
ウ
ス
、
他
方
で
パ
ウ
ル
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
間
の
違
い
は
、
た
だ
、
「
正
原
因
に
よ
る
」
「
悪
意
」
取
得
者
の
占
有
の
つ
い
て
の
ち
が
っ
 
 

た
判
断
に
関
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
と
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
は
こ
れ
ら
の
者
の
占
有
を
「
占
有
者
」
占
有
と
分
類
し
、
 
 

こ
れ
に
対
し
、
パ
ウ
ル
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
個
別
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
言
取
得
者
の
悪
意
と
の
無
関
連
を
強
 
 

調
す
る
。
彼
ら
〔
＝
パ
ウ
ル
ス
、
ウ
ル
ビ
ア
ー
メ
ス
〕
は
そ
れ
故
、
有
効
な
取
得
原
因
が
あ
る
場
合
、
正
当
な
自
主
占
有
か
ら
出
発
し
、
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従
っ
て
悪
意
売
買
の
場
合
に
、
「
買
主
と
し
て
」
占
有
か
ら
出
発
す
る
。
 
 
 

時
効
取
得
占
有
の
要
件
た
る
善
意
の
欠
如
は
、
こ
の
新
し
い
見
解
に
従
え
ば
、
悪
意
取
得
者
の
「
正
原
因
に
よ
り
」
得
た
占
有
を
「
占
有
 
 

者
〔
占
有
〕
」
と
分
類
し
な
い
。
こ
こ
で
の
黙
示
的
な
理
由
づ
け
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
取
得
者
の
占
有
を
、
窃
盗
あ
る
い
は
強
盗
の
 
 

占
有
と
同
じ
で
あ
る
と
判
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
盗
人
の
占
有
と
ち
が
っ
て
、
そ
の
占
有
は
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
取
得
原
因
と
占
有
の
暇
庇
な
き
こ
と
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
は
、
こ
の
連
関
で
売
買
事
例
に
つ
い
て
 
 

と
り
わ
望
冗
買
代
金
の
支
払
〔
と
い
う
事
実
〕
を
強
調
す
る
。
「
代
価
を
支
払
っ
た
者
は
強
盗
で
な
い
」
（
学
、
五
巻
三
章
一
三
法
八
項
、
五
 
 

〇
巻
一
七
章
一
二
六
法
文
）
。
パ
ウ
ル
ス
の
も
と
で
は
こ
の
論
拠
は
な
い
。
パ
ウ
ル
ス
は
、
悪
意
の
買
主
は
、
た
と
え
ど
ん
な
に
「
悪
意
」
 
 

で
あ
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
買
っ
た
の
で
あ
る
、
と
の
み
強
調
す
る
。
更
に
、
こ
の
パ
ウ
ル
ス
法
文
で
は
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
の
〔
上
 
 

述
法
文
〕
学
、
五
巻
三
幸
一
三
法
文
八
項
と
比
敵
す
る
と
、
一
般
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
買
事
例
が
法
文
の
は
じ
ま
り
に
あ
る
一
 
 

般
的
に
表
現
さ
れ
た
見
解
 
－
 
占
有
原
因
と
時
効
取
得
原
因
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
 
－
 
の
根
拠
づ
け
に
役
立
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
 
 

の
一
般
化
は
パ
ウ
ル
ス
に
は
℃
め
て
由
来
す
る
も
の
で
な
く
、
盛
期
古
典
期
に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
他
の
学
説
彙
纂
法
文
か
ら
明
ら
 
 

か
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
以
上
立
入
ら
な
い
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

時
効
取
得
「
原
因
」
に
関
し
て
は
何
ら
の
変
更
が
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
お
よ
び
他
の
す
べ
て
の
盛
 
 

期
古
典
期
法
学
者
と
全
く
同
様
に
、
パ
ウ
ル
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
「
善
意
」
は
時
効
取
得
権
原
（
「
使
用
取
得
原
因
」
）
 
 

の
要
素
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
と
異
な
る
意
見
の
法
学
者
が
一
人
で
も
あ
り
、
「
善
意
」
が
時
効
取
得
権
原
の
要
素
で
な
い
、
と
考
え
た
者
 
 

が
あ
る
と
か
い
う
こ
と
は
ど
の
法
文
か
ら
も
出
て
こ
な
い
。
従
っ
て
、
悪
意
取
得
者
の
「
正
原
因
に
基
づ
く
」
占
有
が
、
（
「
買
主
と
し
て
」
 
 

〔
占
有
〕
「
受
遣
者
と
し
て
」
〔
占
有
〕
等
々
と
権
原
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
否
定
的
に
「
占
有
者
〔
占
有
〕
」
と
は
分
類
し
な
い
、
と
い
う
見
解
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
カ
ウ
サ
 
 

（
学
、
五
巻
三
幸
一
三
法
文
八
項
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
）
が
貫
徹
し
た
後
に
も
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
は
、
時
効
取
得
「
原
因
」
が
 
 

「
善
意
」
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
堅
持
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
…
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
類
型
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
パ
ウ
 
 
70（3・135）645   



講 演  

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ロ
ー
マ
の
立
場
か
ら
す
る
と
い
か
に
「
善
意
」
が
、
時
効
取
得
権
原
の
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
要
素
ヒ
感
じ
ら
れ
た
か
は
、
個
別
の
「
と
し
て
 
 

〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
邑
に
関
す
る
法
史
料
の
用
語
上
の
二
つ
の
特
徴
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
消
極
的
に
、
、
法
学
者
は
時
効
取
得
占
有
を
 
 

表
現
す
る
に
つ
ミ
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
に
「
善
意
」
を
組
み
合
す
表
現
を
一
度
た
り
と
も
使
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
法
 
 

史
料
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
〔
す
な
わ
ち
〕
「
（
「
売
買
原
因
に
基
づ
き
」
）
買
主
と
し
て
か
つ
善
意
で
占
有
す
る
」
と
い
っ
た
表
現
を
法
史
料
 
 

に
見
出
そ
う
と
探
し
て
も
無
益
で
あ
る
。
も
し
、
少
く
と
も
パ
ウ
ル
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
以
来
は
、
「
買
主
と
し
て
〔
占
有
〕
」
と
「
善
 
 

意
」
が
理
論
的
に
相
互
に
完
全
に
独
立
の
要
素
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
こ
と
を
ど
う
説
明
す
べ
き
か
。
〔
従
来
の
〕
 
ロ
ー
マ
法
研
究
者
 
 

は
こ
の
問
題
に
答
え
る
す
べ
が
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
法
史
料
に
お
い
て
、
明
示
的
に
は
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
一
〇
章
一
法
文
、
パ
ウ
ル
ス
、
同
巻
二
章
三
法
 
 

文
四
項
に
お
い
て
、
さ
ら
に
黙
示
的
に
闇
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
同
巻
三
章
二
二
法
文
二
項
に
お
い
て
「
買
主
と
し
て
、
か
つ
、
自
己
物
と
し
 
 

て
」
p
r
O
e
m
p
t
O
r
e
e
t
p
r
O
S
u
O
と
い
う
よ
う
な
時
効
取
得
占
有
を
示
し
て
い
る
表
現
が
使
わ
れ
、
し
か
も
、
盛
期
古
典
期
学
者
マ
ウ
リ
キ
 
 

ア
ー
ヌ
ス
以
来
、
見
出
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
間
題
に
対
し
て
も
、
ロ
ー
マ
研
究
文
献
中
に
は
、
満
足
す
べ
き
解
答
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
間
 
 

ヵ
ゥ
サ
 
 

カ
ウ
サ
 
題
は
、
悪
意
買
主
の
「
買
主
」
占
有
「
原
因
」
と
善
意
買
主
の
「
買
主
」
時
効
取
得
「
原
因
」
を
区
別
す
る
新
し
い
見
解
が
貫
徹
し
た
の
ち
 
 

に
、
「
…
…
と
し
て
占
有
す
る
」
が
複
数
の
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
立
入
ら
な
い
。
 
 

た
だ
一
点
だ
け
こ
こ
で
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
〔
＝
本
款
冒
頭
法
文
〕
に
証
さ
れ
る
時
効
取
得
原
因
 
 

（
「
善
意
」
を
含
む
）
と
悪
意
取
得
者
の
占
有
原
因
の
区
別
は
、
用
語
法
上
、
「
占
有
す
る
」
p
O
S
S
i
d
e
r
e
と
組
み
合
さ
れ
る
個
別
の
「
と
し
 
 
 

ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
三
〇
法
文
五
項
、
同
巻
三
章
一
五
法
文
序
項
に
お
け
る
よ
う
に
、
時
効
取
得
占
有
に
関
す
る
こ
と
が
文
脈
か
ら
明
 
 

ら
か
と
な
る
場
合
は
、
「
…
と
し
て
占
有
す
る
」
類
型
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
そ
れ
故
、
パ
ウ
ル
ス
も
ま
た
、
常
に
他
の
法
学
者
す
べ
て
 
 

カ
ウ
サ
 
 

と
同
じ
く
、
「
善
意
」
を
時
効
取
得
「
原
因
」
 
 

（
5
4
）
 
 

る
。
 
 

そ
れ
が
同
時
に
占
有
権
原
で
も
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
 
 

の
要
素
と
し
て
見
て
い
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講 演  

て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
二
＝
「
…
…
と
し
て
占
有
す
る
」
〕
が
多
義
的
と
な
る
帰
結
を
生
ん
だ
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
以
降
、
「
買
 
 

主
と
し
て
」
〔
占
有
〕
、
あ
る
い
は
「
受
贈
者
と
し
て
」
〔
占
有
〕
の
よ
う
な
権
原
は
善
意
の
罫
素
を
含
む
こ
と
も
あ
り
、
含
ま
な
い
こ
と
も
 
 

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
使
用
取
得
す
る
」
と
結
ぶ
場
合
〔
＝
「
…
…
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
〕
は
、
常
に
時
効
取
得
占
有
を
示
す
。
「
占
有
 
 

す
る
」
と
結
ぶ
場
合
は
、
も
は
や
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
の
場
合
に
そ
う
で
あ
っ
た
（
二
節
一
一
款
三
項
）
 
の
よ
う
に
は
、
 
 

一
義
的
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
悪
意
取
得
者
も
今
や
「
買
主
と
し
て
」
ま
た
は
「
受
贈
者
と
し
て
」
占
有
し
う
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
 
 

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
…
…
と
し
て
占
有
す
る
」
と
い
う
表
現
も
、
文
脈
か
ら
時
効
取
得
占
有
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
こ
と
も
 
 

あ
り
う
る
 
（
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
三
〇
法
文
五
項
、
同
巻
三
章
一
五
法
文
序
項
）
。
 
 

一
款
 
古
典
期
ロ
ー
マ
法
の
時
効
取
得
に
は
、
相
互
に
独
立
の
三
要
件
の
み
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〓
）
要
件
を
備
え
た
占
有
（
p
O
S
・
 
 

s
e
s
s
i
O
p
r
O
）
 
（
二
）
 
〔
そ
の
占
有
対
象
物
が
〕
時
効
取
得
可
能
物
（
r
e
s
☆
h
a
b
i
－
i
s
）
 
で
あ
る
こ
と
 
（
三
）
一
年
も
し
く
は
二
年
の
占
有
の
継
 
 

続
（
c
O
n
t
i
n
u
a
t
i
O
p
O
S
S
e
S
S
i
O
ロ
i
s
）
 
 

カ
ウ
サ
 
 

ニ
款
 
原
因
（
取
得
原
因
）
、
占
有
の
塀
庇
な
き
こ
と
、
「
善
意
」
は
、
要
件
を
備
え
た
占
有
な
い
し
時
効
取
得
占
有
の
、
相
互
に
理
論
的
 
 

ヽ
ヽ
 
 

に
独
立
の
占
有
要
件
と
し
て
、
こ
れ
の
下
位
に
位
置
し
、
だ
か
ら
上
逓
の
上
位
の
三
つ
の
時
効
取
得
要
件
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
。
 
 
 

三
款
 
注
釈
学
派
理
論
の
時
効
取
得
五
要
件
（
「
時
効
取
得
可
能
物
」
）
 
「
権
原
」
「
善
意
」
「
占
有
」
「
期
間
」
）
 
は
、
法
史
的
に
も
理
論
的
 
 

カ
ウ
サ
 
 

四
節
 
第
三
問
題
領
域
。
ロ
ー
マ
時
効
取
得
要
件
の
体
系
、
特
に
取
得
原
因
と
し
て
の
「
原
因
」
 
 

お
よ
び
 
「
善
意
」
 
の
位
置
 
 

題
 
 

命
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に
も
維
持
し
き
れ
ず
ま
た
講
学
上
も
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
お
り
、
九
百
年
後
の
今
、
ロ
ー
マ
法
体
系
書
、
教
科
書
か
ら
消
滅
す
る
と
き
で
あ
 
 

る
。
〔
そ
う
で
な
く
て
も
〕
少
く
と
も
、
理
論
的
お
よ
び
講
学
的
手
本
と
し
て
の
そ
れ
は
、
歴
史
的
研
究
方
法
を
と
る
現
代
の
ロ
ー
マ
法
研
 
 

究
の
よ
り
正
確
な
基
準
に
従
い
批
判
的
再
検
討
に
服
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

四
款
 
時
効
取
得
要
件
の
古
典
法
体
系
に
お
い
て
は
、
取
得
原
因
、
占
有
の
暇
庇
な
き
こ
と
、
取
得
者
の
善
意
を
要
件
を
備
え
た
、
「
使
 
 

用
取
得
」
に
不
可
欠
な
占
有
が
第
一
次
的
要
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
占
有
に
は
、
常
に
「
体
素
と
心
素
に
よ
る
」
c
O
r
p
O
r
e
e
t
a
m
i
m
O
 
 

占
有
獲
得
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
事
情
か
ら
占
有
意
思
と
事
実
的
物
支
配
に
基
づ
く
、
か
か
る
占
有
獲
得
が
な
い
と
い
う
こ
と
 
 

が
生
ず
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
使
用
取
得
」
に
適
格
の
占
有
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
観
点
で
の
み
、
時
効
取
得
領
域
で
 
 

「
占
有
」
の
要
件
が
、
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
t
e
－
に
含
ま
れ
る
占
有
特
質
と
は
関
係
な
し
に
、
役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
あ
り
え
 
 

よ
う
。
パ
ウ
ル
ス
が
学
、
四
一
巻
三
章
四
法
二
－
四
項
 
－
 
そ
こ
で
は
、
占
有
意
思
が
使
用
取
得
と
の
関
係
で
明
示
的
あ
る
い
は
黙
示
的
に
 
 

役
割
を
演
じ
て
い
る
 
一
 
に
お
い
て
こ
れ
を
「
占
有
」
要
件
と
結
び
つ
け
ず
、
何
人
が
時
効
取
得
し
う
る
か
の
問
題
と
結
び
つ
け
て
い
る
 
 

（
学
、
四
一
巻
三
幸
四
法
文
序
項
参
照
）
 
こ
と
は
、
目
を
引
く
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 
五
款
 
従
っ
て
、
注
釈
学
派
理
論
お
よ
び
今
日
の
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
多
数
と
は
ち
が
い
、
古
典
期
法
学
者
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
「
原
因
」
 
 

（
取
得
原
因
）
 
と
独
立
に
自
主
占
有
あ
る
い
は
特
示
命
令
占
有
と
し
て
分
類
さ
れ
る
、
時
効
取
得
要
件
た
る
「
占
有
」
は
な
い
、
と
い
う
こ
 
 

（
5
5
）
 
と
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
に
と
っ
て
は
、
時
効
取
得
占
有
が
中
心
的
問
題
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
時
効
取
得
の
理
解
に
 
 

は
、
我
々
に
伝
わ
る
「
使
用
取
得
」
定
義
（
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
『
法
範
』
」
九
章
八
節
、
前
述
二
節
五
款
二
項
）
が
、
今
な
お
理
論
的
、
講
 
 

学
的
に
最
も
適
切
な
出
発
点
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ロ
ー
マ
人
と
同
じ
く
取
得
時
効
権
原
と
取
得
原
因
の
区
別
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
当
然
前
 
 

提
と
さ
れ
る
。
こ
の
定
義
は
本
質
的
な
も
の
を
含
む
。
す
な
わ
ち
、
時
効
取
得
は
（
い
く
つ
も
の
要
件
を
具
備
し
た
）
「
占
有
」
（
「
…
と
し
 
 

て
の
占
有
」
p
O
S
S
e
S
S
i
O
p
r
O
）
を
、
法
定
の
期
間
を
中
断
な
く
保
持
し
続
け
る
こ
と
に
よ
る
所
有
権
取
得
で
あ
る
。
 
 
 

六
款
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
メ
ス
帝
法
に
つ
い
て
は
、
期
間
の
変
更
、
イ
タ
リ
ア
の
土
地
と
属
州
の
土
地
間
の
相
違
の
解
消
お
よ
び
用
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語
上
の
細
分
化
を
別
と
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
時
効
取
得
要
件
の
構
造
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
 
 
 

七
款
 
最
後
に
、
サ
ザ
ィ
l
T
、
リ
ッ
コ
ボ
ー
ノ
、
カ
ー
サ
ー
の
見
解
と
は
異
な
り
、
ロ
ー
マ
の
「
使
用
取
得
」
理
論
に
お
い
て
p
O
S
・
 
 

S
e
S
S
i
O
C
i
邑
i
s
（
「
市
民
法
占
有
」
）
 
と
い
う
概
念
は
い
か
な
る
役
割
も
果
し
て
い
な
い
、
と
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

＊
本
稿
は
筆
者
が
二
〇
〇
三
年
一
月
、
九
州
大
学
法
学
部
の
同
学
西
村
重
雄
民
ら
と
の
共
同
研
究
の
た
め
渡
日
し
行
っ
た
講
演
に
手
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
 
 
 

で
あ
る
。
長
年
の
秀
れ
た
文
化
伝
統
を
今
に
生
か
す
日
本
に
敬
意
を
表
す
と
共
に
日
欧
間
の
学
問
的
交
流
の
一
層
の
展
開
を
期
待
す
る
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
参
照
。
「
く
a
c
c
a
｝
U
s
u
c
a
p
i
O
n
e
も
i
r
i
t
t
O
R
O
m
a
ロ
○
－
E
D
｝
舛
L
く
〉
（
M
i
－
a
n
O
－
憲
N
）
〉
諾
竿
－
○
芦
 
と
り
わ
け
一
〇
〇
二
貢
注
四
六
「
正
当
原
因
 
 
 

に
閲
し
そ
の
概
念
は
は
な
は
だ
し
く
不
透
明
で
あ
る
」
。
 
 

（
2
）
 
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
学
、
六
巻
二
幸
一
三
法
文
二
項
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
五
項
、
同
巻
三
章
一
三
法
文
一
項
お
よ
び
同
巻
四
章
二
 
 
 

法
文
一
六
項
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
六
巻
二
幸
七
法
文
二
項
お
よ
び
四
項
。
こ
れ
ら
の
法
文
に
閲
し
、
と
り
わ
け
H
．
H
a
u
s
m
a
n
i
n
g
e
r
〉
 
D
i
e
 
 
 

h
b
O
n
a
f
i
d
2
S
、
d
e
s
E
r
s
i
t
2
u
n
g
S
b
e
s
i
t
z
e
r
s
i
m
k
－
a
s
s
i
s
c
h
e
n
r
α
m
i
s
c
h
e
n
R
e
c
ぎ
W
i
e
n
・
M
旨
c
h
e
n
－
駕
庭
－
？
芦
 
 

（
3
）
 
プ
ロ
ク
ル
ス
、
学
、
二
三
巻
三
幸
六
七
法
文
、
ネ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
、
学
、
四
一
巻
一
〇
章
五
法
文
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
ー
ア
フ
リ
カ
ー
メ
ス
、
同
巻
 
 
 

四
章
一
一
法
文
、
ケ
ル
ス
ス
ー
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
同
巻
三
章
二
七
法
文
。
権
原
誤
想
問
題
に
つ
き
、
T
h
．
M
a
y
e
7
M
a
－
y
〉
D
a
s
P
u
t
a
t
i
象
t
e
官
O
b
・
 
 
 

】
e
m
b
e
i
d
2
r
ビ
s
u
c
a
p
i
O
－
）
G
r
a
2
・
K
望
ロ
ー
宗
N
〉
H
．
H
a
u
s
m
a
n
i
n
g
e
r
、
O
p
．
C
i
t
．
（
〇
．
A
n
m
．
N
）
｝
畠
・
声
H
．
H
．
J
a
k
O
b
s
－
E
r
r
O
r
f
a
－
s
a
e
c
a
u
s
a
e
i
n
 
 
 

F
e
s
t
s
c
h
r
i
f
t
F
－
u
ヨ
e
）
H
・
H
J
a
k
O
b
∽
－
B
・
K
n
O
b
b
2
・
K
e
u
k
・
－
E
．
P
i
c
k
e
r
⊥
．
W
i
－
h
e
－
m
（
H
r
s
g
．
）
－
K
望
n
－
笥
∞
〉
畠
ふ
∽
、
K
．
B
a
u
e
r
も
r
s
i
z
u
ロ
g
u
n
d
 
 
 

B
e
r
e
i
c
h
e
r
u
n
g
i
m
k
－
a
s
s
i
s
c
h
e
n
r
α
m
i
s
c
h
e
n
R
e
c
h
t
u
n
d
d
i
e
E
r
s
i
t
z
u
ロ
g
i
m
B
G
B
〉
B
e
ユ
i
n
－
麗
∞
．
 
 

（
4
）
 
以
下
の
学
説
彙
纂
法
文
に
関
す
る
。
学
、
四
一
巻
二
章
三
法
文
二
一
項
、
同
章
五
法
文
、
同
巻
三
章
三
三
法
文
序
項
、
一
項
、
三
項
。
 
 

（
5
）
 
と
り
わ
け
、
「
使
用
取
得
正
原
因
」
ぎ
s
t
a
c
a
u
s
a
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
に
つ
い
て
各
学
者
の
叙
述
が
極
め
て
異
り
、
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
参
照
、
例
 
 
 

え
ば
、
J
・
C
・
く
a
n
O
完
n
｝
↓
R
－
三
－
琵
空
合
丁
会
N
．
の
ボ
ン
フ
ァ
ン
テ
、
フ
ォ
ー
ル
の
定
義
に
つ
い
て
。
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
エ
ン
自
身
は
、
ロ
ー
マ
の
法
 
 
 

学
者
は
時
効
取
得
権
原
と
い
う
専
門
概
念
を
も
た
ず
ま
た
持
と
う
と
努
め
な
か
っ
た
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
M
．
L
a
u
r
i
a
（
S
t
u
d
i
 
A
r
a
n
g
i
？
R
u
i
z
〉
 
 
 

l
く
L
誤
〕
Y
g
ご
も
同
じ
意
見
で
あ
る
。
「
『
使
用
取
得
正
原
因
』
は
学
説
の
一
大
幻
想
に
す
ぎ
な
い
」
。
類
似
の
見
解
が
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
 
 
 

九
六
頁
、
バ
ウ
ア
ー
、
前
掲
書
、
四
三
頁
に
み
ら
れ
る
。
 
 

（
6
）
 
参
照
、
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
九
三
頁
、
「
彼
〔
－
－
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
〕
は
そ
の
際
、
次
の
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
占
有
の
そ
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れ
ぞ
れ
の
特
性
は
獲
得
行
為
と
結
び
つ
い
て
い
る
（
参
照
、
た
と
え
ば
、
「
暴
力
に
よ
り
、
隠
秘
に
、
容
仮
占
有
に
よ
り
占
有
す
る
」
）
 
の
が
基
本
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
際
『
善
意
で
占
有
す
る
』
も
例
外
を
な
さ
ず
、
善
意
の
占
有
獲
得
の
特
性
を
表
示
し
て
い
る
」
。
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
の
見
解
は
、
挙
げ
ら
れ
た
占
 
 

有
特
性
に
つ
い
て
は
正
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
に
関
し
て
は
妥
当
し
な
い
。
こ
れ
〔
＝
「
と
し
て
〔
占
 
 

有
〕
」
榛
原
〕
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
構
成
要
素
と
は
異
な
り
、
〔
占
有
〕
獲
得
行
為
に
は
結
び
つ
か
ず
、
獲
得
行
為
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
な
 
 
 

の
で
あ
る
。
後
述
、
二
節
一
〇
款
四
項
参
照
。
 
 

（
7
）
 
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
『
法
範
』
、
一
九
葦
八
節
「
使
用
取
得
は
一
年
あ
る
い
は
二
年
の
占
有
の
継
続
に
よ
る
所
有
権
の
取
得
で
あ
る
。
動
産
に
つ
い
て
 
 
 

は
一
年
、
不
動
産
に
つ
い
て
は
二
年
」
。
モ
デ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
幸
三
法
文
「
使
用
取
得
は
法
律
の
定
め
る
期
間
の
占
有
継
続
に
よ
る
所
 
 

有
権
の
取
得
で
あ
る
。
」
こ
の
定
義
に
つ
き
、
T
h
．
M
a
y
e
r
・
M
a
－
y
i
n
S
t
u
d
i
B
e
t
t
i
J
l
I
〉
M
i
－
a
ロ
○
－
芸
N
∴
会
？
∽
○
芦
缶
？
会
〇
．
 
 

（
且
 
こ
の
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
法
研
究
文
献
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
が
、
占
有
を
分
類
す
る
占
有
要
素
に
つ
い
て
は
一
致
を
み
て
い
な
い
。
M
・
カ
ー
 
 

サ
ー
の
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
に
い
く
つ
か
の
表
現
が
あ
る
。
例
え
ば
、
B
I
D
R
澄
（
－
芸
亡
岩
「
と
い
う
町
は
、
そ
の
占
有
が
、
権
原
を
別
す
れ
ば
、
 
 
 

『
善
意
』
お
よ
び
期
間
経
過
の
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
が
、
そ
の
者
［
＝
時
効
取
得
者
］
 
に
利
益
と
な
る
」
。
D
a
s
 
r
α
m
i
s
c
h
e
 
P
r
i
畠
t
r
e
C
h
t
N
」
〉
M
旨
・
 
 

c
h
e
n
－
当
－
〉
缶
∞
・
巴
亘
「
前
古
典
期
、
古
典
期
に
お
い
て
は
『
使
用
取
得
』
は
一
年
も
し
く
は
二
年
の
間
存
続
す
る
要
件
を
備
え
た
占
有
に
よ
る
所
有
権
 
 

取
得
の
要
件
事
実
で
あ
る
」
。
最
後
に
K
u
r
z
－
e
h
r
b
u
c
h
－
の
ー
M
旨
c
h
e
n
－
岩
N
こ
－
N
∽
」
Ⅰ
〉
N
．
「
時
効
取
層
は
自
主
占
有
（
p
O
S
S
e
S
S
i
O
）
を
要
件
と
す
る
が
、
 
 
 

そ
の
占
有
は
共
和
政
後
期
以
来
、
更
に
『
正
原
因
』
i
u
s
t
a
 
c
a
u
s
a
の
要
件
に
よ
っ
て
p
O
S
S
e
S
S
i
O
 
C
i
邑
i
s
（
「
市
民
法
占
有
」
）
と
し
て
分
類
さ
れ
た
」
。
 
 

B
．
S
c
h
m
i
d
－
i
ロ
・
C
．
A
．
C
a
n
n
a
t
a
〉
D
r
O
i
t
p
r
i
急
r
ひ
m
a
i
n
♪
－
↑
a
u
s
a
n
n
e
－
夢
二
－
冨
∞
）
L
諾
⊥
琵
「
使
用
取
得
は
、
特
質
を
備
え
た
占
有
に
よ
る
所
有
 
 

権
の
原
始
取
得
と
い
う
効
果
が
あ
る
。
要
求
さ
れ
る
特
質
は
、
あ
る
い
は
占
有
取
得
の
客
観
的
・
主
観
的
条
件
、
あ
る
い
は
期
間
経
過
ま
で
の
占
有
の
継
 
 

続
で
あ
る
」
。
p
．
く
O
C
こ
n
s
t
i
t
u
z
i
O
n
i
ふ
ー
M
i
－
a
n
O
L
諾
や
N
の
N
「
使
用
取
得
は
特
別
の
要
件
を
備
え
た
、
〓
疋
の
期
間
の
、
物
の
占
有
の
継
続
に
よ
る
所
 
 
 

有
権
の
取
得
で
あ
る
」
。
 
 

（
9
）
 
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
一
章
三
一
法
文
序
項
「
単
な
る
引
渡
は
決
し
て
所
有
権
を
移
転
し
な
い
。
引
渡
が
そ
の
た
め
に
 
 
 

な
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
売
買
あ
る
い
は
そ
の
他
の
正
原
因
が
先
行
し
て
は
じ
め
て
〔
所
有
権
を
移
転
す
る
〕
」
。
パ
ウ
ル
ス
、
同
巻
三
章
四
八
法
文
「
も
し
売
 
 
 

買
が
先
行
し
な
い
場
合
は
」
、
勅
、
三
巻
三
二
章
二
四
法
文
（
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ー
メ
ス
、
マ
ク
シ
ミ
ア
ー
メ
ス
両
帝
、
二
九
四
年
）
「
法
の
理
は
、
正
 
 

権
原
が
先
行
し
な
い
な
ら
ば
占
有
す
る
者
が
所
有
権
を
得
る
こ
と
を
禁
ず
る
」
、
法
学
提
要
、
二
巻
六
章
序
節
末
尾
「
…
…
占
有
の
正
原
因
が
先
行
し
て
 
 
 

物
の
所
有
権
が
取
得
さ
れ
る
」
。
 
 

（
1
0
）
 
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
、
カ
ー
サ
ー
、
前
掲
『
ロ
ー
マ
私
法
』
、
一
巻
四
一
七
頁
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
カ
ー
サ
ー
は
、
「
古
典
期
の
見
解
は
売
買
 
 
 

そ
の
も
の
、
ま
た
贈
与
等
々
に
、
つ
ま
り
、
引
渡
で
実
現
さ
れ
る
目
的
合
意
の
中
に
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
過
程
が
あ
る
」
と
考
え
る
。
私
は
、
こ
の
考
 
 
 

え
は
法
史
料
に
即
応
し
な
い
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
、
カ
ー
サ
ー
、
同
書
、
四
一
六
－
七
貢
の
記
述
は
、
多
く
の
点
で
不
正
確
で
理
論
上
批
判
の
対
象
と
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な
る
。
例
え
ば
〝
現
実
売
買
あ
る
い
は
信
用
売
買
″
を
〝
目
的
的
合
意
″
の
も
と
に
こ
の
有
力
な
ロ
ー
マ
法
学
者
〔
＝
カ
ー
サ
1
〕
が
含
め
る
こ
と
は
私
 
 
 

の
理
解
を
超
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
下
記
二
節
九
款
一
項
参
照
。
 
 

（
1
1
）
 
参
看
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
一
章
三
一
法
文
序
項
（
注
九
に
引
用
）
 
「
そ
の
た
め
に
引
渡
が
な
さ
れ
と
こ
ろ
の
 
（
売
買
あ
る
い
は
そ
の
他
の
正
 
 
 

原
因
）
」
。
 
 

（
1
2
ニ
こ
の
表
現
は
A
．
P
e
r
n
i
c
e
〉
L
a
b
e
O
、
R
¢
m
i
s
c
h
e
s
P
r
i
昌
t
r
e
C
h
t
i
m
e
r
s
t
e
n
J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
e
d
e
r
K
a
i
s
e
r
z
e
i
t
㍍
L
－
H
a
】
】
e
－
∞
誤
（
N
a
c
h
d
r
．
 
 
 

A
a
－
e
n
－
宗
半
合
－
に
由
来
す
る
。
M
．
K
a
s
e
r
－
R
P
R
．
－
1
〉
畠
－
は
こ
れ
に
従
う
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 

（
1
3
）
 
こ
こ
で
は
最
も
重
要
な
根
拠
法
文
の
み
を
掲
げ
る
。
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
三
七
巻
六
章
一
一
法
文
「
そ
れ
は
贈
与
に
基
づ
い
て
で
は
な
く
債
務
の
原
因
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

に
基
づ
い
て
占
有
す
る
と
み
ら
れ
る
」
。
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
六
巻
三
章
九
八
法
文
二
項
「
債
務
の
原
因
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
た
物
」
、
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
ー
 
 
 

ヌ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
幸
四
六
法
文
「
債
務
の
原
因
で
物
を
受
領
し
た
者
は
弁
済
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
。
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
ー
メ
ス
法
文
に
お
い
て
、
 
 
 

時
効
取
得
権
原
 
（
「
弁
済
と
し
て
」
p
r
O
 
S
O
－
u
t
O
）
 
と
取
得
権
原
（
「
債
務
の
原
因
で
」
d
e
b
i
t
i
i
 
c
a
u
s
a
）
 
の
区
別
が
と
り
わ
け
く
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
 
 
 

い
る
。
従
っ
て
時
効
取
得
権
原
（
「
弁
済
と
し
て
」
）
 
に
関
し
て
も
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
取
得
原
因
・
・
・
・
－
実
際
に
存
在
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
両
当
 
 
 

事
者
が
間
違
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
、
例
え
ば
問
答
契
約
に
基
づ
く
債
務
 
－
 
は
占
有
獲
得
と
独
立
に
か
つ
先
立
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
 
 
 

が
あ
て
は
ま
る
。
「
支
払
原
因
で
」
s
O
－
完
n
d
i
 
c
a
u
s
a
と
い
う
表
現
（
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
十
二
巻
一
章
一
九
法
文
一
項
、
同
、
四
一
巻
三
章
三
三
 
 
 

法
文
三
項
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
六
巻
二
章
四
法
文
。
な
お
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
『
法
学
提
要
』
三
巻
九
一
節
「
支
払
い
の
意
図
で
」
s
O
－
完
n
d
i
 
a
n
i
m
O
も
参
 
 
 

照
）
 
お
よ
び
「
弁
済
と
し
て
」
p
r
O
S
O
－
u
t
O
と
い
う
表
現
（
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
三
幸
四
八
法
文
お
よ
び
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
 
 
 

幸
四
六
法
文
）
 
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
が
「
弁
済
」
s
O
－
u
t
i
O
を
「
引
渡
（
正
）
原
因
」
 
（
i
u
s
t
a
）
c
a
u
s
a
 
t
r
a
d
i
t
i
O
ロ
i
s
と
し
て
見
な
し
た
と
推
論
 
 
 

さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
理
論
的
分
析
の
欠
陥
に
基
い
て
生
じ
た
ロ
ー
マ
法
研
究
の
誤
っ
た
見
解
で
あ
る
。
 
 

（
1
4
）
 
こ
れ
ら
の
命
題
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
論
じ
な
い
。
「
自
己
物
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
O
 
S
u
O
お
よ
び
「
弁
済
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
 
 
 

原
p
r
O
S
O
－
u
t
O
に
つ
い
て
は
別
個
の
研
究
を
近
く
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
 
 

（
1
5
）
 
ア
フ
リ
カ
ー
メ
ス
、
学
、
九
巻
四
章
二
八
法
文
末
尾
、
バ
ー
ビ
ニ
ア
ー
メ
ス
、
『
バ
チ
カ
ン
精
華
集
』
 
二
六
〇
、
二
六
一
節
、
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
、
 
 
 

学
、
四
一
巻
三
章
二
九
法
文
。
 
 

（
1
6
）
 
こ
れ
は
、
「
引
渡
（
正
）
原
因
」
 
（
i
u
s
t
a
e
）
c
a
u
s
a
e
t
r
a
d
i
t
i
O
n
i
s
も
「
占
有
（
正
）
原
因
」
 
（
i
u
s
t
a
e
）
c
a
u
s
a
e
p
O
S
S
i
d
e
n
d
i
を
も
含
む
も
の
で
あ
 
 
 

り
、
「
プ
ー
プ
リ
キ
ア
ー
メ
ス
訴
権
」
と
の
連
関
で
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
学
、
六
巻
二
章
一
三
法
文
序
項
（
「
物
の
取
得
の
何
ら
か
の
正
原
因
が
存
在
し
」
）
 
 
 

に
お
い
て
、
ま
た
、
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
に
よ
り
特
性
が
示
さ
れ
る
占
有
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
様
々
な
取
得
原
因
を
表
示
す
る
た
め
、
 
 
 

パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
三
法
文
二
一
項
（
「
我
々
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
取
得
原
因
」
）
 
で
見
ら
れ
る
。
こ
の
パ
ウ
ル
ス
法
文
に
つ
き
後
述
、
二
 
 
 

節
一
一
款
一
項
。
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（
1
7
）
 
M
・
カ
ー
サ
一
に
お
い
て
は
取
得
原
因
と
占
有
取
得
の
混
同
に
つ
い
て
、
繰
返
し
述
べ
ら
れ
、
そ
の
際
、
取
得
の
「
正
原
因
」
i
u
s
t
a
e
c
a
u
s
a
e
の
も
 
 
 

と
に
〝
引
渡
″
ぁ
る
い
は
〝
獲
取
″
も
ま
た
一
緒
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
K
u
r
z
－
e
h
r
b
u
c
h
J
P
A
u
f
－
」
涙
声
柳
だ
こ
I
i
…
冨
三
く
．
｝
D
a
s
r
α
m
i
s
・
 
 
 

C
h
e
P
r
i
く
a
t
r
e
C
h
t
」
－
た
？
缶
↓
．
 
 

（
1
8
）
 
法
学
者
達
は
「
（
物
が
）
 
そ
の
状
況
に
あ
る
」
 
（
r
e
m
）
i
n
e
a
c
a
u
s
a
e
s
s
e
と
い
う
表
現
で
、
物
の
こ
の
法
的
状
況
を
示
し
た
。
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
、
 
 
 

学
、
四
一
巻
七
草
五
法
文
序
項
（
放
棄
物
）
、
ネ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
ー
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
七
巻
一
九
章
六
法
文
（
相
続
財
産
目
的
物
）
。
 
 

（
1
9
）
 
個
別
の
時
効
取
得
権
原
の
場
合
は
常
に
「
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
p
r
O
と
表
現
さ
れ
る
と
い
う
用
語
法
規
則
は
例
外
が
一
つ
あ
る
こ
 
 
 

と
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
早
期
古
典
期
の
法
学
者
ヤ
ウ
ォ
レ
ー
メ
ス
は
「
遺
贈
と
し
て
使
用
取
得
す
る
p
r
O
－
e
g
a
t
O
 
 
 

u
s
u
c
a
p
e
r
e
」
に
代
え
て
「
遺
贈
の
た
め
に
ー
e
笥
t
O
r
u
m
n
O
m
i
n
e
」
と
い
う
表
現
を
使
う
（
学
、
四
一
巻
八
章
五
法
文
、
七
法
文
）
。
 
 

（
2
0
）
 
例
え
ば
、
E
．
R
a
b
e
－
〉
G
r
u
n
d
N
霹
e
d
e
s
r
α
m
i
s
c
h
e
n
P
r
i
く
a
t
r
e
C
h
t
s
N
｝
D
a
r
m
s
t
a
d
ニ
誤
∽
〉
会
心
．
 
 

（
2
1
）
 
他
の
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
T
i
邑
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
取
得
原
因
（
「
売
買
」
、
「
贈
与
」
「
物
権
遺
贈
」
等
々
）
を
個
 
 

別
に
言
及
す
る
こ
と
は
余
計
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
が
冒
頭
の
命
題
を
確
認
す
る
こ
と
は
直
ち
に
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
占
有
を
分
類
 
 
 

す
る
個
別
の
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
邑
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
常
に
個
別
の
取
得
原
因
が
対
応
す
る
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。
こ
れ
に
対
し
て
「
自
己
 
 
 

物
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
T
i
t
e
－
p
r
O
 
S
u
O
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
更
に
「
相
続
人
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
T
i
t
e
】
 
 
 

p
r
O
 
h
e
r
e
d
e
も
ま
た
全
く
異
な
る
二
つ
の
取
得
要
件
事
実
が
基
礎
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
続
（
そ
の
場
合
は
真
正
相
続
人
の
占
有
に
関
す
る
）
、
あ
る
 
 
 

い
は
、
獲
取
さ
れ
た
物
が
 
〔
本
当
の
〕
相
続
人
の
未
占
有
相
続
財
産
目
的
物
で
あ
る
と
い
う
事
情
（
非
相
続
人
の
「
相
続
人
と
し
て
」
占
有
）
 
〔
の
二
つ
〕
 
 
 

で
あ
る
。
 
 

（
2
2
）
 
〝
…
…
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
i
n
h
i
s
 
q
u
a
e
…
…
″
と
い
う
表
現
か
ら
、
列
挙
の
事
例
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
得
原
因
を
な
す
の
は
 
〔
占
有
〕
 
 
 

獲
取
〔
そ
の
も
の
〕
で
な
く
、
当
該
目
的
物
の
法
的
状
況
（
「
無
主
物
」
r
e
s
n
u
〓
i
u
s
「
敵
の
物
」
r
e
s
 
h
O
S
t
i
u
n
「
自
己
加
工
物
」
r
e
s
 
q
u
a
e
 
i
p
s
i
…
…
 
 
 

f
e
c
i
m
u
s
）
 
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
 
（
上
述
二
節
九
款
二
項
）
。
 
 

（
空
 
従
っ
て
、
パ
ウ
ル
ス
が
「
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
？
↓
i
t
e
－
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
の
「
占
有
の
種
類
」
（
g
e
ロ
e
r
a
 
p
O
S
S
e
S
・
 
 
 

S
i
O
n
u
m
）
を
提
示
す
る
「
例
え
ば
」
完
－
u
t
を
、
「
占
有
の
種
類
」
g
e
n
e
r
a
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
u
m
と
結
び
つ
け
る
の
で
な
く
、
「
取
得
諸
原
因
」
c
a
u
s
a
e
 
a
d
・
 
 
 

q
亡
i
r
e
n
d
i
と
結
び
付
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
「
…
…
と
し
て
取
得
す
る
」
器
a
c
q
u
i
r
e
r
e
p
r
？
…
∵
と
い
う
『
用
語
大
辞
典
』
に
お
け
る
、
 
 
 

誤
解
を
招
き
や
す
い
見
出
語
が
由
来
す
る
。
こ
れ
に
つ
き
な
お
本
文
に
記
述
。
 
 

（
2
4
）
 
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
五
巻
三
章
二
法
文
一
項
「
し
か
し
、
盗
人
は
占
有
者
と
し
て
占
有
す
る
」
。
 
 

（
2
5
）
 
こ
れ
に
つ
い
て
後
述
、
二
節
一
一
款
三
項
。
 
 

（
2
6
）
 
こ
れ
に
つ
い
て
後
述
、
三
節
四
款
。
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（
2
7
）
 
法
文
全
体
に
つ
い
て
の
秀
逸
の
釈
義
が
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
五
八
－
六
八
頁
に
見
出
さ
れ
る
。
 
 

（
2
8
）
 
本
法
文
の
後
半
か
ら
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
の
も
と
で
は
「
買
主
 
（
と
し
て
）
」
占
有
権
原
は
「
善
意
」
を
要
件
と
す
る
こ
と
が
明
示
的
に
明
ら
か
と
 
 

カ
ウ
サ
 
 
な
る
。
す
な
わ
ち
「
し
か
し
、
同
一
物
を
所
有
者
か
ら
買
え
ば
買
主
と
し
て
の
占
有
を
開
始
し
て
お
り
、
自
ら
自
分
に
有
利
に
占
有
原
因
を
変
更
し
た
と
 
 
 

は
見
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
も
し
非
所
有
者
か
ら
、
そ
の
者
が
所
有
者
で
あ
る
と
考
え
て
買
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
同
じ
法
規
律
に
服
す
べ
き
で
あ
る
」
。
 
 

（
2
9
）
 
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
三
節
四
款
（
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
一
項
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
五
巻
三
幸
一
三
法
文
八
項
）
。
 
 

（
3
0
）
 
た
と
え
ば
、
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
三
四
頁
注
一
一
〇
。
ま
た
参
照
、
八
頁
「
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
の
独
特
の
観
念
」
お
よ
び
七
七
頁
注
二
 
 
 

〇
。
〝
極
端
″
と
い
う
こ
と
は
い
え
ず
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
法
学
者
の
見
解
の
ち
が
い
と
い
い
う
る
（
の
み
で
あ
る
〕
。
悪
意
の
相
続
財
産
購
入
者
の
場
 
 
 

合
に
つ
き
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
五
巻
三
幸
一
三
法
文
八
項
が
そ
の
こ
と
〔
＝
見
解
の
ち
が
い
の
存
在
〕
を
示
し
て
い
る
（
前
注
参
看
）
。
 
 

（
聖
 
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
〔
学
、
三
五
巻
一
章
二
〇
法
文
〕
、
『
書
簡
集
』
九
巻
「
候
補
自
由
人
が
相
続
人
達
の
意
に
反
し
て
特
有
財
産
か
ら
テ
ィ
テ
ィ
ウ
 
 
 

ス
に
金
員
を
与
え
る
と
し
て
も
、
そ
の
者
は
自
由
と
な
る
。
し
か
し
、
相
続
人
達
の
意
に
反
し
、
か
つ
〔
そ
の
こ
と
を
〕
知
っ
た
上
で
〔
解
放
金
を
〕
受
 
 
 

領
し
た
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
は
そ
の
金
員
を
占
有
者
と
し
て
〔
の
み
〕
占
有
す
る
と
み
ら
れ
、
〔
支
払
い
に
〕
反
対
で
あ
っ
た
者
〔
‖
相
続
人
〕
達
は
そ
の
金
員
 
 
 

を
取
戻
し
う
る
」
。
 
 

（
望
 
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
一
八
1
一
九
頁
、
七
六
頁
注
二
〇
参
照
。
ま
た
八
六
頁
参
照
「
パ
ウ
ル
ス
は
、
古
典
期
学
者
の
中
で
は
最
も
は
っ
 
 
 

き
り
と
 
『
善
意
』
と
 
『
正
原
因
』
を
区
別
し
た
」
。
 
 

（
3
3
）
 
「
善
意
」
は
時
効
取
得
権
原
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
法
文
中
に
お
い
て
は
、
常
に
、
こ
の
概
念
の
あ
る
〓
疋
の
意
味
が
問
題
と
な
っ
て
 
 
 

い
る
。
〔
す
な
わ
ち
〕
「
前
主
（
譲
渡
人
）
 
の
所
有
権
あ
る
い
は
譲
渡
権
限
〔
が
あ
る
と
〕
信
ず
る
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
欠
如
に
つ
い
て
不
知
（
n
e
s
c
i
．
 
 
 

r
e
r
e
m
a
－
i
e
n
a
m
e
s
s
e
）
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
善
意
」
の
最
も
一
般
的
で
史
料
に
極
め
て
し
ば
し
ば
記
さ
れ
る
 
（
通
例
の
）
意
味
で
あ
る
。
 
 
 

参
看
、
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
七
1
一
二
貢
、
四
二
貢
。
こ
の
意
味
の
「
善
意
」
の
欠
落
は
、
法
史
料
で
は
し
ば
t
ば
「
知
っ
た
上
で
他
人
の
 
 
 

物
を
買
う
ま
た
は
占
有
す
る
」
（
s
c
i
e
n
s
r
e
m
 
a
－
i
e
n
a
m
 
e
m
e
r
e
ま
た
は
p
O
S
S
i
d
e
r
e
）
と
表
現
さ
れ
る
。
悪
意
取
得
者
は
そ
の
前
主
が
権
限
の
な
い
こ
 
 
 

と
を
知
っ
て
い
る
。
 
 

（
3
4
）
 
参
照
、
ネ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
、
学
、
六
巻
二
章
一
七
法
文
「
善
意
で
買
い
そ
の
原
因
に
基
づ
き
…
…
占
有
を
得
た
者
」
q
u
i
b
O
n
a
f
i
d
e
e
m
i
t
p
O
S
S
e
S
・
 
 

S
i
O
n
e
m
q
u
e
…
…
e
舛
e
a
C
a
u
S
a
n
a
C
t
u
S
e
S
t
．
「
そ
の
原
因
に
基
づ
き
」
e
舛
e
a
C
a
u
S
a
の
語
句
は
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
六
巻
二
章
七
法
文
一
六
項
に
 
 
 

お
け
る
「
そ
の
た
め
」
e
O
n
O
m
i
n
e
の
表
現
と
全
く
同
様
に
、
占
有
獲
得
に
先
行
す
る
善
意
の
売
E
貝
を
指
す
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ピ
ー
ヌ
ス
派
の
古
典
期
 
 
 

通
説
（
学
、
四
一
巻
三
章
一
〇
法
文
）
は
周
知
の
よ
う
に
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
取
得
原
因
と
同
じ
く
売
買
に
つ
い
て
も
、
占
有
獲
得
時
に
占
有
者
の
 
 
 

「
善
意
」
を
要
求
す
る
。
パ
ウ
ル
ス
 
（
学
、
四
一
巻
三
幸
四
八
法
文
と
同
巻
四
章
二
法
文
序
項
結
合
）
 
－
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
メ
ス
帝
は
そ
の
見
解
 
 
 

に
学
、
六
巻
二
章
七
法
文
一
七
項
に
お
け
る
修
正
 
（
「
考
え
る
者
は
な
い
」
n
e
c
 
q
u
i
s
q
u
a
m
 
p
u
t
e
t
）
 
に
よ
っ
て
従
う
 
ー
 
は
、
売
買
の
事
例
で
は
、
契
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約
締
結
時
お
よ
び
売
買
目
的
物
の
引
渡
時
の
二
つ
の
時
点
で
の
買
主
の
善
意
を
要
求
す
る
。
私
は
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
八
一
1
九
三
頁
の
関
 
 
 

係
法
文
の
解
釈
に
殆
ど
の
点
で
同
意
す
る
。
 
 

（
3
5
）
 
参
照
。
前
述
二
節
七
款
三
項
。
 
 

（
3
6
）
 
な
お
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
七
法
文
四
項
 
（
『
法
学
大
全
』
 
四
四
巻
）
 
と
こ
れ
に
つ
い
て
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
八
九
 
 
 

－
九
二
貢
参
照
。
 
 

（
3
7
）
 
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
が
し
ば
し
ば
「
善
意
買
主
」
と
い
う
表
現
を
抽
象
的
に
時
効
取
得
占
有
者
に
つ
き
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
 
 
 

前
掲
書
七
六
貢
注
二
〇
が
指
摘
す
る
の
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
指
摘
は
も
っ
と
正
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
表
現
は
〝
抽
象
的
に
″
 
 
 

何
ら
か
の
時
効
取
得
占
有
者
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
正
に
具
体
的
に
あ
る
特
定
の
時
効
取
得
占
有
者
、
す
な
わ
ち
「
買
主
」
睡
効
取
得
占
 
 
 

有
者
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
表
現
を
使
用
す
る
の
は
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
に
限
ら
れ
ず
、
他
の
法
学
者
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
 
（
参
 
 
 

照
、
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
八
法
文
、
同
巻
≡
早
三
九
法
文
と
並
び
ト
ゥ
リ
ユ
フ
ォ
ニ
ー
メ
ス
、
学
、
四
九
巻
一
五
章
一
二
法
文
八
項
、
 
 
 

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
ー
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
四
一
巻
三
章
一
〇
法
文
二
項
、
パ
ウ
ル
ス
、
同
章
四
法
文
一
九
項
お
よ
び
同
巻
一
章
四
八
法
文
序
項
、
ウ
ル
 
 
 

ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
六
巻
二
章
三
法
文
一
項
）
。
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
は
更
に
、
多
数
の
「
善
意
で
買
う
」
事
例
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
は
同
じ
く
「
買
 
 
 

主
」
時
効
取
得
占
有
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
舗
二
 
従
っ
て
「
カ
ウ
サ
」
が
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
を
示
す
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
「
カ
ウ
サ
」
と
い
う
表
現
は
あ
る
特
定
の
占
有
 
 
 

種
類
を
特
徴
づ
け
る
〝
占
有
特
性
表
示
″
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ボ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
六
法
文
序
項
、
お
よ
び
勅
、
 
カ
ウ
サ
カ
ウ
サ
 
 
 

七
巻
二
九
章
一
法
文
（
時
効
取
得
権
原
と
し
て
の
「
原
因
」
）
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
幸
三
法
文
四
項
（
占
有
権
原
と
し
て
の
「
原
因
」
）
）
。
 
 

（
3
9
）
 
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
エ
ン
、
前
掲
論
文
、
四
三
八
、
四
四
一
、
四
四
三
貢
。
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
八
貰
お
よ
び
九
六
頁
は
c
a
u
s
a
 
 
 

（
u
s
u
c
a
p
i
O
ロ
i
s
）
 
（
「
（
使
用
取
得
）
 
カ
ウ
サ
」
）
を
〝
時
効
取
得
状
況
″
E
r
s
i
t
z
u
n
g
s
s
i
t
u
a
t
i
O
ロ
〝
時
効
取
得
状
態
″
E
r
s
i
t
N
u
n
g
S
－
a
g
e
と
理
解
す
る
。
 
 

カ
ウ
サ
 
 

（
4
0
）
 
「
と
い
う
の
は
、
あ
る
者
が
女
奴
隷
を
⊥
二
表
法
あ
る
い
は
ア
テ
ィ
ニ
ウ
ス
法
が
障
碍
と
な
ら
な
い
限
り
 
－
 
原
因
に
よ
り
使
用
取
得
す
る
そ
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

の
原
因
に
基
づ
き
、
〔
女
奴
隷
の
出
生
し
た
〕
 
子
を
 
－
 
そ
の
者
の
も
と
で
、
そ
の
母
親
が
盗
ま
れ
た
奴
隷
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
時
点
に
、
懐
胎
さ
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

れ
出
生
し
た
場
合
に
は
1
使
用
取
得
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
。
二
度
使
わ
れ
る
「
原
因
」
は
こ
こ
で
も
ま
た
、
売
買
、
贈
与
の
よ
う
な
取
得
原
因
 
 
 

で
は
な
く
、
「
と
し
て
 
〔
占
有
〕
」
権
原
p
r
〇
・
T
i
t
e
－
を
指
す
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

（
4
1
）
 
法
史
料
の
中
で
こ
の
法
文
に
お
い
て
だ
け
こ
の
表
現
が
上
述
の
ロ
ー
マ
で
の
意
味
で
の
上
位
概
念
た
る
時
効
取
得
権
原
の
表
示
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。
 
 
 

そ
う
い
う
わ
け
で
法
学
の
技
術
的
用
語
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
、
用
語
配
列
順
の
意
外
さ
か
ら
も
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
、
こ
の
ユ
」
リ
 
 
 

ア
ー
ヌ
ス
法
文
の
冒
頭
に
お
い
て
す
で
に
、
こ
の
概
念
の
そ
こ
で
使
わ
れ
る
記
述
か
ら
み
て
と
れ
る
。
し
か
し
、
「
使
用
取
得
の
正
原
因
」
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

i
u
s
t
a
m
 
c
a
u
s
a
m
の
表
現
に
専
門
的
概
念
を
見
出
し
え
な
い
、
と
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
ュ
ン
、
前
掲
論
文
、
四
三
七
－
八
貢
が
考
え
る
な
ら
、
正
し
く
な
い
。
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法
学
理
論
上
の
正
確
に
決
定
可
能
な
一
つ
の
概
念
で
あ
り
、
他
の
法
学
者
の
も
と
で
も
類
似
の
用
語
の
形
で
出
会
う
。
（
上
記
二
節
一
〇
款
二
項
）
。
法
的
 
 
 

領
域
で
い
た
る
と
こ
ろ
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
概
念
と
用
語
、
理
論
と
表
現
法
の
混
清
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

（
亜
）
 
〝
状
況
″
L
a
g
e
と
い
う
解
釈
は
こ
こ
で
も
ま
た
文
脈
を
理
由
に
拒
否
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ー
マ
人
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
あ
る
者
 
 
 

が
（
時
効
取
得
）
状
況
に
あ
る
（
i
n
 
c
a
u
s
a
 
e
s
s
e
）
 
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、
こ
の
状
況
を
有
す
る
（
F
a
b
e
r
e
）
 
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

≠
h
a
b
e
r
e
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
e
m
a
d
u
s
u
c
a
p
i
O
n
e
m
（
「
使
用
取
得
に
向
う
占
有
を
有
す
る
」
）
と
い
う
が
如
き
表
現
は
、
専
門
法
学
用
語
の
観
点
か
ら
す
る
と
 
 
 

奇
怪
な
用
語
で
あ
る
。
 
 

（
4
3
）
 
既
に
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
ェ
ン
、
前
掲
論
文
、
四
三
七
頁
。
も
っ
と
も
、
法
史
料
は
何
ら
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
連
関
で
重
要
な
の
は
ユ
ー
リ
ア
ー
 
 
 

メ
ス
、
学
、
四
一
巻
四
章
七
法
文
四
項
（
第
一
文
）
 
お
よ
び
パ
ウ
ル
ス
、
同
巻
三
章
一
五
法
文
二
項
で
あ
る
。
両
法
文
か
ら
、
他
人
物
の
「
善
意
」
占
有
 
 
 

者
が
時
効
期
間
完
了
前
に
そ
の
占
有
を
失
い
、
の
ち
に
再
び
占
有
を
得
た
場
合
に
、
占
有
再
獲
得
時
に
な
お
あ
る
い
は
再
び
善
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
 
 

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
両
法
文
に
つ
い
て
、
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
八
一
頁
、
八
九
－
九
一
貫
。
 
 

（
4
4
）
 
R
．
S
t
i
n
z
i
n
g
〉
D
a
s
W
e
s
e
n
言
n
b
O
n
a
f
i
d
e
s
亡
n
d
t
i
t
u
－
u
s
i
n
d
e
r
r
α
m
i
s
c
h
e
n
U
s
u
c
a
p
i
O
n
S
－
e
h
r
e
｝
H
e
i
d
e
－
b
e
r
g
－
∞
∽
N
・
 
 

（
彗
 
P
．
官
n
f
a
n
t
e
｝
C
O
r
S
O
d
i
d
i
r
i
t
t
O
r
O
m
a
ロ
○
〉
く
○
＝
〓
a
p
r
O
p
r
i
e
t
㌣
P
a
r
t
e
【
Ⅰ
〉
R
O
m
a
－
悪
声
N
念
［
N
e
u
d
r
．
M
i
】
a
n
O
－
藁
こ
嘗
「
『
正
原
 
 
 

因
』
『
善
意
』
は
独
立
の
要
件
で
あ
り
、
…
…
い
か
な
る
理
論
的
連
関
も
な
い
」
。
ま
た
同
じ
く
例
え
ば
、
M
．
↓
a
【
a
m
a
n
c
a
J
s
t
i
t
u
N
i
O
n
i
 
d
i
 
d
i
r
i
t
t
O
 
 
 

r
O
m
a
n
O
－
M
i
－
a
n
O
－
諾
○
〉
缶
〕
も
「
少
く
と
も
晩
期
古
典
期
法
学
者
パ
ウ
ル
ス
お
よ
び
ウ
ル
ピ
ア
ー
メ
ス
は
時
効
取
得
要
件
『
正
原
因
』
お
よ
び
『
善
 
 
 

意
』
を
〝
完
全
に
別
個
、
独
立
″
と
み
な
し
た
」
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
 
 

（
4
6
）
 
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
エ
ン
、
上
記
論
文
、
四
四
五
頁
「
『
善
意
』
な
し
に
は
『
正
原
因
』
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
証
明
す
る
に
、
簡
潔
な
概
観
が
十
分
 
 
 

で
あ
ろ
う
…
…
」
。
マ
イ
ヤ
ー
・
マ
レ
イ
（
前
掲
注
三
）
 
四
一
頁
は
〝
「
原
因
」
と
「
善
意
」
の
か
ら
み
合
い
″
と
述
べ
る
。
 
 

（
4
7
）
 
こ
の
法
文
も
ま
た
、
学
説
彙
纂
四
一
巻
の
長
大
な
他
の
法
文
（
例
、
四
一
巻
二
章
一
法
文
、
三
法
文
、
三
章
四
法
文
）
と
同
じ
く
、
パ
ウ
ル
ス
の
、
 
 
 

「
占
有
お
よ
び
使
用
取
得
」
を
論
ず
る
告
示
注
解
五
四
巻
に
由
来
す
る
。
参
看
、
〇
．
L
e
n
e
－
〉
P
a
－
i
g
e
n
e
s
i
a
二
N
e
u
d
r
・
G
r
a
N
－
宗
○
こ
○
票
⊥
○
↓
ド
 
 

（
空
 
こ
こ
で
パ
ウ
ル
ス
は
売
買
に
つ
い
て
契
約
締
結
と
目
的
物
引
渡
の
両
時
点
に
お
け
る
買
主
の
「
善
意
」
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

参
照
、
こ
れ
に
つ
き
、
学
、
四
一
巻
四
章
二
法
文
序
項
、
同
巻
三
章
四
八
法
文
、
両
法
文
に
つ
き
上
記
注
三
四
。
 
 

（
4
9
）
 
更
に
、
 
 
 

つ
き
二
節
一
 
 
 

有
者
占
有
、
 
 

（
5
0
）
 
同
旨
、
 
 

（
聖
 
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
五
巻
三
章
一
三
法
文
八
項
（
『
告
示
注
解
』
一
五
巻
）
「
も
し
あ
る
者
が
知
っ
た
上
で
他
人
の
相
続
財
産
を
買
っ
た
者
は
、
 
 

「
自
己
物
と
し
て
〔
占
有
〕
」
権
原
T
i
t
e
－
p
r
O
 
S
u
O
は
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
幸
三
法
文
二
一
項
、
同
巻
一
〇
章
二
法
文
（
こ
れ
に
 
 

一
款
一
項
）
 
か
ら
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
第
三
の
占
有
の
種
類
、
す
な
わ
ち
、
占
有
お
よ
び
所
有
権
の
原
始
的
取
得
の
場
合
に
お
け
る
所
 
 

を
示
す
。
 
 

ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
九
六
頁
。
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講 演   

解
説
 
 
 

本
稿
は
、
本
年
一
月
二
〇
日
の
法
政
学
会
に
お
け
る
ブ
リ
ユ
セ
ル
自
由
大
学
法
学
部
教
授
エ
リ
ク
・
H
・
ポ
ー
ル
 
E
r
i
c
H
．
P
0
0
－
氏
講
 
 

演
原
稿
（
ド
イ
ツ
語
）
 
に
修
正
を
加
え
、
六
月
に
送
付
を
う
け
た
も
の
の
邦
訳
で
あ
る
。
 
 
 

ポ
ー
ル
教
授
（
一
九
三
九
年
生
）
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
古
典
言
語
学
科
博
士
課
程
を
一
九
六
七
年
に
了
え
た
の
ち
、
法
学
部
に
転
 
 
 

占
有
者
と
し
て
の
よ
う
に
占
有
す
る
。
従
っ
て
こ
の
者
に
対
し
相
続
財
産
を
請
求
し
う
る
、
と
い
く
人
か
の
学
者
は
考
え
る
。
私
は
こ
の
見
解
を
正
し
い
 
 
 

と
考
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
代
金
を
支
払
っ
た
者
は
盗
人
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
続
財
産
の
買
主
と
し
て
準
〔
訴
権
〕
 
に
よ
り
責
任
を
負
 
 
 

う
」
。
 
 

（
5
2
）
 
こ
の
点
に
つ
き
下
記
注
五
三
お
よ
び
本
文
。
 
 

（
空
 
こ
の
こ
と
は
、
 

て
）
」
占
有
を
付
与
す
る
（
利
益
は
な
い
）
。
実
務
的
帰
結
償
い
ず
れ
に
し
て
も
存
在
し
な
か
っ
た
″
上
す
る
。
こ
こ
で
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
ュ
ン
は
、
ロ
ー
マ
 
 
 

方
式
書
訴
訟
に
お
い
て
多
数
の
訴
権
お
よ
び
特
示
命
令
の
被
告
適
格
の
た
め
に
は
、
「
相
続
人
占
有
」
p
O
S
S
e
S
S
i
O
 
p
r
O
 
h
e
r
e
d
e
あ
る
い
は
「
占
有
者
占
 
 
 

有
」
p
r
O
 
p
O
S
S
e
S
S
O
r
e
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
看
過
し
て
い
る
。
他
の
占
有
権
原
（
「
買
主
占
有
」
、
「
受
贈
者
占
有
」
等
）
 
に
基
づ
い
て
占
有
す
 
 
 

る
も
の
を
相
手
方
と
し
て
は
訴
権
が
そ
も
そ
も
な
か
っ
た
 
（
例
え
ば
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
一
〇
巻
二
章
二
五
法
文
七
項
、
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
ー
メ
ス
、
学
、
 
 
 

二
九
巻
四
章
三
〇
法
文
、
勅
、
七
巻
三
四
章
四
法
文
〔
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
、
マ
ク
シ
ミ
ア
ー
メ
ス
両
帝
〕
）
 
か
、
そ
れ
と
も
、
準
訴
権
と
し
て
 
 
 

の
み
与
え
ら
れ
た
（
相
続
財
産
取
戻
に
閲
し
、
学
、
五
巻
三
章
一
三
法
文
八
項
。
〔
し
か
し
〕
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
ュ
ン
は
十
分
な
根
拠
も
な
く
修
正
の
可
能
性
 
 
 

を
主
張
）
。
「
正
原
因
に
基
づ
く
」
悪
意
取
得
者
の
占
有
特
性
表
示
に
つ
い
て
の
法
学
者
達
の
論
争
は
従
っ
て
全
く
も
っ
て
実
際
的
帰
結
を
有
し
た
の
で
あ
 
 
 

る
。
古
典
期
法
学
者
に
閲
し
こ
れ
以
外
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 

（
空
 
こ
の
こ
と
は
、
明
示
的
に
ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
、
前
掲
書
、
一
八
⊥
九
頁
、
七
七
貢
注
二
〇
、
八
六
頁
と
反
対
で
あ
る
。
「
釈
酢
」
の
さ
ま
ざ
ま
 
 

カ
ウ
サ
 
 
 

な
意
味
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
パ
ウ
ル
ス
は
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
と
異
り
、
「
原
因
」
と
「
善
意
」
を
厳
格
に
区
別
を
す
る
、
と
簡
単
に
言
う
わ
け
に
い
 
 
 

か
な
い
。
前
述
二
節
一
一
款
三
項
一
目
、
注
三
二
対
応
本
文
参
照
。
 
 

（
警
 
史
料
中
に
は
、
時
効
取
得
占
有
は
、
「
…
…
…
…
と
し
て
使
用
取
得
す
る
」
u
s
u
c
a
p
e
r
e
p
r
？
…
：
、
「
と
し
て
占
有
す
る
」
p
O
S
S
i
d
e
r
e
p
r
O
、
「
占
 
 
 

有
す
る
の
は
使
用
取
得
に
…
…
」
p
O
S
S
i
d
e
r
e
a
d
u
s
u
c
a
p
i
O
ロ
e
m
と
表
現
さ
れ
る
。
（
ユ
ー
リ
ア
ー
メ
ス
ー
パ
ウ
ル
ス
、
学
、
四
一
巻
二
章
一
項
一
五
法
 
 
 

文
、
ヤ
ウ
ォ
レ
ー
メ
ス
、
学
、
同
巻
三
章
一
六
法
文
、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
ー
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
、
四
七
巻
二
章
一
七
法
文
三
項
）
。
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講 演  

じ
、
H
・
ア
ン
ク
ム
教
授
の
下
で
ロ
ー
マ
法
の
研
究
お
よ
び
教
育
に
携
り
、
一
九
九
八
年
よ
り
現
職
（
あ
わ
せ
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
 
 

で
も
引
続
き
教
育
・
研
究
に
従
事
）
に
あ
る
。
法
文
の
分
析
に
つ
き
、
西
洋
古
典
学
の
薙
蓄
を
傾
け
長
考
を
重
ね
る
研
究
者
タ
イ
プ
で
あ
る
。
 
 

論
文
の
数
は
多
く
な
い
が
、
い
ず
れ
も
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
本
講
演
は
従
来
の
時
効
取
得
論
の
抜
本
的
再
検
討
を
迫
る
も
の
と
 
 

思
わ
れ
、
非
力
を
省
み
ず
訳
出
を
試
み
た
。
〔
 
〕
は
訳
者
が
補
っ
た
も
の
を
示
す
。
な
お
行
届
か
ぬ
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
教
授
の
意
を
 
 

十
分
伝
え
得
て
い
る
か
と
案
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
教
示
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 
 

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
す
で
に
十
二
表
法
（
紀
元
前
五
世
紀
中
葉
）
に
、
動
産
に
つ
い
て
は
一
年
、
不
動
産
に
つ
い
て
は
二
年
の
「
使
 
 

用
」
u
s
u
s
に
よ
っ
て
成
立
す
る
「
使
用
取
得
」
u
s
u
c
a
p
i
O
と
い
う
時
効
取
得
制
度
を
規
定
し
て
い
た
と
さ
れ
、
元
首
政
期
（
法
学
史
上
古
 
 

典
期
と
称
さ
れ
る
）
を
通
じ
て
も
「
（
正
）
権
原
」
（
「
（
正
）
原
因
」
）
「
善
意
」
を
要
件
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。
属
州
土
地
に
つ
い
て
発
達
し
 
 

た
「
長
期
間
の
前
書
」
p
r
a
e
s
c
r
i
p
t
i
O
－
O
n
g
i
t
e
m
p
O
r
i
s
（
十
年
又
は
二
十
年
の
占
有
に
つ
き
訴
訟
上
の
保
護
を
付
与
）
と
が
ユ
ー
ス
 
 

テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
メ
ス
帝
の
も
と
で
統
一
さ
れ
、
不
動
産
に
つ
き
「
長
期
間
の
前
書
」
と
し
て
十
年
又
は
二
十
年
の
占
有
、
動
産
に
つ
き
「
使
 
 

用
取
得
」
と
し
て
三
年
の
占
有
を
要
件
と
し
た
。
こ
の
他
、
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
帝
法
で
は
、
「
最
長
期
間
の
前
書
」
≠
p
r
a
？
 
 

S
C
r
i
p
t
i
O
－
O
n
g
i
s
s
i
m
i
 
t
2
m
p
O
r
i
s
と
い
わ
れ
る
制
度
に
よ
り
、
「
（
正
）
権
原
」
、
時
効
可
能
物
の
要
件
を
欠
い
て
も
、
三
十
年
又
は
四
十
年
 
 

の
占
有
に
よ
り
所
有
権
取
得
を
認
め
た
。
 
 
 

本
稿
は
、
古
典
期
の
「
使
用
取
得
」
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
「
（
正
）
植
原
」
を
問
わ
な
い
ユ
帝
法
に
い
わ
ゆ
る
「
最
長
期
間
の
前
書
」
 
 

に
つ
い
て
は
関
わ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
（
正
）
権
原
」
「
善
意
」
を
要
件
と
す
る
い
わ
ゆ
る
短
期
時
効
取
得
に
つ
い
て
対
象
と
す
る
。
ち
 
 

な
み
に
、
ロ
ー
マ
法
に
は
、
動
産
の
即
時
（
善
意
）
取
得
制
度
、
不
動
産
の
登
記
等
制
度
も
存
在
し
な
い
。
 
 
 

（
短
期
）
時
効
取
得
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
本
文
四
節
に
あ
る
よ
う
に
、
中
世
ロ
ー
マ
法
の
注
釈
学
派
以
来
、
五
要
件
、
す
な
わ
ち
、
「
取
 
 

得
可
能
物
」
「
（
正
）
権
原
」
「
善
意
」
「
占
有
」
「
期
間
」
が
必
要
と
さ
れ
、
講
学
上
そ
の
影
響
は
今
日
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
要
件
相
互
の
 
 

関
係
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
お
け
る
盛
ん
な
議
論
が
あ
り
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
「
権
原
」
を
「
善
意
」
の
一
事
情
と
考
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え
る
も
の
と
い
わ
れ
、
一
方
で
は
、
ヴ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
の
も
と
で
も
錯
綜
し
た
法
文
の
調
和
的
解
釈
の
努
力
が
功
を
奏
せ
ず
、
他
方
、
一
 
 

八
五
二
年
に
ス
テ
イ
ン
テ
ン
ク
の
「
（
正
）
権
原
」
「
善
意
」
の
相
互
独
立
説
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
間
で
は
長
ら
く
通
 
 

説
と
な
っ
た
。
こ
の
間
題
の
再
検
討
の
口
火
を
切
っ
た
の
が
、
フ
ァ
ン
・
オ
ヴ
ュ
ン
の
一
九
三
九
年
の
論
文
で
あ
る
。
関
係
法
文
の
丹
念
な
 
 

検
討
の
作
業
が
、
そ
れ
ま
で
隆
盛
を
極
め
た
修
正
 
（
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
ー
テ
ィ
オ
ー
）
研
究
に
対
す
る
反
省
の
中
で
、
マ
イ
ヤ
ー
・
マ
リ
ー
、
 
 

カ
ウ
サ
 
 

ハ
ウ
ス
マ
ニ
ン
ガ
ー
な
ど
の
論
著
に
よ
り
か
ね
て
進
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
な
お
、
「
原
因
」
論
を
含
め
透
徹
し
た
像
が
提
示
さ
 
 

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
ロ
ー
マ
法
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
c
a
u
s
a
の
使
用
例
す
べ
て
に
つ
い
て
の
〝
経
験
的
″
 
 

カ
ウ
サ
 
 

分
析
に
よ
り
、
古
典
期
法
学
者
の
も
と
で
「
取
得
原
因
」
と
「
使
用
取
得
原
因
」
c
a
u
s
a
u
s
u
c
a
p
i
O
n
i
s
が
明
確
に
圧
別
さ
れ
て
い
た
が
、
 
 

中
世
ロ
ー
マ
法
以
来
区
別
せ
ず
に
論
じ
て
い
る
た
め
議
論
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
 
 

従
来
の
論
者
で
は
、
「
権
原
」
 
（
「
（
正
）
原
因
」
）
 
「
善
意
」
の
関
係
に
つ
き
、
法
文
に
則
し
た
い
わ
ゆ
る
肺
に
落
ち
る
説
明
に
出
会
え
な
 
 

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
点
論
旨
自
体
は
極
め
て
明
快
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効
取
得
に
は
三
つ
の
基
本
的
要
件
、
時
効
 
 

取
得
可
能
物
、
占
有
お
よ
び
期
間
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
占
有
は
更
に
「
取
得
原
因
」
（
「
（
正
）
権
原
」
）
 
（
す
な
わ
ち
、
売
買
、
贈
与
あ
る
 
 

い
は
原
始
取
得
な
ど
）
、
塀
庇
な
き
こ
と
、
「
善
意
」
（
相
手
方
が
所
有
者
で
あ
る
こ
と
な
い
し
譲
渡
権
限
あ
る
㌃
と
に
つ
い
て
）
の
三
つ
の
 
 

要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
、
多
く
は
「
カ
ウ
サ
」
c
a
u
s
a
は
自
主
占
有
、
所
有
権
取
得
を
基
礎
づ
け
る
売
買
、
贈
与
な
 
 

ど
の
「
取
得
原
因
」
を
指
す
も
の
と
の
前
提
に
立
っ
て
論
じ
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
は
、
明
快
な
意
識
の
上
に
、
「
カ
ウ
 
 

サ
」
c
a
u
s
a
を
こ
れ
と
は
別
の
概
念
と
し
て
、
「
時
効
取
得
を
可
能
と
す
る
要
件
完
備
の
占
有
」
を
指
示
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
を
ま
ず
区
 
 

別
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
取
得
原
因
」
と
「
善
意
」
の
関
係
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
と
な
る
。
 
 
 

原
文
で
は
d
e
r
p
r
？
T
i
邑
と
略
称
さ
れ
る
用
語
は
、
「
u
s
u
c
a
p
e
r
e
p
r
？
…
：
」
で
は
必
ず
「
時
効
取
得
占
有
」
権
原
を
指
す
が
、
「
p
O
ヤ
 
 

s
i
d
e
r
e
p
r
？
：
」
で
は
「
鞍
痕
な
き
自
主
占
有
」
権
屈
ま
た
は
「
時
効
取
得
占
有
」
権
原
を
指
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
〝
「
と
し
て
〔
占
 
 

有
〕
」
梼
原
″
と
し
て
統
一
し
た
 
（
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
ま
で
は
「
時
効
取
得
占
有
権
原
」
と
理
解
さ
れ
そ
れ
以
降
は
じ
め
て
ち
が
い
が
生
ず
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講 演  

る
こ
と
に
つ
い
て
は
本
文
参
照
）
。
ま
た
、
「
取
得
原
因
」
 
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
効
取
得
適
格
占
有
が
「
買
主
時
効
取
得
権
原
」
「
贈
与
 
 

時
効
取
得
権
原
」
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ
る
が
、
原
始
取
得
な
ど
の
各
種
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
自
己
物
時
効
取
得
権
原
」
p
r
O
 
S
u
O
と
名
 
 

づ
け
ら
れ
る
。
 
 
 

お
そ
ら
く
は
、
読
者
の
質
問
は
、
こ
の
よ
う
な
「
使
用
取
得
」
は
ロ
ー
マ
に
お
い
て
何
の
た
め
に
規
律
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
 
 

で
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
教
授
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
経
験
的
に
法
史
料
か
ら
言
い
う
る
こ
と
は
以
上
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
以
上
は
空
想
に
わ
た
る
。
我
々
ロ
ー
マ
法
研
究
者
は
こ
れ
だ
け
豊
か
な
法
史
料
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
ず
そ
れ
を
的
確
に
把
握
、
理
 
 

解
す
る
の
が
基
本
的
任
務
で
あ
る
。
従
来
あ
ま
り
に
多
く
の
時
間
と
労
力
が
空
想
の
た
め
に
費
や
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
例
が
こ
こ
に
あ
 
 

る
」
。
 
 
 

関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
問
題
の
多
ぐ
が
別
稿
に
留
保
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
は
じ
め
て
本
稿
の
評
価
が
下
さ
れ
る
 
 

も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
論
文
の
体
裁
も
表
現
も
ー
般
の
型
に
沿
っ
た
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
は
言
え
ず
、
ま
た
訳
語
の
推
敲
が
行
 
 

届
か
な
い
た
め
理
解
を
む
づ
か
し
く
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
 
 

の
従
来
の
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
反
省
を
促
す
こ
と
上
な
る
と
共
に
、
ロ
ー
マ
の
占
有
論
は
時
効
取
得
の
占
有
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
 
 

る
の
で
、
取
得
時
効
の
構
造
論
の
出
発
点
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
占
有
論
一
般
の
再
検
討
の
契
機
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
更
に
、
時
効
取
得
の
「
正
権
原
」
を
め
ぐ
り
学
説
の
混
迷
を
深
め
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
（
例
え
ば
、
H
e
n
r
i
 
e
t
 
L
ぎ
n
 
e
t
 
J
e
a
n
 
 

M
a
N
e
a
u
d
〉
F
r
a
n
爪
O
i
s
C
F
a
b
a
s
｝
L
e
爪
O
n
S
d
e
d
r
O
i
t
c
i
ま
〓
l
－
N
B
i
e
n
s
∞
e
e
d
．
P
a
r
i
s
」
嚢
草
コ
。
－
∽
≡
）
 
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
お
く
 
 

と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
的
構
成
に
基
づ
く
旧
民
法
を
ド
イ
ツ
民
法
草
案
に
倣
い
 
「
権
原
」
を
削
り
「
善
意
無
過
失
」
 
に
 
「
転
換
」
し
た
日
本
 
 

民
法
の
 
（
短
期
）
取
得
時
効
に
つ
い
て
そ
の
間
題
点
を
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
権
原
」
 
に
つ
い
て
の
 
 

理
解
を
殆
ど
失
っ
た
結
果
、
（
占
有
論
の
混
迷
と
相
ま
っ
て
）
 
相
続
を
「
新
権
原
」
と
見
倣
す
見
解
（
こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
民
法
、
ド
イ
ツ
民
 
 

法
共
に
明
文
で
否
定
）
 
を
採
る
最
高
裁
判
例
を
生
む
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
、
と
思
わ
れ
る
。
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漬
 
 
 な
お
、
訳
語
は
原
則
と
し
て
原
田
慶
吉
『
ロ
ー
マ
法
』
（
有
斐
閣
）
昭
二
四
、
に
拠
り
、
ま
た
邦
語
文
献
と
し
て
林
信
夫
「
ロ
ー
マ
売
買
 
 

講
 
法
に
お
け
る
使
用
取
得
制
度
の
機
能
H
2
法
学
、
四
二
巻
二
、
三
号
（
昭
五
三
）
が
あ
る
。
 
 
 

な
お
本
稿
は
平
成
十
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
「
古
典
学
の
再
構
築
」
（
代
表
 
中
谷
英
明
神
戸
学
院
大
学
人
文
学
部
教
授
）
 
 

計
画
研
究
 
番
号
一
一
一
六
四
二
五
八
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

訳
者
 
西
 
村
 
重
 
雄
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